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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章　神隠しの行方ゆくえ
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　ある日突然王おう宮きゆうから使者がやってきて、あたしにこう言った。

「カリルさま、実はあなたは前国王オルドー陛へい下かのご息そく女じよなのです。あなたを王女としてお迎えにまいりました」

「義妹いもうとも連れてっていいですか！」

　間かん髪はつを入れずあたしは聞き返す。立りつ派ぱな顎あご髭ひげを蓄えたご使者は、ちょっとだけ当とう惑わくした様子で、数度瞬またたいた。いきなりなにを言っているんだという顔だ。それを言うならあんたこそ、いきなり来てなにを言っているのよ。あたしが王女だなんて。

　彼はあたしの手を握りしめているフェリシティをじろりと見おろすと、

「しかし、そちらの方はまったく王家とは関係がないのでは」

「そりゃそうよ、死んだ父さんと後ご妻さいの子供ですもの。でも、この子が一いつ緒しよじゃなかったら、あたしはどこにも行かないわよ」

　あたしはきっぱり言ってやる。そりゃあ、この家を出ていけるチャンスだけど、フェリシティを残していくなんてできない。

　一歩も譲らない心づもりのあたしを見て、顎髭の使者は、渋しぶ々しぶ、

「……では、その件は陛下とご相談なさったのちにでも」

「保証は!?」

「陛下は慈悲深きお方です。一人が寂しいと聞かれたら、快こころよく許してくだされるでしょう」

　ご使者はため息をつきながら答える。よしっ、これでいいわ。あたしは満足して頷うなずいた。それから、ぱっと手を組むと、

「まあ嬉うれしい！　すぐにでも連れてってください！」

　そう言って、にっこり極ごく上じようの笑みを浮かべる。ちょっとご使者の顔がげんなりしている感じがするけど、やっぱり気のせいだろう。

　彼は咳せき払ばらいをして気を取り直すと、威厳たっぷりに言い返した。

「ご理解いただけたようで、感謝します。では、今すぐご支し度たくを」

　信じられないけど本気らしい。まあ、このさい前王の私生児だろうが盗とう賊ぞくの娘だろうが、なんでもかまやしない。この義母から離れることができるなら。

　その義母は、といえば。

「お待ちください！　やっぱりなにかの間ま違ちがいですわっ」

　あたしの喜びに水を差すように、ひしと義母が使者の服を摑つかんだ。やっぱり邪じや魔まをする気らしい。義母は必死の形ぎよう相そうで、

「この子は夫の忘れ形がた見みなのですよ、もう一度詳くわしく調べていただければ分かることです」

「灌かん漑がい技師トゥイグニの一人娘ドリーの子といえばカリルさましかいらっしゃられないでしょう。間違いかどうかはこちらで決めます」

　にべもなく跳ねつける使者。義母は絶句した。そりゃそうだろう、今まで散さん々ざんこき使ってきた夫の連れ子がなんたって王女だったなんて言われれば。

　父さんが再婚してから苦節十年。あたしはしみじみ、今までのいじめの数々を思いだした。煮えたぎった糸をくらされたり（そのあと煮え湯をぶっかけたけど）、川に落とした指輪を拾わされたり（川から上がるふりして足から引きずりこんだなんて言わない）、奴ど隷れい商人に売られかけたり（それに比くらべれば売ばい春しゆん斡あつ旋せんなんて可愛かわいいもんじゃない！）。色々あったけど、それも今日でおしまいなのだ。

　ああ、新たに始まる王女さまライフ！　あたしは溢あふれる喜びを嚙かみしめながら、にっこりと微笑ほほえんで、

「お義か母あさん、長い間、ほんっとーに、たいへん、お世話になりました。悲しいですが今日でお別れですわ。私がいなくなっても泣いたりしないでくださいね」

　あたしの言葉を聞くと、義母は頰ほおを引きつらせながらも、どうにか笑みを浮かべて、

「あらあら、カリルさんがいなくなると寂しいわ。たまには遊びに帰ってきてちょうだいな。遠慮は無用よ、ここはあなたの家なんだから」

　狸たぬきと狐の化ばかしあいとはこのことだ。日頃のあたしたちを知る近所の人たちが、窓から覗のぞきこんで呆あきれている。使者はあたしたちの「感動的な」別れなんかどうでもいいらしく、つんと澄ました顔で立っていた。

　そして、あたしにしがみついていたフェリシティが、

「ねえねえ、お姉ちゃん。あたしも宮きゆう殿でんに行けるの？」

　興奮と憧あこがれに目を輝かせて言う。今年九つになるフェリシティは、義母の子供とは思えないほど素直で可愛い。不ぶ精しような義母に代わってあたしが手塩にかけて、実の妹のように、娘のように可愛がってきた。あたしのいちばん大たい切せつなものだ。

「そうよお、宮殿に行ったら美お味いしいものいっぱい食べられるからね。また神殿の学校に通かよえるようにもなるわよ」

　満面の笑顔のフェリシティを見て、あたしも嬉しくなりながら答える。可愛いフェリシティ、この子が幸せになるなら王女にだって盗賊にだって喜んでなるわ。

「カリルさん、フェリシティの面めん倒どうまで見させちゃって、悪いわねえ」

　義母も喜びながら言う。考えていることは大だい体たい分かる。子連れより一人身の方が男が寄ってくるからだ。

　この義母にかかれば実の娘だろうとなんだろうと煙草たばこ代に化けてしまう。まったく、油断も隙すきもあったものじゃない。貧乏生活にも関わらず、煙草だけは切らさないのだ、この女は。フェリシティを一人置いていけないのも分かってもらえるはず。

「お義母さん、フェリシティのことはお任まかせくださいね。必ず引き取りに来ますわ。それまで世話を頼みます。この子お義母さんに似て可愛いから、人さらいに連れてかれないようにしてくださいねっ」

「ほっほっほっ、いやだわ、カリルさん。そんなに力強く言われると、まるでわたくしを人さらいと思っているように聞こえるじゃないの」

「そうでないことを祈ってます。ご機き嫌げんよう、お義母さん」

「カリルさんこそ早く王宮生活に馴な染じんで、その野や卑ひなところを直してちょうだいね」

　やけにテンションの高い別れの言葉を交わすあたしたちだった。ご使者が呆れ返ったていだったのは言うまでもない。

　こうしてあたしは王宮に迎え入れられることになったのだ。




　マラスターン王国は湿原と沙さ漠ばくの国だ。国を分断するように流れるハスローク川は流域に肥ひ沃よくな穀倉地をもたらすけど、あとはごつごつした礫れき平原だ。辺境には水源のカ・ウレク山さん塊かいがあり、その向こうは人の住まないハイナ・セファーン沙漠が広がっているという。もちろん、これは人に聞いた話で、あたしは王都スーリエからほとんど外に出たことはない。あたしの世界は「近い」「遠い」「とても遠い」「世界の果て」、これだけで表現できるくらい狭いのだから。ま、一般的な認識力だと思っているが。

　ハスローク川は今は乾季だからおとなしいけど、雨季には大増水する。昔はカ・ウレク山塊で厳しい冬があると、その春には水と泥が城じよう壁へきを乗り越えてくるほど氾はん濫らんしたそうだ。今は連鎖運河が水量を調節し、ついでに灌漑まで行っているので、滅めつ多たに川が溢あふれることはない。そして、その灌漑事業に携たずさわったのが、あたしのおじいちゃんというわけだ。四王国の仲間である〈水の王国〉エルヴィラからその腕を買われてきて、そのままスーリエに落ちついてしまった。あたしの金髪碧へき眼がんはおじいちゃん譲りだ。黒髪の多いスーリエでは目立つことこの上ないけど、捜さがし出すには便利だっただろう。

「こちらが例のお方ですかな」

　王宮に入ってまず、あたしは宮殿内の神殿へ連れていかれた。金銀宝石が壁一面に象ぞう眼がんされた神殿の中で、引き合わされたのは大神官だった。マラスターン中の神殿を束たばねる、神殿長の中の神殿長だ。五十を過ぎているはずなのに肌はつやつやして、ひどく恰かつ幅ぷくがよかった。毎朝蛇へびの生き血を飲んでいる、という噂うわさだが、どうやら本当らしい。

「ようこそ〈青の宮殿〉へ、カリルさま。わたくしはこのマリカ神殿の大神官メロウ・ガラです。あなたのお越しをお待ちしておりましたよ」

　老人は親しげな微笑を浮かべて言う。マリカは偉大なる地じ母ぼ神しんの娘であり現うつし身みであり、このマラスターン王国を建国した始し祖そである。だから、王家と神殿の結びつきは固いのだ。

　大神官は細い目をさらに細くして、あたしをじろじろと見つめた。体が緊張してしまう。少しでも怪あやしいところがあったら追い返すつもりだろうか。ここまで来てそりゃないわよ。

　あたしの期待（？）に反して、しかしながらメロウ大神官は満足そうに頷うなずくと、

「ふむ、これでよし、これでよし」

「はあ？」

　な、なにがこれでいいのかしら。あたしは聞き返したけど、大神官は手を振って、

「いや、こちらの話です。さて、まず始めにあなたさまに二、三、お話ししておきたいことがありましてな。ご存ぞん知じだとは思いますが、マラスターン王家は地母神マリカの子孫に当たります。王族の方々には代々神じん通つう力りきが宿り、その力で国を治おさめてまいりました。ですが、時とともに貴とうとい血は薄れ、その神通力は失われつつあります」

「神通力、ですか」

　その話はあたしも聞いたことがある。神の末まつ裔えいである証あかしだと。マラスターン、エルヴィラ、カナルダ、セド・セダンからなる四王国の王族は、それぞれ四人の神を始祖として、その神通力を授さずかった。今でもエルヴィラの王族は奇跡を起こすと聞く。でも、このマラスターンではとんと聞いたことがない。失われて久しいもの、じゃなかったの？

「正直なところ、我々はマリカ神の血を引くお方を一人残らず王宮に迎え入れたいと考えているのですよ。神通力を失うことは、王家の威い信しんと神殿の神性に関わることですから。聡そう明めいなカリルさまならお分かりですね」

　大神官の言葉にあたしは頷いた。なるほど、そんな理由が妥だ当とうなところだろう。この年になっていきなり王女になるのもおかしいとは思っていた、おいしい話には裏があるってことだ。厄やつ介かいなことになりそうだけど、あの義母とつきあって暮らすよりはいいか。

「それで、あたし本当に先の国王陛下の娘なんですか？」

「遺ゆい言ごん状じようがあるのですよ、設計技師トゥイグニの一人娘ドリーとの間に子を成したと」

　自信満々に大神官は言う。遺言状ねえ。今一つ信じられないけど、間違っていてもあたしのせいではない。気にしないでおこうっと。

「そこでです、王女殿下。偉大なる大地の娘の末裔として、あなたを国の内外にお披ひ露ろ目めさせていただきます。よろしいですな」

「はあ」

「では、一週間後に。それまでに王女としての教養と作法を身につけていただきましょう」

「はあ──ええっ!?　一週間で!?」

　あたしは仰ぎよう天てんして声をあげた。一週間であたしを王女に仕立てるっていうの!?　そんな無茶な！

　大神官はあたしの声なんか聞く耳持たず、手を打ち鳴らした。神殿の奥から二十人近くの女中や学者然とした老人たちが現れる。にっこり大神官は笑うと、

「カリルさまをお部屋にお連れしなさい。みっちり学んでくださいね、王女殿でん下か」

「そ、そんなっ。大神官さま、お慈悲をーっ」

　喚わめくあたしを女中の手ががっちりと捕つかまえ、ずるずる引きずっていく。ひええっ、こんなの聞いてないわよーっ。助けてええええ。




　それから一週間、あたしは地獄の苦しみを味わった。おじいちゃんの財力のおかげで神殿学校に通っていたこともあるけど、歴史、地理、政治、科学、行ぎよう儀ぎ作さ法ほう、果ては踊りの練習までやらされたのである。ちゃかぽん、ちゃかぽん、と、かったるいたらありゃしない。あたしをたった一週間で即席王女にするなんて、絶対無理に決まっている。当人が断言するんだから間違いないっ。すると、

「我々が言うのもなんですが、国王陛下の正せい妃ひニケーアさまは、それはもう新人いびりには定評のあるお方でございまして」

　これは迎えに来た使者で、そのままあたし付きの侍じ従じゆうとなった顎髭のセルバの言葉だ。あたしが泣き言を言うたびに、彼がつつつと寄ってきてそう耳打ちするのである。

「それなりの格かつ好こうがつくまでは陛下とお会いになるのは控えた方がよろしいかと」

　こんなところまで来ていじめはごめんだった。あたしは泣く泣く風ふ呂ろと勉強漬けの生活を送ったのだ。

　そして、一週間は瞬く間に過ぎ、あっという間にお披露目の宴うたげである。怒ど濤とうの騒ぎの中、なにがなんだか分からないうちにあたしは広間の席に着かされていた。

　さて、お姫さま教育の成果がどうなったかというと。

「……退たい屈くつだわ」

　あたしは大あくびをした。途と端たん、となりに控えていたセルバのしっぺが飛んでくる。

「はしたのうございますっ、王女殿下」

「いいじゃない、誰も見てないんだから」

　口を尖とがらせてあたしは反論した。ほんっとーに、もののみごと誰も見てないわね。最初のうちこそ洪こう水ずいのように挨あい拶さつに押し寄せてきたお客は、一段落するとみんな自分勝手に楽しみ始め、あたしのことなんか見向きもしなくなっていた。普段にも増して豪華な食事、絢けん爛らんな衣装、美しい贈り物の数々。それらを前にして、あたしは席に座すわらされたきり、動くことも喋しやべることもできなかった。なんたってボロが出るから大人おとなしくしていろと言うのだ。しょせんは宴会の口実、お飾りである。

　国内の金持ちや地位のある人、近隣諸国からの使者、聖職者……当然ながら知り合いはいない。みんな喋って食べているだけなのに、よく退屈しないわよね。あたしはぼんやりお客を眺ながめていたが、広間中に充満する香水の匂においに気持ち悪くなってきた。

　ちらりとセルバを一いち瞥べつする。彼と目が合うと、へらっと愛想笑いを浮かべ、

「あのお、あの椰や子し蜜菓子が食べたいんだけど」

　と言いつつ、広間のうーんと向こうに並べられた菓子の山を指さす。彼は澄ました顔のまま辺あたりを見回し、誰もそばにいないので渋々自分で取りにいってくれた。

　やたっ。

　セルバが背を向けると同時に広間を抜け出す。彼は悪い人じゃないけど（いい人でもないが）、こうも始し終じゆうひっついていられたらたまらない。

　あたしはドレスの裾すそをひるがえし、中庭へと逃げた。夜風がほてった顔に当たり、大きく息をつく。ふう。やっと人心地ついたわ。一週間、ほとんど部屋に押しこめられたきり、外に出るのもままならなかったのだ。軟禁も同然で、まるで監視されているみたい。それとも、王女の暮らしってこんなものだろうか。

「まあ、あの義母と顔を突き合わせているよりはマシよね」

　あたしは口に出してみて、気分直しに散歩することにした。

　広い中庭は闇やみに沈んでいる。遠い異国から持ちこんだ木々が生おい茂り、噴水がしぶきをあげていた。父さんも昔ここで仕事をしていたはず。

　突然、行く手の茂みがガサッと音を立てて揺れた。あたしはぎょっと立ちすくむ。なにかいる？

　そっと覗のぞきこんでみると、茂みの中に若い男がうつ伏せに倒れていた。全身泥まみれで、この美しい中庭にはまったくそぐわない。ちょっと臭におってもくる。あたしは顔をしかめた。

「……死んでるのかしら」

　あたしは屈かがみこんで死体をじっと眺めた。なんだってこんなところで死んでいるのだろう。町中で死んでいたらすぐに解体屋が来て持っていくけど、王宮ではどうするのだろうか。やっぱりバラして鰐わに園行きってところか。

　持ち物といえば、背丈より長い棒が一本。どんな事情があったかは知らないけど、可哀かわいそうに。お墓ぐらい作ってあげようか……

　ぬっと、死体の腕があたしの足を摑つかんだ。

「ひゃっ！」

　し、死体が動いたーっ！　慌あわてて逃げようとするあたしに、死体が、

「待ってくれ、俺はまだ死んでないんだ」

「え？」

　おそるおそる振り返る。死体はうつ伏せたままの姿勢で、泥まみれの顔を上げ、

「ここはどこだ？　ちゃんとマラスターンの王宮にたどり着いたのか？」

「そ──そうだけど、そんなところでなにしてるの？」

「うん、もうすぐ死にそうなんだ。腹が減って動けないんだよ」

　もうすぐ死にそうというわりには、笑いながら男は言った。声もしっかりしているし、単なる行き倒れ（なぜ王宮で行き倒れることができる!?）とも思えない。あたしは警戒しつつ、

「あんた、怪しいわね。どうやって王宮に入り込めたのよ」

「ちょっと通りがかりの道どう士しに飛ばしてもらったんだ。俺、怪しいもんじゃないよ。ここに世話になってる、マハサイの調査団のメンバーなんだ。やっと帰ってきたとこさ」

　わけの分からないことを彼は言う。マハサイ。はるか西のガナシナ大陸にある王国だ。

「調査団なんて、そんな話聞いてないわ」

「えー。もう一か月前も世話になってるのになあ。あ、召めし使つかいさん、新人だろ」

　かちんっ。あんた、言ってはならないことを言ったわね！

　気がつくとあたしの拳こぶしは青年の頭を殴なぐりつけていた。それっきり声がしなくなる。

「なっ、なによなによっ、あたしは召使いじゃないわっ。一週間苦労したのに！」

　あたしは憤然と言い放った。あんまり悔しくて涙が出てきてしまう。ひどい、ひどすぎるわっ。ばっちり王女に化けられたとは自分でも思ってなかったけど、行き倒れに召使いなんて言われるなんて！

「あんたなんかそこで一生倒れてなさいっ」

　こんな奴、放っていこう。立ち上がると、金銀宝石がじゃらじゃらと重たい音を立てた。あたしはじっと自分の胸を見おろす。この首飾り一つで十年は遊んで暮らせると聞いた。

「あんなに苦労したのに……」

　なんだか悲しくなってきた。こんな宝石つけているのもおこがましい。

　ちらりと失しつ神しんしている男を一瞥する。少し考え、あたしは広間にそっと戻って食べ物と葡萄ぶどう酒しゆをくすねてきた。そして、男の頭に置く。

「ほら。目を覚ましたら食べてね。どうせあたしの物じゃないけど」

　ちょっと悪いことをした、彼は感じたまま言っただけだもの。あたしはばつが悪いので早そう々そうに立ち去ることにした。

　憂ゆう鬱うつな気分で中庭を歩く。こんなことじゃいけない。早くきちんとして、フェリシティを迎えに行かなくちゃ。あたしがしっかりしないとあの子が笑われる。

　ふう、とため息をついたときだった。もう一度、がさっと音がした。あたしは足を止める。人工の林の中に、誰かいる。

　まさか、また行き倒れ？

　あたしは顔をしかめ、茂みの中を覗のぞこうとした。その手を途中で止める。

　妙みような声が聞こえてくる。

　それは複数の小さな小さな声で、まるで書物を朗ろう読どくしているみたいに淡たん々たんとした声だった。長い聖句を唱となえているようにも聞こえるけど、なんかこう、もっと、おどろおどろしい感じで──これは、呪じゆ文もん？

「誰だ！」

　短く鋭い声がした。まずい！　慌てて身をひるがえそうとしたが、遅かった。ぬっと茂みから手が突き出し、あたしの喉のどを鷲わし摑みにした。悲ひ鳴めいをあげようとしたけど声が出ない。そのまま茂みの中に引きずりこまれる。

「うぐっ……」

　あたしは必死に手を外はずそうともがいた。これはなに？　なんでこんなことになったの。あたしがなんでこんな目に合わなくちゃなんないの!?

「見られたの？」

「いや、見られてない」

「騒がれるとまずい」

　ひそひそと会話が交かわされる。若い男女が三人、みな黒いマントを頭からすっぽりかぶっている。額ひたいに同じ刺青いれずみがあった。言葉に訛なまりがあり、ときおり聞き取れない。外国人！

「殺しましょ。あとが面めん倒どうだわ」

　女の冷淡な言葉が、やけにはっきり聞き取れた。殺す!?　なんで、あたし、なにも悪いことしてない！　あたしはパニックに陥おちいって、辺りかまわず手足をばたつかせた。誰か助けて、殺されちゃう、こんなところで死にたくない！

　女があたしの顔面に向かって手を広げる。その掌てのひらに奇妙な文様が朱あかく描かれていた。目をみはるあたしの前で、パアッと文様が光る。こいつらは一体!?

「おい、この娘はもしかしたら……」

　男がなにか言いかけ、そのまま横に吹き飛んだ。

「なに!?」

　あたしの首を摑んでいた男が驚きよう愕がくの声をあげた。はっと顔色を変える女の胸めがけ、ひゅんっと風を切りなにかが飛んでくる。次の瞬間、女の体が宙に舞った。棒だわ！

　その棒がまた、目にも止まらぬ速さで動いた。あたしのわき腹に熱いものが走り、ドスッ、と鈍にぶい音がする。目の前の男が呻うめきをあげて、体を折った。その鳩尾みぞおちに、深々と棒の先端が食いこんでいる。一瞬のことだった。

「あっけないなあ」

　茂みをかき分け、棒の持ち主が現れる。月の光に照らし出されたのは、まだ若い異国の青年だった。すっきりした顔立ちに、さっぱりと短く刈り込んだ黒髪。目元は切れて一見鋭いけど、怖こわいという印象はなかった。日に焼けた小麦色の肌は、刺青の奴らともあたしたちとも違う色だ。ハイナ・セファーン沙漠を西から渡ってくる人に多いという、象ぞう牙げ色の肌の人だわ。槍やりでもないただの棒を武器にするなんて、初めて見た。
















　ん？　全身泥まみれ？

「あんた、さっきの行き倒れ!?」

「やあ。やっぱりおまえだったんだな。ありがとう、おかげで体が動くようになったよ」

　指さすあたしに、笑いながら青年は言う。食べた途端に動けるようになるなんて、なんて現金な奴。葡萄酒で顔を拭ぬぐったから分からなかった。

「それで、こいつら何者なんだ」

「知らないわよ。いきなり、ここで──」

　パアッと明るい光がともる。不意の光に驚いて振り返ると、女が世にも恐ろしい形相でこちらを睨にらんでいた。その掌てのひらに光の玉が浮いている。

「な、なに、あれ？」

「逃げろ！」

　突然、あたしは彼に突き飛ばされた。慌てて逃げようとしたけど、長い裾すそに足をとられて無ぶ様ざまに転倒する。ガチャガチャと身につけていた宝石が音を立てた。お、重いっ。

「死ねえい！」

　女が光の玉を投げつける体勢になる。ぱっと青年が飛び出した。目にも止まらぬ速さで女の手を捻ひねり上げ、そのまま投げ飛ばす。地面に派は手でに叩たたきつけられて、女は動かなくなった。同時に光が消滅する。

「た、退散だっ」

　敵かなわないと分かるや、残りの二人が仲間を引きずって逃げだした。あたしは追いかけようとしたが、三人は地面の中にすうっと吸いこまれてしまったのだ。

「き、消えた!?」

　慌てて這はい寄ってみると、奴らの消えたところには光の円陣が描かれていた。円陣の中はまるで水面のようにあたしの顔を映している。触さわってみようかためらっているうちに、それも消えてしまう。

「なんだ、あいつら能力者だったのか」

　上から青年が覗のぞきこんで言う。

「あいつらを知ってるの？」

「知らないけど、第三の力を持った能力者だろ。今まで全然見かけなかったけど、やっぱりハイネルンストにもいたんだな」

　こともなげに彼は話す。第三の力を持った、能力者？　あたしは首を傾かしげた。彼は流りゆう暢ちようにあたしたちと同じ言葉を喋るけど、そんな単語は聞いたこともない。あんな、とても人間技わざではないことができる人たちのことを言うのだろうか。

「ここでなにしてたのかしら」

「そりゃあ一国の王宮だもんな、間かん者じやかなんかじゃないか」

　間者、ねえ。あたしは首をそっと撫なでた。まだじんじん痛む。こんなことに巻きこまれるなんて予想しなかった。

「セルバに報告しなくちゃ」

　あたしは立ち上がろうとして、そのままひっくり返った。あら？

「おい、大だい丈じよう夫ぶか」

「あ、足がガクガクしてる」

「なんだ、しっかりしろよ。俺を気絶させたわりには気が弱いんだな」

「あ、あれはっ」

　笑う彼にあたしは反論しかけたけど、事実そのままなので言葉が思いつかなかった。

「……ごめんなさい。つい手が出ちゃって」

「いや、いいんだけどさ。この身なりじゃあ嫌いやがるのも無理ねえよな」

　そういうわけじゃないんだけど。でも、本当のことを言ってもしかたなく思えたので、あたしは王女であることを黙っておくことにした。

「どうだ、立てるか？」

「もうちょっと待って」

　彼は頷くと、あたしから少し離れて腰を下ろす。

「部屋まで送ってってやるよ。顔見られたんだろ、もう一度あいつらが来るかもしれんからな。ちょっと臭うかもしれないけど我が慢まんしてくれ。まともに水があるとこに帰ってきたの、半月ぶりなんだ。俺はマハサイのバトリー・オル・ハン」

「ありがとう……あたし、カリル。あなた、強いのね」

「国で体術をやってたからな」

　そう言って棒を見せてくれる。手にした途端、ずっしりときた。慌てて両手で持つ。なによ、この重さは。金属の棒だ。こんなものを軽々と振り回していたなんて、さすがは神秘の大陸、ガナシナの人間である。

　あたしは興味が湧わいて、棒を返しながら尋たずねた。

「半月ぶりって、どこに行ってたの？　調査って？」

「北部の岩山地帯にさ。あまり人には言えないんだけど、『神隠し』の調査に行ってきたんだ。国の仕事だからマラスターンの王宮の世話になってるんだよ。俺、戸こ籍せき役人なんだ」

「神隠し」

　あたしは復唱した。そして、目をみはって、

「神隠しって、あの？　もしかして、ガナシナの方でも頻ひん発ぱつしてるとか？」

「ああ」

　バトリーは顔を曇らせて頷いた。

　神隠し。

　このハイネルンスト大陸で頻発している異常現象だ。街の噂によると、近年──といっても十年単位の近年だけど、大陸のあちこちで神隠しが生じているそうだ。

　ある日突然、なんの前触れもなく人々の前から姿を消してしまう。まるで神に連れさられたように。

「そりゃ、目の届かない崖がけから落ちたり、人さらいに連れてかれたり、普通の神隠しならなんとでも理由はつけられるさ。でも、村一つまるごと消えるんじゃ、騒ぎにもなるよな」

　肩をすくめてバトリーが言う。そう、噂になっているのはそんなチャチなものではなく、一つの村からまるごと村人が消えてしまうという大規模な神隠しだった。マラスターンでも何十もの村がやられたと聞いた。草原の国カナルダでは人口の半分が消えてしまったという（これは誇張があると思うけど）。

　でも、ガナシナ大陸の方まで神隠しが起きているなんて、知らなかった。

「ここ数年、辺境でどんどん人間が減少していったんだ。疫えき病びようが流は行やったって話も聞かないし、調べてみたら神隠しだったんだな。渡と来らいの学者からハイネルンストじゃあ何十年も前から起きてるって聞いて、国が調査団を組んだんだ。もう半年近くあちこちで調べ回ってるけど、成果はゼロだし、反対にミイラ取りがミイラになっちまってさあ。今じゃメンバーなんか最初の半分だぜ」

「たいへんねえ。きっとあなたは体術の腕が買われたのね」

　あたしはひどく同情して言った。バトリーは笑うと、

「運がよければ大したことないさ、俺、神隠しに一度もあってないもん。調査なんて体力だけが勝負だもんな。足の具合はどうだ？」

　ひょいとあたしの足を覗く。あたしは首を傾げ、

「まだちょっと震えてるみたい」

「じゃあ、これ」

　そう言ってバトリーが服の中から取りだしたのは、小指の爪つめほどの青色の錠剤だった。バラバラとあたしの手の中に落とす。

「元気が出る薬。呪まじない士にもらったんだ。飲んでみな、元気が出るよ」

「眉まゆ唾つば物ものじゃないの？」

「俺、この十日間、これだけで生きてたんだぜ」

「うそお」

　しごく真ま面じ目めな顔で言うバトリーにあたしは笑う。ああ、なんだかこういう会話、ほっとする。めまぐるしかった王宮生活に、ようやく現実感が戻ってきた感じ。

　試しに一粒飲んでみる。ぽとんと胃の中に落ちる感触があった。じんわりとお腹なかが温あたたかくなってきた──かしら？

「立ってみなよ」

　差し出されたバトリーの手を摑んで立ち上がる。あらら、ちゃんと立てた。

「ほーらなっ。効果覿てき面めんだろ？」

　バトリーは得意顔で言った。なんだかやんちゃな子供みたいだ。あたしが苦笑して頷うなずくと、彼はもう一度懐ふところに手を入れた。そして、あたしの手になにかを渡す。

「これもやるよ。お守り」

　それは小さな銀のペンダントだった。梟ふくろうの姿が象かたどってある。

「……いいの？　こんな高そうなもの」

「そんなに宝石つけててなに言ってんだか。さっきの薬と一緒に呪い士からもらったんだよ。能力者相手にゃあ効きくと思うぜ」

　なんだかよく分からなかったけど、その好意が嬉しくて、あたしはありがたくいただくことにした。ペンダントを握りしめ、

「ありがとう、だいじにするわ。あなたの仕事が成功することを祈ってるわね。効き目はあるわよ、なんたってあたしは女め神がみさまの子孫なんだもの」

「なんだ、そりゃ」

　きょとんとするバトリーに、あたしは大笑いしてしまった。そこへ、

「王女殿下！　カリルさまあ！　主役が消えられては困ります。早く広間にお戻りくださいっ」

　セルバのとげとげした声が飛んでくる。振り返ると、回かい廊ろうにセルバが目を三角にして立っていた。あーあ、とうとう見つかっちゃった。あたしは肩をすくめて、

「迎えが来たから行くわ。またね、バトリー」

「へ？　迎えって、あれ？　だって、ええ？」

　ぽかんとしているバトリーを残して、その場を立ち去る。今ごろ王女だったと知って仰ぎよう天てんしているわね。それを考えただけで、笑いがこみ上げてくるあたしだった。




　いつ果てるとも分からない宴の中で、うとうと眠っていたあたしはセルバに起こされた。

「カリルさま、これから国王陛下がお会いになられるそうです」

「こんな時間にい？」

　あたしは渋々立ち上がった。宴はまだ続いていたけど、客の半分は眠りこんでいるか、ほかの部屋に行ってしまったようだ。彼らは眠っては喋り、食べては眠るということを交代で繰り返しているらしい。

　外に出ると空は白しら々じらと明るみ始めていた。ハスローク川からの朝あさ靄もやに包まれ、小鳥があちこちでさえずっている。ばさばさと空をよぎる鳥の影が見えた。広間は夕べを引きずっているのに、外はもう朝だった。眠いはずだ。

　王の部屋は階段状になった宮殿の奥にあった。総大理石造りの美しい建物だ。門をくぐって入った部屋の正面で、国王は玉ぎよく座ざに腰掛けてあたしを待っていた。

　年は三十。戦争とは縁遠い、文ぶん治ち政策を推進する王さまだ。容よう貌ぼうからして穏おん和わそうな、はっきり言えば気弱そうな人だ。マラスターンでは珍しい亜あ麻ま色の髪があたしの興味を引いた。そういえば、彼の母親はエルヴィラ王国の出身だったっけ。

　あたしは教えられたとおり片かた膝ひざをつき、優雅に一礼してみせた。顔をあげると国王が微笑む。優しそうだけどどこか陰りのある顔だった。

　居並ぶ重臣の一人が、

「カリルさま、あなたは既に王族となられたのですから、陛下のお言葉に対する即答を許されております。お立ちください」

「はい」

　促うながされるままあたしは立ち上がる。こんなに朝早く（夜遅くと言うべきか？）から、部屋には廷てい臣しんが八人もいた。さすがに王妃や王子の姿はないけど、衛えい兵へいや小こ姓しようを入れたら二十人はいるだろう。物もの々ものしい雰囲気だと思っていたら、なんとメロウ大神官までいるじゃない。なにごとよ、いったい。国王がゆっくりと口を開く。

「カリル、といったね。余が国王ムレキ五世じゃ。そなたとは血を分けた従い兄と弟こということになる。よく宮に来てくれたの」

「いいえ、身にあまる光栄と思っております。わたくしでお役に立つことがありましたら、喜んでいたしますわ」

　セルバに仕込まれた言葉をそのまま復唱するあたし。ムレキは満足そうに頷いた。

「残念ながら我が王族の血は先細りになっておる。そなたに来てもらったのはそのためじゃ。王族としての務め、立派に果たしてもらいたい」

「わたくしに務まることでしたら」

「がんばっておくれ。これ、祝いの酒を持ってこい」

　王が命じると、小姓たちが音もなく銀杯と壺を運んできた。王はあたしに銀杯を手渡し、自みずから酌しやくをしてくれる。自分は小姓に注がせて、そして、

「そなたが我が王家の一員になったことを祝して、乾杯」

　あたしは一礼すると、杯さかずきの酒を一気に飲み干した。喉のどが焼けるように熱くなる。ふう、飲み慣れた麦酒よりずっときつい。あたしはちろりと王を一瞥した。彼は杯を手にこちらを凝視していた。視線があうとにっこり微笑む。その途端、腹から脳天に向かって一気に熱い塊かたまりが噴き上げてきた。し、しまった、一気に酔っぱらっちゃったみたい。どうしよう──なんて焦あせっても、もう遅い。視界がぐらりと回って、ついでに意識もぐるりと回った。世界が真っ暗になる。

　そこから先の記憶はなかった。







　　　　２




　目を覚ますと、そこは牢ろう屋やの中だった。

　たとえ美しい絨じゆう毯たんがあろうと、豪ごう奢しやな家具があろうと、金銀の壺が用意され果物が並べられ宝石がじゃらじゃら積まれていようと、ここは座ざ敷しき牢ろうだ。目の前に立ちはだかる格こう子しがなによりの証拠、紛まがいようがない。

　しばし呆ぼう然ぜんと、あたしは格子を眺ながめて考えた。いったいどういうこと？　王の前で酒に酔って前ぜん後ご不ふ覚かくになったことがそんなにまずかったのだろうか。たとえば、

　一。「御ご前ぜんでなんたる失しつ態たい、こんなのが王女なんて国家の恥、一生監かん禁きんしてやるっ」と重臣が決議を下した。

　二。「御前でなんたる失態、行ぎよう儀ぎ作さ法ほうを一から叩たたき直すまで外には出さんっ」とセルバがやっきになっている。

　三。ずばり、王おう妃ひのいじめでしょう（父が再婚したその日、あたしは義母によって豚小屋に閉じ込められた経験がある。むろん、次の日あたしは義母を肥こえ溜だめに落とした）。

　四。昨日（かどうかは定かではないが）の刺青いれずみ野郎たちにさらわれた。もしかしたらここはマラスターンではないのかもっ。

　あたしは慌あわてて格子のはまった小さな窓から外を覗のぞいた。目の前をハスローク川が流れている。やっぱり宮きゆう殿でんの一角だ。景色けしきからみると、どうも川に面した塔の中らしい。なんの建物かと思っていたら、座敷牢だったのね。

　ともかく、事情が知りたい。あたしはドアの格子窓に向かって、声を張り上げた。

「ちょっと、誰かいないの！　これはどういうことっ、説明してよ！」

　しかし、いくら呼べど叫さけべど誰一人現れない。むかっ。

「いったいどういう了りよう見けんなの!?　セルバはどこ！　ぼんくら国王はなにしてるの！」

　あたしは喚わめき続け、悪あつ口こう雑ぞん言ごんを並べ立てたが、それでも「うるさい奴だ」の一ひと言ことも返ってこなかった。おかげで喉のどが嗄かれてしまい、肩で息をする始末。見張り一人いやしないなんて！

「……脱だつ獄ごくだわ」

　あたしは掠かすれた声に恨うらみをこめて呟つぶやいた。脱獄しかないわ、脱獄。あたしは自分を理性的な人間だと思っている。自分に非があれば素直に認める。でも、なんの説明もなくこんな仕打ちは許せない！　そっちがその気なら、こっちもやるわよ。やられたらやり返す。それがあたしの生き方なんだから。

　そうと決まれば、さっそく脱獄の方法を考えよう。あたしは塔の中を見回した。窓には格子がはめこまれ、丸天てん井じようと壁の隙すき間まの明かり取りは狭くてくぐれそうにない。第一手が届かない。部屋には生活に必要な物が色々置いてあるけど、役に立つようなものはなかった。そうよね、あたしみたいな小こ娘むすめがほいほい脱獄できるなら、牢屋なんて要いらないわ。

「うーん。牢番を懐かい柔じゆうできればいいんだけど」

　幸い宝石はいっぱいあるし、美しい娘は一人いるし。でも、肝かん心じんの牢番がいない。やっぱりだめだ。あたしはため息をついた。なんかいい方法ないかしら。

　ぐう。お腹なかが鳴る。ああ、お腹の音を聞いたら急に力が抜けていく。腹が減っては戦いくさはできぬと言うけど、本当みたいだ。いい知恵も考えつかない。

　あたしはパパイヤにかじりついて、それからバトリーから貰もらった錠剤のことを思いだした。元気が出る薬とか言っていたわよね。

　懐ふところを探さぐると、錠剤と一いつ緒しよに梟ふくろうのペンダントも出てきた。服もそうだけど、宝石も宴うたげのときのままということは、あたしは依い然ぜんとして王女さまなのだろうか。

　ごくん。薬を飲みこむ。別になんていうこともない。少しお腹が温あたたかくなってきたかしら？　まあいいわ。元気を出そう、なにごともやる気が必要よ。あとは根性と神頼みっ。偉大なる守護神マリカよ、どうかあたしを守ってください。あなたのもう一人の子孫がひどいんです（国王のことだっ）。どうか天てん罰ばつを食らわせてやってください。あたしは梟のペンダントを握りしめながら祈った。

　途と端たん、銀細工が手の中で強烈な光を放った。

「きゃっ!?」

　突然のできごとにあたしは悲ひ鳴めいを上げ、お守りを投げ捨てる。なになに、一体なにが起こったの!?　慌あわてふためくあたしの前で、光がすっと消えたかと思うと、ぼんっと派は手でな音を立てて煙が噴き上がった。そして、

「わはははははあ！　我はあなたの忠実なる僕しもべネフカドール、喚よばれてここに参上！」

　バカ笑いをしながら煙の中から現れたのは、身の丈三メートルはある巨人だった。あたしは仰ぎよう天てんして、口をあんぐり開けたまま巨人を見つめた。髭ひげもじゃの顔は強ごう欲よくな奴ど隷れい商人みたいで、おせじにもハンサムとは言えない。一ひと抱かかえもある腕を振り回して踊っているけど、どう見たってデブがよたっているだけだ。異国の服は樽たるのように太った腹のおかげで、今にもはちきれそうだった。

　なんなのよ、これは。バトリーはなんと言った？　なんでも願いが叶かなうお守りだと。あたしはこんなおっさんを願った覚えはないわよ！

「なによ、あんたはっ。あたしはあんたを喚んだ覚えなんかないわよっ」

　驚きも度が過ぎると憤ふん慨がいに変わるものらしい。あたしは「あなたの忠実なる僕ネフカドール」を怒ど鳴なりつけた。

「あっ、ひどい。今願いごとをしたでしょう。私はそれを実行するために参上したのに」

　あたしに邪じや険けんに扱われた巨人は、でかい図ずう体たいのくせにうるうると目を潤うるませながら言い返す。まったくなんなのよ、こいつは。精せい霊れい？　悪魔？　おとぎ話に出てくる魔物？

　巨人ネフカドールは世にも情けない顔をして、あたしの言葉を待っている。まあ、魔物だろうとなんだろうと、役に立つならこれを使わない手はないか。

「あんたが願いごとを叶えてくれるというなら頼むわ。でも、代だい償しようによるわよ」

「代償なんて、そんなもの要りません。私は人に奉ほう仕しするために作られたものですから。代金でしたら製作者がすでにいただいているはずでしょう」

　なんだか現実的なことを言う巨人。それならためらうことはない。

「じゃあ、あたしをこの塔から出して。そして、どこかに潜せん伏ぷくするの──そうね、クルジン辺あたりがいいわ。おじいちゃんの知り合いもいるし」

「合がつ点てんですっ。ネフカドール、行きまーす」

　そうかけ声をかけると、ネフカドールはあたしを担かつぎあげた。ふっと上下が逆さまになるような目眩めまいを覚え、反射的に目を閉じる。次の瞬間、あたしたちは空の中にいた。

「きゃっ！　ど、どうなってるの!?」

　慌てて巨人の猪いのししのような首にしがみつく。眼下に広がるのはスーリエの街だ。王宮が両手で作る円の中にすっぽり入ってしまうくらい、小さく見えた。あたしたちは空に浮いているのだ。ネフカドールが困こん惑わくした面おももちで（でかい図体のわりには気の弱い奴だ）、

「願いどおり塔から出たんですけど。戻りましょうか？」

「そ、そんなことしなくていいわよっ。じゃあ、クルジンに向かって」

「お任まかせください！」

　喜き々きと応こたえ、巨人は空を滑すべるように飛び始めた。ハスローク川に沿って、河口へと向かう。蛇だ行こうする水流、岸辺の緑、茶色の大地。ぞくっと鳥肌が立った。上から世界を見るなんて！　信じられないけど現実だ。あっという間にスーリエの姿は地平線に消えてしまう。なんて速いの。

「まるで鳥になったみたい！」

　耳元で唸うなる強風に負けないよう、あたしは声を張り上げた。なんて爽そう快かいなんだろう、空を飛べることがこんなに気持ちいいなんて！　あたしの喜びにネフカドールも反応して、いかつい顔でにっかりと笑う。ネフカドール、いい奴なのかもしれない。彼がいてくれれば怖こわいものなんかないわ！

　ハスロークの川幅が一いつ挙きよに十倍にも二十倍にも広がった。河口が近い。みなもは一面緑の葦あし原はらとなる。おじいちゃんが生きていたころは小舟でよく来たものだ。あちこちに浅瀬と浮島があって難なん儀ぎしたっけ。

　河口にへばりつく、卵型の城じよう塞さいでくくられた町が見えてきた。

「へえ、クルジンってあんな形していたの。ネフカドール、目立たない路地に着地して」

「合点ですっ」

　ネフカドールが了解すると同時に、再び目眩に襲われる。視界がぐにゃんと歪ゆがみ、正常に戻ったときにはあたしたちは人影のない町の一角に佇たたずんでいた。上空から瞬間的に移動したのだ。こんな力があるなんて、ネフカドールってもしかしたらすごい魔人なのかもしれない。

「すごいわ、ネフカドール！　あんたって最高よ！」

　あたしは感嘆して巨人を振り仰いだ。それから驚きよう愕がくの悲鳴をあげる。

「ひっ……！」

　ネフカドールの顔は醜みにくく崩くずれ始めていた。肉片が頰ほおからそげ落ち、髪の毛がばらばらと抜ける。太った腹も腕も背中もどろどろに溶とけ、べちゃりといやらしい音を立てて地面に落ちた。やけに白い骨が露出し、眼球が糸を引きずりながらごろんと飛び出る。どす黒い液を滴したたらせた内臓。砕ける骨。むき出しになった骨がカチカチ鳴った。

「しゅ──しゅんかん、いどうを、一回こなす、のが、私の、レベルで、せいいっぱい」

　辛かろうじてそれだけが聞き取れた。言い終わった途端、でろんと口から肉の塊かたまりがあふれでる。舌だ。そう気づいたとき、あたしはその場で吐いた。巨人の体が溶け、骨格が崩れ、それから泥の山と変質するまで、あたしはずっと吐き続けた。胃液だけになっても嘔おう吐と感かんは治おさまらなかった。




　知人の家に押しかけて四日が過ぎたその日、あたしは港の市場で意外な人物に会った。

「バトリー!?」

　マハサイの青年は例の棒を片手に、店先で魚売りと交こう渉しようしていた。見つけるなりあたしは彼に飛びつく。

「わっ、なんだなんだ？　あっ、カリルじゃないか、よく無事だったな！」

　バトリーは二度驚いてみせた。あたしがここにいるのが信じられない様よう子すだ。たしかにこんなところで再会する羽目になるなんて、別れたあの晩にはあたしだって想像つかなかった。

「どうしたの、こんなところで。また調査に出るの？」

「なに言ってんだか、俺も逃げてきたんだよ。ま、一人でも任務は遂すい行こうするけどさ」

　あたしの質問に呆あきれながらバトリーは答える。逃げてきた？　俺も？

「なあに、じゃあバトリーも座敷牢に入れられてたってこと？」

「なんの話をしてるんだ？」

　怪け訝げんそうにバトリーが聞き返す。あたしは数度瞬まばたいた。どうも会話が嚙み合ってない。周囲の興味津しん々しんな視線に気づき、人混みから少し離れながら彼に尋ねる。

「あたしが座敷牢に入っていたこと知ってる？」

「いや、知らなかったな。座敷牢なんて、一体なにやらかしたんだ」

「なにもしてないわよっ、だから逃げ出してきたんじゃない。あ、そういえば」

　あたしはネフカドールのことを思いだし、急いでバトリーに説明した。彼が呪まじない士からもらってきたお守りから魔人が現れたのだ。驚かないはずがない──と思ったんだけど、

「へええ。じゃああのアイテム、当たりだったんだ。役に立ってよかったな」

　なんて、当然とばかりに笑って言うのだ。そういえば王宮で刺青野郎と会ったときもあんまり驚いてなかった。もしかしてマハサイではこんな超常現象は日にち常じよう茶さ飯はん事じなのだろうか。さすがは神秘の大陸、ガナシナだ。

「あんまり驚かないのね」

「まあ、そりゃあ職業柄いろんな人間を見てるから、こういうアイテムには慣れてるさ。強い『力』を持つアイテムを作れる能力者はマハサイでも珍しいけど……あ、そっか。マラスターンじゃ道どう士しも術士もほとんど見かけないもんな」

　ようやく合点がいったようにバトリーは頷うなずいた。それから、

「第三の力は知ってるかい」

　あたしは頭を振って否定した。この間の光の玉のことを言っているのなら、あたしは初めて見た。バトリーは肩をすくめて、

「やっぱりそこから分かってないか。神々に祝福された力のことを、俺たちは第三の力と呼んでいるんだ」

「神々に祝福された力？」

「例たとえばさ、手を使わないで物を動かしたり、風を操あやつったり、精せい霊れいを見たり、それこそ空間を移動したり不思議なアイテムを作れたりする力だよ。その力を持ってるのが能力者なんだ。たいていは生まれつきだけど、ある程度大きくなってから突然発現する奴もいる」

「……鬼おに子このこと？」

　あたしは眉まゆをひそめ、低い声で聞き返した。ときおり、人間から人間でないものが生まれることはあたしも知っている。でも、そういう赤ん坊はすべて神殿に引き渡さなければならないのだ、神々に呪のろわれた子供として。じゃあ、あの刺青野郎は人間じゃなかったの？　あたしはぶるっと身震いした。

「マハサイじゃあ人間と鬼子が一いつ緒しよに暮らしてるの？」

「当たり前だろ。なんでハイネルンストの人間はそんなに能力者を忌いみ嫌ってんだか分からないなあ。おんなじ人間なのに」

「鬼子と人間は違うわよ」

「おんなじだよ。大だい体たい、マラスターン王家も第三の力を持ってるんだろ。なんでそっちはいいんだ？」

「お、王家は鬼子と違うものっ。あれは神じん通つう力りきよ」

　あたしは躍やつ起きになって反論した。けど、なにがどう違うんだと聞き返されたら、黙るしかないだろう。だって、あたしは鬼子を見たことがないし、鬼子がぶじ育ったという話も聞いたことないからだ。

　もし、同じ人間だとしたら、そんな特別な力を持っているのと持っていないのでは不公平じゃない。選ばれた民たみだとでも言うの？

「ともかく、あたしは逃げてきたのよ。ねえ、あたしが監禁されなくちゃならない理由、知ってる？　あのぼんくら国王がなにを企たくらんでいるか、噂うわさの一つも聞かなかった？」

　これ以上話していると墓ぼ穴けつを掘りそう（だって、あたしも王家の一員だもの！）なので、あたしは急いで話を元に戻した。バトリーは釈しやく然ぜんとしない様よう子すだったけど、不意にぽんと手を叩いて、

「そうだ、じゃあカリルはまだ知らないんだな。スーリエは神隠しにあったんだ」

「……え？」

　あたしは耳を疑った。バトリーが冗談や噓うそを言っているようには見えない。でも、スーリエは十万人都市だ。そんな巨大な街が、例の、町中から人が消えるという神隠しにあったというの!?

「ちょうど俺は外に出てたから免まぬがれたんだ。街には人っ子一人、犬ころだっていなかったぜ。なんでも、夜中に月がスーリエに落ちてきたらしい」

「そ──そんなばかな。あれだけの人間をどこにどうやって連れてったっていうのよ」

　自分でも驚くほど掠かすれた声であたしは言い返した。頭の中を走そう馬ま燈とうのように街の景色が映る。ごみごみした街角、熱気溢あふれる市場、橋を往来する人々、参拝者の列、艶あでやかでグロテスクだった王おう宮きゆう、近所の友達、義母、フェリシティ。

　フェリシティ。可愛かわいいあの子まで消えてしまったというの？　信じられない。

　この目で見ないかぎり、信じられない。

　あたしは身をひるがえし、市門に向かって走りだした。バトリーが追いかけてきて、驚いたように、

「どうしたんだよ、いきなり！」

「この目で見てくるわ、スーリエがどうなったか！」

　あたしは振り向きもせず叫んだ。噓よ。なにかの間ま違ちがいよ。フェリシティは頭のいい子だもの、どこかに隠れて待っている。あたしが迎えにくるのを待っている。早く行ってあげなくちゃ。

　幸い宮殿から持ちだした宝石はいっぱいある、路ろ銀ぎんには困らない。馬を走らせよう、全速力で、日暮れにはスーリエに着くように。

　あたしは走りながら祈った。神さま、義妹いもうとをお守りください。どうか、おねがい。




　クルジンを飛び出してから半日、日がとっぷり暮れ、夜よ更ふけになってからようやくスーリエの市門に到着した。全速力で馬を走らせたので、途中で一匹潰つぶしてしまった。でも、追い剝はぎに出くわすこともなくぶじ着いたのは、一緒に来てくれたバトリーのおかげだろう。

　市門の外で賑にぎわっていた市は、今は浮ふ浪ろう者しやや旅人のたまり場となっていた。話を聞いてみると、彼らもやはり神隠しの噂を聞いて見にきたのだという。

「白い、大きな光が東から飛んでくるのを見たよ。月が落っこちてきたのかと思った」

「大勢の人間がスーリエに向かっていったそうな」

「神々の雷いかずちが振り下ろされたって、人が人であるがゆえの贖しよく罪ざいが」

「一人も残っちゃいねえよ。おっかなくて夜は中に入ってけねえ。妙みような空気が漂ただよってるんだ。いわゆる死し霊りようの臭においって奴さ」

　入らない方がいいという忠告を無視して、あたしたちは市門をくぐった。城壁の中は静まり返っていた。夜更けということもあるけど、それでもいつもなら酔っぱらいの一人や二人いるはずだし、中央広場の近くには不ふ夜や城じようの歓楽街だってあるのだ。

　行けども行けども人影はなし、声一つ聞こえてこない。家々は不ぶ気き味みな沈黙に包まれ、空気は重く、雨が降ったあとのようなむわっとする地面の臭いがした。

　あたしは家を目め指ざして走った。気が焦り、何度も自分の足につまずきそうになる。

「フェリシティ！　いないの!?」

　飛びこんだ家の中には、でも、フェリシティはおろか義母さえいなかった。天地がひっくり返ってもくたばりはしないと思っていた義母さえ。

「フェリシティ、フェリシティ！」

　何度呼んでも、連れん呼こしても、しまいには怒鳴り声になってさえ、フェリシティの愛くるしい三編みは出てこなかった。竈かまどには食べかけの大麦パンが放り出してあり、衣服が散乱している。ついさっきまでいたようなのに。いたはずなのに。

　あたしは唇くちびるを嚙みしめた。フェリシティ。どこに行っちゃったの。どうしてこんなことに。神さま、あの子がなにをしたというんですか。義母だけならともかく、無む垢くな少女にどんな罪があったというんです。あたしに返してください、あたしの一番大たい切せつなものを。

　神さま、まことあたしがマリカの裔すえであるというなら、あたしの願いを叶えてよ！

「おいカリル、大勢の人影が王宮に向かってったぞ」

　外の様子を窺うかがっていたバトリーが、戻ってきてそう伝えた。

「見物客じゃないの？」

「そうかもしんないけどさ、なんか組織だった感じの奴らだったぜ」

「もしかしたら、人さらい!?」

　そいつらが神隠しの正体かもしれない。バトリーの返事を待つまでもなく、あたしは走り出した。大橋を渡り、王宮へと駆けこむ。大門の敷しき居いを飛び越えたところで、あたしはなにかに正面衝突した。相手が柔やわらかかったからよかったものの、跳はね返されて尻しり餠もちをつく。遅れてきたバトリーが抱かかえ起こしてくれた。

「大だい丈じよう夫ぶか、カリル」

「な、なによ、今の」

　あたしは鼻を押さえて立ち上がり、ぶつかったものを仰ぎ見る。明るい星月夜の下、照らし出された物体は巨大なビールっ腹だった。

「げっ」

　思わずあたしはあとずさる。その巨漢はあたしの頭二つ分も高く、あたしが四人入れそうなほど太いズボンをはいていた。大きな顔があたしたちをぽかんと見おろしている。顔の半分は髭で覆おおわれ、顔つきはまるで強ごう盗とうのようだ。

　強盗のよう？　あたしはまじまじと男の格好を見た。背に担かつぐ大きな袋や手にした三日月刀、首から腕からつけられるところにありったけつけた宝石の数々。まさに強盗じゃないの！

「おい、どうしたんでえ。なにをぽかんとつったってる」

　奥からどやどやと、強盗の仲間が現れる。

「おっ、娘だ娘だ」

「女だ女だ。お頭かしらあ、女ですぜえ。女だ女だ」

「女だ女だ」

　あっという間に、あたしたちの前に三十人近くの男がやってきた。口々に「女だ女だ」と節をつけて騒いでいる。な、なんて奴らかしらっ。こいつら火事場泥棒だわ！

　憤ふん慨がいするあたしに、ぬっと手が伸びてきた。とっさに嚙みついてやる。

「ぎゃっ！」

「この火事場泥棒！　汚きたない手で触さわるんじゃないわよ！」

　あたしは怒鳴りつけると、啞あ然ぜんとしているバトリーの手を摑つかんで一いち目もく散さんに逃げだした。少し間を置いて、「待てえ！」と怒ど号ごうが飛んでくる。待ったらどうなるかしら？

　一。強盗の慰なぐさみものになる。

　二。売ばい春しゆん宿やどに売り飛ばされる。

　三。そのまま斬きり殺される。

　四。実は彼らはいなくなった王女を捜さがしている、今は強盗に身をやつしているが某ぼう大たい国こくの家か臣しんで、「カリルさま、実はあなたの祖父ぎみは先代の王の息子で……」

　やめよう。考えるだけで疲れてくる。あたしったら夢む想そう癖へきがあるのかしら。

　突然、襟えり首くびがぐいっと引っ張られ、体が宙に浮いた。

「きゃあっ!?」

　追手によほどの駿しゆん足そくがいたらしく、男は息も切らさずにあたしを持ち上げる。

「なによ、放してよ！」

「女だ女だ女だよーん。俺が手にいれちゃったもんね。やったねやったね、やり放題だー」

　あたしの言葉なんか聞く耳持たず、いかれた男は節をつけて騒ぐ。こ、こいつはあ！　いくらもがいても、喚わめいても、蹴けり飛ばして殴なぐりつけてもびくともしない。

「おい、その子を放しな！」

　芝しば居いがかったバトリーの声が飛んできた。強盗も野郎の声には反応するらしく、むっと顔を歪ゆがめて振り返る。その死角に駆かけ込み、バトリーは強盗の鳩尾みぞおちに強烈な蹴りを入れた。続いて流れるような動きで股こ間かんを蹴りあげる。男はぐふっと呻うめくと、白目をむいて倒れた。

「バトリー、格かつ好こういい！」

　あたしが歓声をあげると、バトリーは勝利のポーズをとってみせた。さてはこいつ、お調子者だわね。

　あたしたちは込み入った路地を走り抜け、市門へと急いだ。途中、何人かの強盗と鉢合わせしたが、バトリーがあっという間に倒してしまった。彼は素人しろうと目めでも洗練された戦い方だと分かるくらい、本当に強かった。向かうところ敵なしだ。

　そして、ようやく市門から飛び出る。飛び出ようとした途端、逆流する人の波に押し返されてしまった。
















「な、なによなによ」

　降って湧わいたような大人数だ。しかも、全員重々しい甲かつ冑ちゆうを着け、帯剣している。異国の兵士だ。いきなり現れた軍隊に強盗団も啞然とし、それから大慌てで逃げ始めた。強盗に軍隊は天敵みたいなものだ。

「とりあえず、強盗とはおさらばだな」

　バトリーが憮ぶ然ぜんとしながら言う。でも、この軍隊はなに？　どう考えたってあたしたちを助けに来たわけじゃないだろう。門の外にいた人々もぽかんと覗のぞきこんでいる。

　軍隊は門の前の広場に整列した。先頭に立っていた、一人だけ色の違う面めん兜かぶとの兵士が声を張り上げる。

「本日よりマラスターン王国は我がダザン聖王国の支配下に入るものと決定した！　双方の国の関係を見ても明らかなように、これはまったく正当な組み込みである。決して侵しん略りやくや占せん領りようなどではない。異議異論のある者は今すぐ申し出るように！」

「組み込みですって!?」

　あたしは仰ぎよう天てんして叫さけんだ。ダザン聖王国なんて聞いたこともない（言葉はなんとか通じるから、ガレ湾沿岸の国だと思うけど）、どこが明らかだというのだ。それに異議異論なんて、ここにはあたしたちしかいないのに。こいつらこそ本当の火事場泥棒だ！

「異議あり！」

　また別の声が飛んできた。門に集まっていた野や次じ馬うまをかき分け、新たな一団が市内になだれ込んでくる。甲冑の形も紋章も違うから、また違う国の軍隊だ。いったいどうなっているの？　あたしとバトリー、そして野次馬のみんなも、目を点にして二つの軍隊の衝突を眺めた。

「我々はエルヴィラ王国の正規軍だ！　詭き弁べんを弄ろうし、我が盟めい邦ほうマラスターンを不当に占領することは許されんぞ！」

「これは笑しよう止し千せん万ばん、エルヴィラとて太陽神国の傘さん下かにあり、それは即すなわちダザン聖王国の属国に過ぎぬということだ。そなたたちの国もじきに我々のものとなる。それを貴き兄けいはご存ぞんじないか」

　せせら笑うダザン側の隊長。太陽神国なんて国は聞いたこともない。それより、マラスターンの盟邦国とはいえ、〈水の王国〉エルヴィラの正規軍がなんでこんなところにいるのだろう。あたしたちの知らないところでなにかが始まったんだ。

「ええい、戯ざれ言はやめろっ。貴き様さまらのような阿あ呆ほう相手に道理を通すいわれはなし、マラスターンから引かぬとあれば、ここで叩き斬ってくれるわ！」

「それは望むところよ。皆の者、辺境の蛮ばん族ぞくなど恐れるに足りん、一いつ挙きよに蹴散らせ！」

　両軍から怒号と喊かん声せいが上がる。抜き放たれた剣が松明たいまつの光を受けて鈍にぶく輝いた。危あやうく巻き込まれるところだったが、衝突する寸前にバトリーがあたしの腕を引っ張ってくれる。

「こりゃあ茶番としか思えねえな。加勢する気にもなりゃしねえ」

　憮然とバトリーが言う。あたしたちはほかの見物人と一緒になって、ぽかんと戦いを眺めた。両軍の実力は伯はく仲ちゆうしていた──に違いないけど、はっきり言ってまるで下らない三さん文もん劇げきを見ているみたいだ。芝居なら剣がぶつかりあえばキン、キンと派は手でな音がするのに、現実はガツン、ゴツンと無ぶ骨こつな音がする。よろよろ足元をふらつかせながら戦うさまは危なっかしくて、しっかりしてよと怒鳴りたいくらいだった。洗練された立ち回りの方がよっぽど迫力ある。

　とはいえ、あたしたちだってのんびりと観戦していたわけではない。こちらに火の粉が降りかかってきそうなので、そのうち誰ともなく逃げ始めた。あたしもわざわざ戦いに飛び込み、「あたしはマラスターンの王女よ、勝手なことしないで！」と言う義理もなかったので、バトリーと視線を合わせて外へ逃げようとした、そのとき。

　それが来た。
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「あれは、なに？」

　あたしの声に、乾いた平原に飛び出そうとしていた人々の足が止まる。あれはなんだろう。はるか東の地平線に現れた、一番星よりも明るく輝くそれは、のろのろと夜空を横切っていく。気の長い流星かしら。

　流れ星にしては遅く、あまりにも長く光り続けているので、あたしは首を傾かしげた。他の星の光が霞かすんでしまうほど、強烈な光を発している。まるで月のようだ。

　みんなも呆ぼう然ぜんと佇たたずみ、やけに白く明るい東の空を眺ながめる。得え体たいの知れない軍隊に怪異な月と、一体今日はどうなっているのだろう。

「神の御み使つかいだ」

　誰かがひどく震えた声で、そんな呟つぶやきを漏もらした。はっとあたしたちは息を吞のむ。神の御使いですって？　視線が禿はげの男に集中する。彼は額ひたいに脂あぶら汗あせを浮かばせながら、

「あれは神さまの使者だよ。御使いさまの飛ひ翔しようだ。御使いさまが空を飛ぶとき──」

　男は黙りこんだ。あとは言わなくても誰もが知っていた。でも、マハサイ出身のバトリーは例外だったらしく、あたしの手を引っ張ると、

「なあなあ、御使いが飛ぶとなんかあるのか」

「天使が人前に現れるのは災わざわいの前ぜん兆ちようなの。なにか悪いことが起きなけりゃいいけど」

　あたしは声をひそめて説明した。その間も『月』はゆるゆると東から西に向かって、あたしたちの正面を飛んでいく──と思ったら、急に進路を変え、こともあろうにこっちに向かってくるじゃない。

「む、向かってくる!?」

　驚きよう愕がくの声が上がる。それまで戦いにふけっていた兵士たちも、ようやくこの怪異な月に気づき、動きを止めた。『月』は一直線に飛んでくる。間ま違ちがいない、スーリエを目め指ざしているのだ。

　ダザン側の兵士が通じない言葉でなにか喚わめいた。それが口火を切って、ダザン兵は戦いを放り出すと、一いち目もく散さんに市門の外へと飛び出した。蜘く蛛もの子を散らしたように荒野に散らばっていく。あたしたちは呆然と立ち尽くした。逃げればいいのか逃げてどうなるのか、全然分からなかった。エルヴィラ兵も同じだ。

　あっという間に『月』はスーリエの上空まで飛来する。大きい。眩まぶしすぎてよく見えないけど、光の中で円盤みたいなものが高速で回転しているようだ。

　シュウシュウと蒸気の立つ音が荒野に響きわたる。

「天使……神の使い。神……隠し？」

　バトリーがぽつりと呟く。あたしは彼を仰あおいだ。そう言えば誰かが、スーリエが神隠しにあった日、白い光が飛んでいったと言っていたっけ。これが、神隠しの正体？

　ふっと音がやみ、回転が停止した。それは神の持つ威厳と恐怖でもってあたしたちを見おろし、世界を照らし出した。金縛りにあったように体が動かない。

　ごくんと固かた唾ずを吞む音が、やけに大きく聞こえた。

　不意に、『月』の腹から青銀色の光が大地に向かって伸びてきた。まるで天使が降りてきたようだ。神の降こう臨りん？　まさか！

　光の柱を伸ばしたまま、『月』はゆっくりと動きだした。礫れき平原をさまようように。なにをしているのかしら。あたしは言いようのない不安と恐怖にかられながらも、高まる好こう奇き心しんを抑おさえられなかった。

　光が逃げ惑まどっていたダザン兵の一人に追いつく。

「ひゃあーっ！」

　金切り声が飛んできた。え!?　あたしは目をみはった。光に吞まれた兵士の体が浮いたのだ。彼は光の中で必死に手足をばたつかせていたけど、むなしく宙を摑むきりだった。そして、あたしたちの見ている前で、『月』は人一人をぱっくりと開いた腹から吞みこんでしまった。実にあっさりと、簡単に。

　神隠し！

　間違いない、これが神隠しなんだ。この得体の知れない光に吞みこまれ、何千何万という人々が連れさられた。あたしは愕がく然ぜんと『月』を見つめた。一いつ体たい、こんなのを相手にどうしろと言うのよ！

「ぎゃあ！」

「助けて！」

『月』は確実に、一人も取りこぼすことなく兵士を回収していく。次はあたしたちの番だ。間違いない。無言だったけど誰もが察していた。

　でも足が動かない。

「みんな、逃げろ！　ばらばらに逃げるんだ！」

　バトリーが叫んだ。それがあたしたちの止まっていた時間の堰せきを切った。彼はあたしの手を摑むと、必死の形ぎよう相そうで、

「逃げるんだ！　早く！」

「わ、分かったわ」

　あたしたちが走りだすと、みんなも弾はじかれたように四方八方逃げだした。誰の方に『月』が向かうかは分からない。でも、確実に誰かは助かるように。

（神隠しの正体を聞いたことがないのは、今まで誰も助からなかったからじゃないの？）

（ばらばらに逃げても無む駄だよ。相手は十万の人間を吞む貪どん欲よくな神なのだから）

　スーリエの西にはちょっとした小高い山があって、市民の共同墓地になっている。そこに向かってがむしゃらに走った。荒野に逃げるよりはましだろう。

『月』の下ろす光は舐なめるように大地を這はい、ゆっくりと、着実に人間を吞みこんでいく。なんだか悠ゆう長ちような神隠しね。スーリエの十万もの住民をこんな調子で吞みこんでいったとしたら、さぞかし時間と手間がかかっただろうに。

　それとも、時間がゆっくり感じられるのは、あたしだけ？

「たっ、助けてくれーっ！」

　やけに近くで悲鳴が上がった。振り返ると、驚いたことに『月』の光はあたしたちのすぐ背後にまで迫っている。いつのまに？　辺あたりを見回しても誰もいなかった。あたしたちが最後だ。

　コオン、コオン、と木を叩くような音が頭上から響いてくる。いる。頭の上に、『月』がいる。あたしは顔を上げられなかった。戦せん慄りつが背筋を駆け降りる。いやだ。怖い。怖い！

　恐怖が自制心を失わせる。案の定じよう、いつもなら決してつまずくはずのない小石に足を取られ、あたしは無ぶ様ざまに転んでしまった。

「いたたた」

「なにやってんだよ、ほらっ」

　バトリーが手を差し伸べてくれる。彼はあたしほどおびえてはいないようだった。何度も仲間をやられているから慣れているのかもしれない──

「──あ」

　彼の手を摑んで立ち上がったあたしは、次の瞬間、それを振り払って走り出した。

「え!?　おい、どうしたんだよ！」

　バトリーの困こん惑わくと驚きの声が飛んでくる。あたしは返事をするのももどかしかった。ごめん、バトリー。でも、待って。あの丘の上に立つ人影は、墓地の頂上に佇たたずむのは。

「フェリシティ！　あたしよ！」

　あたしは叫んだ。小さな女の子の姿がそこにある。フェリシティ。やっぱり待っていたのね。待ってて、今行くから。どこにも行かないで。

（本当にフェリシティ？　よく見てごらんなさい、背せ格かつ好こうが違うわ）

　あたしは坂を一気に駆け登った。二重輪の墓ぼ標ひようが立ち並ぶ隙すき間まを抜け、頂いただきに近づく。

（落ちつきなさい。フェリシティならどうして呼びかけに答えてくれないのよ）

（神隠しから逃げ延びることはできないのよ）

（フェリシティは銀髪なんかじゃないわよ）

　銀髪だ。そのことに気づいたときはもう遅かった。あたしはその少女に飛びつき、勢いあまって二人して倒れこんでしまったのだ。慌あわてて体を起こし、下敷きになった少女に向かって、

「ご、ごめんなさいっ！　妹と勘かん違ちがいして……！」

　あとの言葉は出てこなかった。光があたしの背を照らす。視界が真っ白になり、自分の影がやけに黒くはっきりと地面に落ちた。『月』の光に吞みこまれたのだ。

　顔面から血の気けが引くのが分かった。や、やられた。

　光の中はきらきらと、青銀の粒子が飛び交かっていた。それはときおり弾けて放電している。体が透き通ってしまいそうな光だ。体は金縛りにあっているのに、どんどん体重が軽くなっていくようで、妙みような浮上感が……

「やれやれ」

　はじめ、それが誰の声か分からなかった。パニック状態になっていたあたしの頭を一気に現実に戻すほど、ひどく冷静な、それでいてどこか楽しげな口調だった。

　もちろん、それはあたしの下敷きになった少女のものだった。

「とんだことになったものだ。やはりこうなったからには助けてほしいだろうな」

　フェリシティと同じ年頃とは思えない、落ちついた、柔やわらかい声。子供特有のきんきらした耳みみ障ざわりな声ではない。

「助けてほしいか？」

　そう言ってあたしの顔を覗のぞきこむ二つの瞳ひとみは、深い海の蒼あお色を呈していた。

「助けてくれる……」

　あたしはそう言いかけ、息を吞んだ。

　なんてきれいな少女なんだろう。

　光の中にありながら、流れるプラチナブロンドは星のように輝き、桃の頰ほおを縁どって肩にこぼれている。抜けるように白い肌は、触れれば吸いついてきそうなほど瑞みず々みずしく、曇り一つなかった。美しく整った目鼻立ちは、精せい緻ちな彫刻のように寸分の歪ゆがみも欠点もない。

　そして、海の彩いろどりの瞳。

　クルジンで見ていた海は、黄土色のハスローク川とはまったく違った、美しいガラスの青色だった。でも、この子の瞳は同じ海色でももっと濃く深い、水平線近くに見えるコバルトブルーの彩りだ。本当にきれい。あたしは少女が話しかけてくれるまで、呆然と見とれていた。

「私は手出しをしない約束だったが、関わってしまったものはしかたがない。あの青年も助けた方がいいのか。他はもう残っていない」

　凛りんと張った声。自信に満ち溢あふれ、揺るぎない力を感じさせる。毅き然ぜんと佇むさまが眩まぶしくて、あたしは目を細めた。一いつ挙きよ一いち動どうが夢を見ているかのように優雅で、それでいて弱々しい少女につきものの儚はかなさやたおやかさは感じられない。そして、神こう々ごうしさと言っても過言ではない、圧倒的な存在感。彼女以外のすべての存在が霞かすみとなってしまう。

　あたしは慌あわてて何度も頷うなずいた。彼女も頷くと、

「私のことはアンジェラと呼ぶがいい。おまえとあの青年の名は？」

「あ、あたしはカリル、あっちはバトリーです」

　そう答えて、あたしは自分の声が震えているのを知った。怖いのではない。これは、畏おそれだ。この子は一体何者なの？　まるで、まるで──

　すっと少女の白しら魚うおのような手が頭上の『月』を指さした。そう言えば、今あたしは神隠しに追われていたんだっけ。でも、少女以外の存在が薄れてしまい、現実感がない。ぼんやりと彼女の手を視線で追った途と端たん、バリバリッ！　と目も眩くらむほどの火花があたしたちの周囲で炸さく裂れつした。

「きゃっ！」

　激しい音に慌あわてて耳を塞ふさぐ。少女は火花の飛び散る中に佇み、昂こう然ぜんと『月』を見み据すえていた。そして、火花が収おさまったときには、もうあの青銀の光の柱は消滅していた。

　この子が消したんだわ。あたしはとっさにその場にひれ伏した。この方は神だ。女め神がみさまなのだ。でなかったら、ほかのなんであるというのだろう。全身が震えてしまう。血が頭に上り、汗が流れてくる。

　彼女の、薄紅色の唇くちびるが動く。

「聞こえるな、エンドローフ！　私だ！」

　その呼びかけは平原に朗ろう々ろうと響きわたった。『月』に話しかけている……？

「この、たわけものーっ！」

　いきなりの怒ど号ごうにあたしは仰天し、ひっくり返ってしまった。た、たわけ？

「私に手を出すとはいい度ど胸きようだ、エンドローフ！　あとで覚悟しておけ！　それから、この娘と青年は私の保護下に入ったから、今後一いつ切さい手出しをするな！　分かったな、このすっとこどっこい！」

「すっ……」

　まさかそんな言葉がこの美少女から出てくるとは思わず、あたしはそのギャップに絶句した。すっとこどっこい……がらがらと神性が崩くずれていく……

　言われた当の『月』といえば、その場でしばらく旋回していたけど、不意に光をまとめて一瞬のうちに南へ飛び去っていった。まるで逃げていくようだ。いいえ、逃げていくのよ、この子の命令したとおり。

　あたしはアンジェラと名乗る少女を見た。彼女もあたしの視線に気づき、にっこりと微笑ほほえむ。それだけで心臓がどきどきした。

「あ、ありがとうございます。おかげで命拾いしました。あれは一体……」

「人狩りだ、カリル」

　端たん的てきにアンジェラは答えた。あたしは首を傾げる。

「神隠し、じゃないんですか」

「神隠しは神が行うもの。あれは人狩り。南の沼地に棲すむ魔ま道どう師しの仕し業わざだ」

　沼地に棲むマドウシ。あたしは口の中で反復した。なんだか不吉な響きだ。

「あの『月』は、エンドローフという名前なんですか」

「いや、それはあの中に乗っている男の名前だ。魔道師の腹心、騎き士しエンドローフ」

　では、あの『月』は乗り物だったのだろうか。あんな巨大なものが飛ぶなんて。

　まさか、あれもバトリーが言う第三の力のせい？

「おまえは旅行者なのか」

　アンジェラがあたしの金髪を見て尋ねた。あたしはちょっとためらったが、

「私の祖父はエルヴィラ人ですが、私自身はマラスターンに属する者です。なぜなら──先日マラスターン王家の一員と認められたからです。前王オルドーの私生児だったんです」

「マラスターンの王女？」

　訝いぶかしそうにアンジェラが聞き返す。な、なにか変なことを言ったかしら。いえ、変よね。こんなのが王女だなんて。彼女は顔をしかめ（そんな表情でも美しかった）、なにか考えていたけど、

「その話は聞いていたが、おまえとは思わなかった。いや、カリルを疑っているわけではない。おまえが言うのだからそれは事実だろう。しかし、そうなると少し不ふ都つ合ごうだな」

「な、なにか気に触さわることでも？」

「私は審判なのだ。どちらに加勢することもできない。まあそのことはいい。カリル、妹と間ま違ちがえたと言ったな。人狩りにやられたのか」

　あたしは無言で頷いた。そうよね。フェリシティだけが助かるわけないわよね。

「……血のつながってない妹ですけど、たった一人の大切な妹なんです。教えてください、妹はどこに連れ去られたんですか!?」

「それを知ってどうする」

「取り返しに行きます！　なんとしてでも！」

　あたしは叫んだ。そうよ、さらわれたのなら取り戻しに行けばいい。そのためならどんな犠牲も厭いとわないわ。フェリシティ、待ってて、お姉ちゃんが今迎えに行くから。

「この丘を抜けて少し行くと廃はい屋おくがある」

　アンジェラが淡々と言った。あたしは瞬まばたきをして、

「廃屋……ですか？」

「そうだ。そこに一人の女が野や営えいしているから、アンジェラの保護下に入ったと言って彼女と行動をともにしろ。行き先は彼女が知っている。いいな」

　有う無むを言わせない、絶対的な響き。あたしは何度も頷いた。拒否するなんて恐れ多いことだった。アンジェラが満足そうに微笑む。

「では、また会おう。マラスターンの王女よ」

「ま、待って！　あなたは一体……！」

　追いすがったあたしの声も空むなしく、アンジェラはふっとその場から搔かき消えてしまった。そうなる予感があったので、あたしは大して驚かなかった。瞬間移動くらいできると思った。彼女もバトリーの言う第三の力を持つ能力者だったのかしら。いいえ、違うわ。彼女はそんな単純に片づけていい存在ではない。神であり神でないもの。それが彼女だ。

　あたしはしばらくその場に座すわりこんでいた。頭は熱に浮かされたようにぼおっとしている。だから、ぽんと肩を叩かれたとき、あたしは飛び上がるほど驚いてしまった。

「バ、バトリーっ！」

「よお。なんだか分からんが、お互い助かったみたいだな。ところで、今まで誰かいたみたいだけど、妹さんは違ったの？」

　バトリーが頭をさすりながら言う。

「どうしたの？」

「光が消えたときにちょっと浮いてたから、落ちて頭を打ったんだよ」

　そう答えながら辺あたりを見回す彼に、あたしはどうしたものかと思いながら、結局ありのままを話すことにした。

　あたしが語り終えるとバトリーはふむふむと頷いて、

「その子が何者かはともかくだ。俺たちの命の恩人であるわけだし、その子の言うとおり廃屋に行けば、話が本当かどうか分かるってことだな。よし、行ってみようぜ」

　そう言って、さっさと丘を下くだり始める。竹を割ったようなというか、大ざっぱというか、ともかく行動あるのみといった原理でバトリーは生きているみたいだった。あたしは慌てて彼のあとを追った。

　辺りは『月』なんか初めから現れなかったかのように、静せい寂じやくに包まれていた。あの緊迫が噓うそのようだ。星は静かに光の雫しずくを降らしている。

　あたしたちは黙もく々もくと坂を下った。城じよう壁へきの反対側には来たことがなかったので、屋根の抜け落ちた廃屋が見えてきたとき、あたしはほっとした。アンジェラの言葉を疑っていたわけではないが、どのくらい遠くにあるか不安だったのだ。真夜中、バトリーがいるとはいえ（そのバトリーさえ男であることだし）、火も持たずに荒野を進むのはぞっとしない。

　煙が一条、藍あい色いろの空に上っていく。あたしたちは歩を速め、廃屋にたどりついた。崩れかかった壁から中をそっと窺うかがう。

「やや……」

　バトリーが感かん嘆たんして呟つぶやいた。どうしたものか、今夜は美しい人ばかりに出会う。

　アンジェラの知り合いらしき若い女性は、彼女の連れに似つかわしい美び貌ぼうの持ち主だった。亜あ麻ま色いろの豊かな髪を編みこみ、額ひたいに急所隠しのバンドを巻いている。暗がりでもよく分かる鮮やかな碧へき眼がんと、桃色の肌に一文字に引かれた朱色の唇が、凛りんとした雰囲気を漂ただよわせていた。背も高く、たおや女めとは言いがたい筋肉の持ち主であることも、服の上から分かる。もちろん男の隆りゆう々りゆうとした筋肉ではなく、無む駄だ肉のない引き締まったプロポーションだ。一目で分かる、彼女は戦士として鍛きたえられたのだ。背後にある剣がなによりの証拠。

　彼女もマラスターンの民たみではない。でも、アンジェラとも違う。強しいて言えば、あのぼんくら国王に似ていた。亜麻色の髪、碧の目。淡紅色の肌。

「これは実に美しい女性だな」

　感心しながらバトリーが言う。あたしもそれは否定しなかった。でも、アンジェラを見たあとでは、どんな美人も影が薄くなってしまう。あの美しさはこの世のものではなかった。人が人であるかぎり、手に入るものではない。外の輝きも、内の光も。

「こっちに来たらどうですか」

　焚たき火びの前に座すわって炎ほのおを凝ぎよう視ししていた彼女が、振り向きもせず話しかけてきた。あたしたちはぎょっとして、思わず逃げ腰になってしまう。彼女はあたしたちを見て、

「凍こごえる旅人に火を貸せないほど、私は臆おく病びようではありませんよ」

　くすくすと笑う。この毅然とした態度といい、物言いといい、どこかアンジェラと同じ匂においがする。あたしとバトリーは無言で視線を交わし、おずおずと中に入っていった。

「どうも、お邪じや魔まします」

「遠慮は無用です。それにしても、あなたたちは人狩りにさらわれなかったのですか」
















　不思議そうに彼女は尋ねる。やっぱり。人狩りと言うところをみると、この女性がアンジェラの連れなのだ。あたしはバトリーに頷きかけると、

「あたしたちは、アンジェラさまに助けていただいたんです。彼女を知っているでしょう」

「ああ」

　ひどく驚いたように彼女は言った。

「では、アンジェラは思いも寄らぬ拾いものをしたみたいですね。彼女は関与しない約束でした。珍しいこともあるもの」

「関与って、いったいあなたたちは何者なんです。あの神隠しとなんの関係があるんですか、あたしの義妹いもうとはどこに連れてかれたんです!?」

　あたしは立て続けに尋ねた。彼女は手でそれを遮さえぎると、

「まあ、お待ちなさい。まずは名前を聞かせてもらいましょう」

「ご、ごめんなさい。あたしはカリル。マラスターンの即席王女です。こっちはマハサイ王国の戸こ籍せき係で、バトリー・オル・ハン」

　あたしは耳みみ朶たぶまで熱くなるのを感じながら、慌あわてて名乗った。先にアンジェラに喋しやべってしまったから構わないと思ったのだけど、彼女はあたしが王女だと知った途端、目を見開いた。しばらく眉み間けんにしわを寄せ、まじまじとあたしの顔を見つめる。やっぱり変なんだわ。自分でも分かっているけど、そう露骨に驚かれるとプライドが傷つく。あたしの一週間の苦労はなんだったのだろう。

　彼女は困こん惑わくを隠しきれない様よう子すで、頭を振ると、

「アンジェラがそんな間違いをするとは思えませんが──彼女が私のもとへ行けと？」

「え、ええ。あたしたち、彼女の庇護下に入ったんです。それで、あなたと行動をともにしろって、行き先はあなたが知っているからと」

「では、あなたは人狩りのことで一いつ緒しよに行くというのですね。分かりました」

　合が点てんがいったとばかりに彼女は頷く。あたしはバトリーと顔を見合わせた。

「じゃあ、あなたも……？」

「ええ。私はこれから沼地の魔道師のもとに行き、できることなら彼を倒さなくてはならないのです。私はエストレディータ・ミクマーラ・エル。エルヴィラ王家の者です」

　淡たん々たんと、表情一つ変えずに彼女──エストレディータは答えた。エルヴィラ王家の人間ですって？　今度はあたしはまじまじと彼女を見つめる。

「本当にエルヴィラ王家の？」

「あんな風前の灯ともし火びのような国の王族を騙かたったところで、害はあれいいことはありませんよ。私は正しよう真しん正しよう銘めい、エルヴィラ王家の国王代理です。正確には先月お亡なくなりになられた国王陛へい下かの姪めいに当たります。とはいえ、これといって証拠はありませんが。必要なら王国の建国からの歴史を事こと細こまかに語りますけど」

　笑いながらエストレディータは言う。エルヴィラ王国。あたしのおじいちゃんの故郷だ。以前はハイネルンスト大陸の半分を支配したほどの大国だったけど、今は高原地帯に後退してしまった〈水の王国〉。水神エルヴィラを守護神に戴いただく、マラスターンの盟邦国だ。その王家は祭司でもあり、エルヴィラの子孫であるという（この点でも守護神マリカを祖とするマラスターン王家と似ている）。かなり落ちぶれたとはいえ、近隣諸国に対するその影響力はまだ健在なはず。その国の国王代理人だと言うの？

　疑問はバトリーの方が現実的だった。彼は憮ぶ然ぜんと顔をしかめて、

「エルヴィラ王国はスーリエからけっこう遠くにあると聞くぜ。なのに、その国王代理人がどうしてこんなところにいるんだ？」

「マハサイ王国も遠く離れたガナシナ大陸にあると思いましたが」

　やんわりと反論するエストレディータ。バトリーは肩をすくめて、

「俺は国の命令で、神隠しの正体を突き止めに来たんだ」

「人狩りが？　では、エンドローフはマハサイにまで手を伸ばしたのですか。ならば話は早い、沼地の魔道師こそ人狩りの犯人なのですから。一緒に行くのに不都合はないですね」

　彼女の言葉を聞いてなるほどと手を叩くバトリー。彼とエストレディータは利害が一致したようだ。そして、あたしは。

「あ、あたしだって、そのマドウシとかいう奴のところに行くわよ！　だってフェリシティを助けに行かなくちゃ！　でも、あなたはなぜそいつのところへ行って、あまつさえ倒さなくちゃなんないなんて言うの？　それを聞かないことには納なつ得とくいかないわっ」

　急せきこんであたしは言い立てる。それが筋というものだ。あたしはバトリーと違って根が単純にできてないから、行く方向が一緒だからといって、ほいほい道連れになんかなれない。エストレディータはしばらく瞼まぶたを閉じ、なにかを考えている様子だったけど、

「私は魔道師アイダント・モアの人ひと質じちとなっている、エルヴィラの王女と王子を連れ戻しに行くのです」

「人質？　エルヴィラ王家の人間が？」

　あたしは即席知識を必死に思いだし、エルヴィラ王国がどこの属国でもない（そういえばダザン聖王国とかなんとかいうのが酔すい狂きようなことを言ってたけど）ことを確認した。その疑問をエストレディータは察してくれたらしく、

「エルヴィラにはもはや国力でアイダント・モアと戦う力はないのです。彼に求められればそれに応じるしかありません。二人の王族のために、人狩りを受け入れるわけにはいきませんから。しかし、国王陛下が亡くなられた今なお、彼は王位継承権を持つ二人を手放そうとしません。そこで私が連れ戻しに行くのです。要求を吞まない場合には、斬きり捨てます」

「そういえば、さっきスーリエにエルヴィラの正規軍というのがいたけど、仲間だったんじゃないのか？」

「私の護衛、というより監視役でした。長老たちが強ごう引いんにつけたのですが、さっきの人狩りにやられたみたいですね。とりあえず今は一人です」

「じゃあ一人でマドウシとかいうのと戦うのか。ああ、アンジェラという方がいたんだ」

「彼女は違います。はっきりさせておきますが、アンジェラは私の連れでも仲間でもありません。彼女は審判であり、仲裁者であり、私とアイダント・モアが戦う者なのです。審判は公明正大に、どちらも等しく扱わなければなりません。ところがあなたたちは微妙な立場にある。バトリー、あなたはともかく、アミュールの末まつ裔えいであるカリルは、原則的には私と同じく戦う者の立場にあるのですから」

「え？　俺、戦っちゃいけないの？」

「いえ、そういう意味ではなく……」

　勝手に会話を続けるバトリーとエストレディータを、あたしは強引に遮った。

「ちょっと待って、待ってよ！　話を戻すけど、じゃあなに、エルヴィラ王国ではそのマドウシに人質を差し出して、神隠しをするなと交こう渉しようしたってことなの!?」

　混乱する頭を必死に叩きながらあたしは尋ねる。生け贄にえならともかく、人質なんて話は聞いたことがない。どこが『神』隠しなのよ。アンジェラの言うとおりだ、それじゃあ単なる人狩りに過ぎないじゃないっ。

　あたしの怒りを見て、エストレディータは苦笑した。

「人質には誰でもよいというわけではないのです。アイダント・モアが欲しがっているのは、アミュールの血を引く者──我々の一族であり、あなたの一族であり、カナルダの王族であり、セド・セダンの王族であるわけです」

「アミュール？」

　聞いたことのない言葉だ。エストレディータは頷くと、

「神人アミュールです。エルヴィラしかり、マリカしかり。マラスターンにも人質の交渉はあったでしょうが、どうやら失敗したみたいですね」

　そう言って、彼女は丘一つ向こうのスーリエを眺ながめる。あたしはぽかんとした。そして、少しずつ話の裏が読めてきた。

　おそらくマラスターンにも人質の交渉はあったに違いない。王子が生まれたばかりだから。あいつらは承しよう諾だくした。そして、人質役を務つとめる王族をもう一人探しだしたのだ。即すなわち、このあたしを。なんて奴らだっ。

　あたしは人質になるために王女に仕立てられたのだ。
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　あたしたちは三人三様、それぞれの目的を持ちながら、一いち路ろ東へと向かった。バトリーは調査団の仲間を救いだし、神隠しの正体を突き止めるため。エストレディータは人ひと質じちの王子王女を連れ戻すため。そして、あたしはフェリシティを迎えにいくために。

　スーリエから舟で河か口こうの町クルジンに戻り、更さらに船でガレ・グリズ湾を横切る。ガレ・グリズとはガレ湾の中の小湾という意味だ。対岸のサマンダに着けばそこから先はもうマラスターンの領土ではない。小さな都市国家が点在する辺境だ。

　三日間の船旅は、軽い船酔以外には快適な旅だった。沿岸と距離を保って走る船は、嵐に会うこともなく（乾季だから当たり前だ）、沈没しても泳いで帰れる安心感があった。大勢の奴ど隷れいが漕こぐオールが白い波しぶきを上げ、規則正しく船を進ませる。紺こん碧ぺきの海面は太陽の光を反射して、あちこちに光の影を映しだしていた。夏でなくてよかった。

「アミュールと呼ばれた現あら人ひと神がみの歴史があります」

　そう言ってエストレディータは説明を始めた。

「その昔、神かみ代よのこと、南の大陸には奇跡の力を持つ者たちによって築かれた王国がありました。その王国は太陽神国と呼ばれ、太陽の力を身につけた一人の王によって永ながいこと統とう治ちされていました。彼を筆ひつ頭とうとしたその一族を、人々はアミュールと呼んで恐れ、崇あがめていたのです。彼らは生きながらにして神と呼ばれていました。それほどまでに彼らの力は強大で、残忍でした。そしておそろしく長ちよう寿じゆで、何千年も生きていたと聞きます」

「そいつらも第三の力を持った能力者だったんだろ？」

　バトリーが憮ぶ然ぜんと聞き返す。エストは頷うなずいて、

「そうです。ただアミュールは、現存する能力者とは桁けた違いに強大な力の持ち主でした。力の質もピンからキリまで、帝王の『太陽の力』から馬番の『馬の声を聞く力』まで色々あったと聞き及びます。その中には龍りゆう脈みやくを読み操あやつる『大地の女神』もいましたし、水を操る『水神』も風に乗る『風神』もいました」

　え？　あたしは目をぱちくりさせた。それってまさか。

「あたしの国の守護神マリカやエルヴィラのこと？」

「ええ。水神エルヴィラ、地じ母ぼ神しんマリカ、風神カナ、医師カンパネラ。四王国の始祖は全員太陽神国の出身なのです。彼らは四天王と呼ばれ、太陽神国の中でも一ひと際きわ畏おそれ崇められた存在でした」

　そう言われてみればマラスターンに伝わる神話では、マリカは三人の仲間とともに南から訪れ、人々の前で龍脈を操ったことで地母神の娘だと分かることになっている。

「彼女たちはなぜ、太陽神国からこのハイネルンストへ？」

「王おう太たい子しの出しゆつ奔ぽんに付き添ったのです」

　エストは淡たん々たんと答える。付き添いのある出奔ねえ。あたしは顔をしかめた。なんだか情けない話だ。

「王太子は太陽神ラー・カレディアの末の息子で、名をフェリム・フェシアといいました。彼の力は父王に匹ひつ敵てきするほどで、誰もが王国を継つぐ者だと認めていたのですが」

「そういうときは決まってらあ。女絡みの出奔だろう」

　にやにや笑いながらバトリーが答える。エストも微笑して頷うなずいた。

「フェシアは彼が愛した娘との結婚を父王に反対されたため、北へと駆け落ちしました。そして、このハイネルンスト大陸で自分の帝国を築いたのです。四天王の助けで、ハイネルンスト支配はあっさり成功しました。帝国は数十年で崩ほう壊かいしましたが、四天王はそれぞれ国を開かい闢びやくし、現在の四王国が成立したのです。ゆえに私たちは盟邦国であり、ともにアミュールの末まつ裔えいであるのです」

「へええ。知らなかったわ」

　あたしはひどく感心して応こたえた。四王国が昔一つの帝国だったなんて、きっとスーリエの住人のほとんどは知らないだろう。昔の話なんか今の生活になんの足しにもならないから、知ろうとも思わないに違いない。

「それで、沼地の魔ま道どう師しとかいう奴は、四王国すべてに人質交渉をしたのかしら」

「おそらくは。エルヴィラは十四年前に王子と姉姫を人質に出しました。カナルダは十年前に王女を人質に出し、更に二か月前に生まれたばかりの王子と人質交換を要求されました。それを拒否したところ、王都コムナは人狩りによって滅ほろんでいます」

「コムナが!?」

　あたしは驚いて聞き返した。知らなかった、まだ街では噂うわさになっていなかった。王おう宮きゆうは知っていたに違いない。それでも可愛かわいい王子は手放したくないから、代わりを見つける必要があった（思い出したら腹が立ってきた。そりゃあ、騙だまされてもかまわないから家から出たい、と思ったのは事実だし、よく確認しなかったあたしも悪いけど、しかし、それが良識ある大人のやることだろうか!?）。

「沼地の魔道師はそんなに人を狩り集めてどうする気かな。虐ぎやく殺さつが目当てなら連れ去る必要もないし、奴隷にするには養いきれない人数だぜ。どこに連れていったんだろう」

「それは分かりません。ともかく、騎士エンドローフの城へ行ってみましょう。あの男なら知っているはずです」

「その沼地の魔道師がなにを考えているか知らないけど、フェリシティをさらうなんて言ごん語ご道どう断だんだわっ。見てらっしゃい、あたしがこてんぱんのぱんぱんにしてやるっ！」

　あたしは拳こぶしを握りしめて気合いを入れた。おー、とバトリーが拍手をしてくれる。ありがとうっ、あたし、がんばる！

　フェリシティ、待っててね。お姉ちゃんが今行くわっ。




　たどり着いた港町サマンダは、なかなかどうして、辺境の町のくせにクルジンに匹ひつ敵てきするほど繁栄した場所だった。あたしたちにとっては辺境でも他国から見れば世界の中心である、こんな簡単なことをあたしは初めて理解した気がした。

　ガレ湾沿海の国々は文化的な特徴が似に通かよっていると聞く。どこに行ってもさほど言葉が不自由しないのは、同じ文化圏にいるからだ。なのに、内陸部にちょっとでも行くと（エルヴィラやカナルダは除いて）、チンプンカンプンもいいところの蛮ばん族ぞくの言葉になってしまうらしい。

　宿に落ちついたあと、あたしとバトリーはこれからの陸路に対する支し度たくをするため、市場へ出かけることになった。

　港に近い青空市場は、客と商人でごった返していた。魚を売る者、近くの農場で作った野菜を売る者、乳を売る者。香辛料、菓子、布、器、人間、見たこともない石、雑貨……

「ねえバトリー、そういえばマドウシってなんなの？」

　なんとはなしに尋ねたあたしを、バトリーはまじまじと見つめた。な、なによ。変なこと言ったかしら。

「なんだ、知らないでやっつけるとかなんとか喚わめいてたのか。そーいやあ、俺も知らなかったんだよな。普通の道どう士しとなにか違うのかな」

「普通の道士って？」

　あたしが再度尋ねる。しーん。沈黙が流れた。バトリーが呆あきれた様よう子すであたしを見ている。な、なんでなんで!?　知っているのが普通なの？　おろおろするあたしに、彼は頭を搔かきながら、

「……つまりさ、能力者のみに限定されるある種の職業が確立しているんだ。道士とか、術士とか、呪まじない士とか。力の程度とか土地によって呼び名は変わるけど、道士辺あたりになると戦争とかにも駆り出されるくらいになる。ほら、王宮で見ただろ、あいつらなんか道士じゃないかな。魔法陣で転移したし」

「ふううん。ガナシナに行くと鬼おに子この扱いが違うのね。ちゃんと成人するの？」

「するさ。カリル、彼らは立りつ派ぱな人間だ、ただ少し特殊な力を持っているだけで。色いろ眼鏡めがねで見るなよ」

　バトリーはちょっとだけ怒っているように見えた。能天気なだけかと思っていたのに。

「……だって、あたし鬼子なんて見たことないもん。噂じゃ人間じゃないって聞くし」

　あたしはぼそっと呟つぶやく。バトリーに怒られたのが少しショックだった。そんな気持ちを分かっているのか分かってないのか、彼はあたしの頭を叩たたくと、

「じゃあ、見たら分かるさ。彼らは俺たちと変わらない。マハサイじゃあ二百人に一人は能力者なんだぜ」

「そんなにいるの!?」

　あたしは驚いて聞き返した。二百人に一人。人口十万のスーリエだったら五百人はいるという計算だ。バトリーは頷いて、

「だからさ、鬼子って言うのはやめな。そういう言い方するの聞くと、胸が痛いよ」

「……努力するわ」

　それだけ言って、あたしは歩調を速めた。胸が痛いのはこっちの方だ。バトリーの中味を初めて見たような気がして、今までのイメージを砕かれたような気がしてショックだった。まっすぐ彼が見られない。

「マドウシか。やっぱり『魔』の道士なんだろうなあ」

　あたしの気持ちも知らず、しみじみとバトリーは言う。

「人狩りなんてやる奴は『悪の道士』でも足りないわっ。『魔道士』。ぴったりじゃない」

　あたしは憤然と言い放った。沼地の魔道師に対する憤慨と、自分の胸の痛みをごまかすために。

　そういえば、神殿に引き渡された鬼子──能力者はどうなってしまうのだろう。

「あっ」

　あたしは小さく声を上げると、通りのわきでゴザを敷いている少年に駆け寄った。あとを追ってきたバトリーが、肩ごしに商品を覗のぞく。あたしより三つ四つ年下の栗毛の少年が売っていたものは、なんとスーリエの王宮でバトリーがあたしにくれた青い錠剤だったのだ。小さな壺に半分くらい入っている。

「ねえねえ、これはなんなの？」

「精力剤だよ。一粒で百の晩の男、千の晩の女になることができるんだ」

　そばかすだらけの少年が愛想笑いを浮かべながら答える。あたしはじろっとバトリーを睨にらんだ。元気が出るどころか、出すぎる薬じゃないのっ。彼は頭を搔きながら、

「へええ、そんな薬だったのか」

　感心している場合か。もおーっ、せっかく見方が変わったばかりだっていうのに！

　少年はあたしたちの不ふ穏おんな雰ふん囲い気きをどう勘かん違ちがいしたのか、

「お姉さん、買っていかない？　これで夫婦仲も円満だよっ。ねえ、買っておくれよ。おいらにゃあこんなもんしか手に入らないんだもん。きれいなお姉さんに格かつ好こういいお兄さん、お願いだよお」

「だっ、誰が夫婦よ！」

　耳みみ朶たぶまで赤くなるのを感じながら、あたしは怒ど鳴なりつけた。ひどい話だわ、十五のうら若き乙女おとめに、よりにもよって精力剤を飲ますなんて。あんまり腹が立ったので早く帰ろう。

　と思っていたのに、バトリーが、

「んじゃ、少し貰もらおうか」

　なんて言っている。ああっ、なんて反省のない奴！　あたしは文句を言いかけた。

「よう、コリン。相変わらずケチであこぎな商売してるなあ」

　ふっと辺りが陰る。振り向くと、そこには見上げるほどの巨漢が三人、壁のように佇たたずんでいた。揃そろいも揃って岩のような顔をして、頭より力に頼っていく男の見本みたいだ。

　男たちはあたしとバトリーを押し退のけると、薬売りの少年をひょいとつまみ上げた。

「わりいなあ、お館やかたさまはおめえみたいな汚きたない血の人間がお嫌いなんだよ。分かるかい、この町で商売したかったら彼の許可を貰うこったな。もっとも、その血を全部抜いちまわないかぎり、一生無理だと思うがね」

　そう言って少年を投げ飛ばす。あっという間に集まってきた野や次じ馬うまの中に、少年は突っこんだ。

「ちょっと！　子供相手になにするのよ！」

　とっさにあたしはゴロツキに食いかかった。でも、まったく相手にされず、突き飛ばされて尻しり餠もちをつく。用心棒はもう一度少年を摑つかみ上げ、物のように仲間に放り渡した。

「ほらほら、二度とサマンダには来ないと言いな。言わないと海に投げちまうぞ」

「なんだよ！　領主がなんだってんだ！　てめえらなんかおいらの指一つでやっつけることができんだぞ！」

「そんなことしたら、おめえはこの場で袋叩きだぜ。死ぬか逃げるか、どっちか選びな」

「どっちにしろ海に投げこむつもりだろ！」

　少年が手足をばたつかせながら、健けな気げなことを喚わめく。巨漢たちは筋肉の盛り上がった肩を震わせて大笑いした。周りの野次馬はなんにも言わず、ただ見ているだけだ。

　バトリーがあたしを助け起こしてくれる。

「大だい丈じよう夫ぶか、カリル」

「くっ、悔くやしいーっ。見向きもしないなんて！」

　あたしは拳こぶしを握りしめて、本気で悔しく思った。すると、

「任まかせておきな」

　そう言ってバトリーがにやっと笑う。彼は棒を握り直すと、少年をつまみ上げる巨漢に歩み寄り、その肩を叩いた。用心棒が怪け訝げんな面おももち（あら、岩のくせに表情が分かったわ）で振り返り、

「なんの用だい、外国人」

「俺は子供いじめが無む性しように気に食わなくてな」

　言うなり、バトリーの棒が男の顔面にめり込む。鼻柱が折れ、血が吹き出た。不意討ちにせよ、バトリーの強烈な一撃に巨漢はぐうと唸うなって、そのままうしろに倒れた。少年が放り出される。あたしはとっさに少年の手をひっ摑み、ついでに薬壺も摑むと、

「バトリー、逃げるわよ！」

　呆あつ気けにとられている人々を搔き分け、あたしたちは一いち目もく散さんに逃げだした。バトリーもすぐについてくる。ようやく仲間がやられたことに気づいた巨漢たちが、待てーっ、と野太い怒ど号ごうを飛ばして追いかけてきた。誰が待つもんですか、推論するまでもない、ここで待ったらボロ雑ぞう巾きんになるだけよ！

　あたしたちは走り続け、町外はずれまできてようやく追手を撒まくことができた。ぜいぜいと肩で息をしているあたしに、バトリーが胸を反そらして、

「どう、俺、格かつ好こうよかっただろ」

「自分で言ってどうするのよっ」

　憮ぶ然ぜんとあたしが言い返すと、バトリーは少々不満そうに口を尖とがらせる。まったく、なにを考えているんだか。やっぱりこっちの方が本当の性格に違いない。

　彼のことは放っておくことにして、あたしは薬壺を少年に押しつけると、

「ほら、あんたももう行きなさい。今度は頭を働かせて、もっと違う町で商売することね」

「お、おいらだって苦労してんだぞっ。ここが一番マシだから来てるに決まってるじゃないか。どこ行ったって、おいらなんかおんなじ扱いだもんっ」

　少年は躍やつ起きになって反論してきた。礼の一つでも言ったらどう、と思うより、少年の言葉に興味を引かれる。

「なあに、あんたワケアリなの？　サマンダじゃ奴隷は商売できないとか？」

「おいらは奴隷じゃないよっ。ねえちゃん分かんないのか？　おいらは……」

「魔法使いですよ、カリルさま」

　不意に第三者の声が会話に割りこんできた。振り向くと人気のなかった路ろ地じに、いつのまにか見知らぬ男が佇たたずんでいる。浅黒い肌に白目がひどく目立つ、精せい悍かんな風ふう貌ぼうの男だ。生地も仕立てもいい服を着て、長い黒髪をきちんと編んでまとめている。年は二十半ばか。薄笑いを浮かべ、あたしを凝視していた。男は丸腰だったけど、その背後に控えている二人の男は帯剣していた。用心棒なんて類たぐいではない。れっきとした兵士だ。

　あたしは胸騒ぎを覚え、男を睨にらみ返した。この辺りの人間ではない。もっと南の部族の出身だろう。なのに、なぜあたしの名前を知っている？　しかも「さま」を付けるなんて。あたしはゆっくりと、慎重に尋ねた。

「誰？　なぜあたしの名前を知ってるの」

「あなたの同族だからですよ、マラスターンの王女殿でん下か。その者をお渡し願えますかな。その者はあなたが触れるようなものではございません」

　丁てい寧ねいな口調で男は言うけど、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな態度としか思えない。あたしは反射的に少年を自分のうしろに隠した。こいつは危険だ。間ま違ちがっている。直感的に悟さとった。こいつにこの子を渡してはいけない。

　あたしが黙っていると、男は肩をすくめて、

「その者をかばいだてする義理は、カリルさまにはございませんでしょう。その者は薄汚い魔法使いの一族の出、この世に害をなすだけの存在です。さあ、お渡しください」

「ダザンの粛しゆく清せい隊たいだ！」

　男の言葉を遮さえぎるように少年は悲ひ鳴めいを上げ、あたしにしがみついた。ダザンですって？　あの、スーリエに現れて酔すい狂きようなことを言っていた国の、粛清隊？　あたしは少年と男を交互に見つめた。少年は怒っているのかおびえているのか、顔を赤くしたり青くしたりしている。男はただ冷酷な薄笑いを浮かべているだけだ。人を人とも思わない、蔑さげすみの視線だ。あたしはぞっとした。生理的嫌悪が背筋を走る。面めん倒どうは嫌いだけど、こんな奴の言いなりになるほど落ちぶれちゃいないわっ。あたしは少年を抱き寄せ、

「あたしはあんたたちのことなんか知らないわ。この子はものじゃない。そこをどいてよ、じゃなかったらさっさとお帰り！」

「おやおや、威勢のいい王女さまですな。同族よりも呪のろわれた魔法使いなんかを選ぶとは。やはり、でき損ないはでき損ないですか」

　いかにも落らく胆たんした様子で言った男の目が、ぎらりと獰どう猛もうに光った。あたしは内心ひるんだが、唇くちびるを嚙みしめて睨み返した。謂いわれもなくでき損ないなんて言われて、はいそうですかと引き下がってたまるもんですか！

「うりゃあっ！」

　突然、それまで気吞まれたように立ち尽くしていたバトリーが、気合いとともに男に飛びかかった。

　彼の棒が後頭部に決まる！　と思った瞬間、バトリーの体はなにかにぶつかり、弾はじき飛ばされた。まるで見えない巨人の手が彼の体を摑み、投げ飛ばしたみたいだった。

「バトリー！」

　あたしは悲鳴を上げた。今のはなに？　なにが起こったの？　浅黒い男は腕を組んだきりぴくりとも動かなかった。うしろの護衛たちも同じだ。じゃあ、誰がバトリーを!?

　激しく地面に叩きつけられ、バトリーは呻うめいた。

「うう……油断した。おまえら能力者か」

　はっとあたしは男を振り返った。視線が合う。彼はにやりと笑った。その通りだと言わんばかりに。これが、能力者。鬼子なの!?

「ねえちゃん、おいらに捕まりな！」

　少年が叫んだ。真剣な眼まな差ざしがあたしの視線とぶつかる。考えている暇はなかった。あたしはとっさに少年の差し伸べた手を握りしめる。男の顔に初めて焦しよう燥そうの色が浮かんだ。

「逃げられるぞ、早く斬きり捨てろ！」

　男の命令で抜ばつ刀とうした護衛たちの顔が奇妙に歪ゆがむ。変な表情をして、と思ったけど、それは世界自体が歪んだせいだった。まっすぐあるべきものが歪わい曲きよくし、遠くのものが近くになり、大きなものが小さくなる。ネフカドールが空間移動したときと同じ感覚だ。そう悟ったときには、あたしと少年は小さな部屋に移動し終わっていた。

　ぼたぼたっと床ゆかに背中から落ちる。

「いたたた」

　背中をさすっていたところへ、少し遅れてバトリーが中空に出現した。うまく受け身をとって着地する。そして、突然の空間移動に辺りをきょろきょろ見て、

「うーむ。元の部屋にいるってことは、今のは夢か？」

「違うよ、おいらが転移させたんだ。ねえちゃんの家に連れてきたつもりだけど」

　胸を張って言うわりにはフラフラしている少年。一度は立ち上がったが、すぐにぺたんと座すわりこんでしまう。顔色がひどく悪かった。

　空間移動をした。この子も鬼子──能力者なんだわ。

「どうしたの？　気分でも悪いの？」

　ネフカドールは空間移動したあと、体が崩くずれて死んでしまった。まさか、この子も？　あたしは焦って少年の顔を覗のぞきこんだ。そのとき初めて、彼の瞳ひとみがけぶるような菫すみれ色を呈しているのに気がついた。尋常ならざる瞳だ。東の魔物はこんな色の目をしていると聞いたことがある……

　違う。

　この子は普通の子供だわ。だって、同じだもの。あたしと変わっているところなんかない。ただ、ちょっと特別な力を持っているだけだ。バトリーの言ったとおりよ。

　あたしの視線に気づくと、少年は慌てて顔をそむけた。思わずムッとなって、

「なんで顔を背そむけるのよ。あたしたちを助けてくれたんだから、なにもやましいことはないでしょ。ほら、こっち向きなさいよ」

「それは酷というものです、カリル。彼は魔法使いの民であり、その瞳は魔法使いの象徴として忌いまれ続けてきたものなのだから」

　言葉とともに、どこに行っていたのかエストレディータが部屋に入ってくる。振り返ったあたしは、彼女の姿を見るなり仰天した。

「ど、どうしたのよ、エスト！」

　彼女は全身血まみれだったのだ。あちこちかすり傷ができているが、ほとんどは返り血だろう。したたかに血を吸った剣を提さげて佇む、涼しげな表情の美女。違和感があるというのかないというのか。少年も声が出ないほど驚いている。

「客が訪れたので遊んであげただけです。少々服が汚れてしまいましたが」

　婉えん然ぜんと微笑んでエストは答えた。遊んでいたなんて、余よ裕ゆう綽しやく々しやくじゃない。あたしは半なかば呆あきれ、半ば感心してしまった。それから、はっと気づく。

「客？　まさか、あいつらの仲間？」

「あいつらとは？」

　訝いぶかるエストにあたしはダザン粛清隊のことを説明した。彼女は神しん妙みような面もちで聞いていたが、

「そうですか。ダザンはもうここまで手を伸ばしているのですね。私たちも急がなくては」

「急ぐ？　あいつらは沼地のマドウシとなんか関係があるの？」

　あたしが尋ねると、エストは困ったように笑ってみせた。でも、返事は別の方から来た。

「ダザンと沼地の魔道師は仇きゆう敵てきの仲なんだよ。なんだよ、ねえちゃんたち。ダザンの敵なのか、沼地の魔道師の敵なのか、一体どっちなんだよっ」

　頰ほおを紅こう潮ちようさせて少年が言い放つ。この子はダザンも沼地の魔道師も知っているんだわ。

「どういうことなの、ちゃんと教えて、エスト。ダザンの粛清隊はなんでこの子を狙ねらってたの。この子は何者なの」

「案ずることはありません、カリル。その少年は魔法使い、第三の力を持った能力者で、代々その力を受け継ついできた一族の人間です。力はさほど強くはありませんが、器用なことができます。本来ならかなりの能力者でなければできない空間移動も、距離が限定されますが可能です。そうですね」

　最後の言葉は少年に向けられたものだ。彼は少々不審そうに、それでも頷いた。あたしはエストに聞き返す。

「第三の力は遺伝的に伝わるものなの？」

「遺伝的な能力者はそんなに珍しいものではありませんよ。そういう一族は山の奥や孤島に隠れるように住んでいるのが普通です。大だい体たい、四王国の王家はどうなります」

「あ、そうだった。それで、ダザン王国というのは？」

「ダザンは南の大陸の入り口にある、古い王国です。いにしえの太陽神国の流れを汲くみ、今なお伝説が息づく国──アミュールの末まつ裔えいが集つどう国です」

「ははあ、それで属国だとか言ってたのね」

　あたしはスーリエに現れたダザン兵を思いだして相づちを打った。四王国の始し祖そが太陽神国の臣下だったから、とでもいうのだろう。むちゃくちゃな話だ。

「そいつらがなぜ粛清なんかを、こんな遠いところでやってるの？」

「ダザン──というより、アミュールの末裔は、他の能力者を忌み嫌います。その存在を否定し、浄化と称してこの世から抹まつ殺さつしてしまおうと企んでいるのです。それを実行しているのが、第三の力を持つ者で構成された粛清隊です。この少年が狙われたのもそのせいでしょう」

　エストは苦にが々にがしく頭を振った。あたしはどきりとする。ほかの能力者を忌み嫌う？　マラスターン王家はアミュールの末裔だ。神殿は王家と結びつきが固かった。

　まさか、鬼子と称して第三の力を持った赤ん坊を神殿が没ぼつ収しゆうしてきたのは……

　なんだか怖い考えになってしまったので、あたしは慌てて口を開いた。

「あいつら、あたしのこと知っていたわ。出で来き損そこないだなんて、そりゃ私生児だけど失礼な言いぐさよねっ。あんなのに同族なんて死んでも言われたくないわ」

「彼らは同族を異常に愛しますからね。同族以外は滓かすも同然と思っているのです。おかげで南の大陸から能力者は姿を消し、このハイネルンストでも徐々に減り続けています」

　エストの説明にバトリーがぽんと手を打った。

「なるほど、少ないと感じたのは気のせいじゃなかったんだ。じゃあ、そのアミュールの子孫たちも大なり小なり超能力を持っているのかい」

「むろん、アミュールその人とは比くらべものにもなりませんが、攻撃能力のない魔法使いでは逃げることしかできなかったでしょう」

「あ、あんな奴らなんかに負けないやいっ。それに、おいらたちだって……！」

　少年がなにか抗議しかけたが、そのまま口をつぐんでしまった。エストも言及する気はないらしく、話を続ける。

「ダザンがもっとも忌むのは魔道士たちです。しかし、稀き代だいの魔道師アイダント・モアによって彼らは庇ひ護ごされ、ダザンはまったく手が出せません。アイダント・モアはおそらく、この世でもっとも強い道士だと言っていいでしょう」

「狩る者と狩られる者か。ダザンに狙ねらわれる反動で自分も人狩りに精を出してんのかな」

　飽きてきたらしく、いい加減なことを言うバトリー。そんなことで狩られたら、普通の人間はたまらないわよ。

　アミュールの末裔が集まった国粋主義国家、ダザン。強力な第三の力を持った能力者、沼地の魔道師。そして、浄化・粛清と人狩りの犠牲になっているあたしたちハイネルンストの人間。もしかしてあたしたちは、そいつらのいがみ合いのとばっちりを受けているだけなのかしら？

　そこまで考え、バトリーがあたしとエストを代わる代わる見ているのに気がついた。

「なによ、バトリー」

「あのさあ、アミュールの末裔が力を持っているということは、カリルだってエストだってなにがしかの力を持っていてもおかしくないんじゃないかい」

　バトリーが言い終わる前に、ばっと少年が飛び跳はねた。その幼い顔が恐怖と憎しみに青くなり、奇妙に歪んでいる。あらら、誤解されちゃった。

「ねえちゃんたち、ダザンの奴らだったのか!?」

「なに寝ぼけたこと言ってんのよ。あいつらの仲間だったら逃げてくる必要ないでしょう」

　あたしはわざと呆れて言い返した。予想通り、少年は出鼻をくじかれた面もちで、

「違うの？」

「違うわよ、あたしはマラスターン人だもの。それにバトリー、あたしは神通力なんか持ってないわよ。私生児で血は薄いんだから」

　十五年の人生で奇跡を起こした経験など皆かい無むだ。あたしはエストを仰あおぎ見た。彼女もエルヴィラの王族だというなら、力を持っていてもいいはず。でも、そんな素そ振ぶりは一度も見たことがない。彼女はあたしの視線に気づくと、苦笑して、

「私も第三の力は持っていませんよ。エルヴィラの血は半分しかありませんから。それにアミュールは滅んで久しい伝説の人々、その血は薄まる一方です。力を持たずに生まれてくる者は珍しくありません」

「ねえちゃんたち、四王国の王族なのか？」

　少年は目を円くして声を上げた。そうか、あたしはこんな風に声を上げて驚かれるような存在だったのね。少し感動してしまった。エストがやんわりとした口調（凄せい惨さんな姿とは裏腹に）で答える。

「私はエルヴィラ国王の姪で、エストレディータ・ミクマーラ・エル。こちらはマラスターンの王女カリル、その男性はマハサイ王国の体術士バトリー・オル・ハンです。私たちは沼地の魔道師のもとへ人質を取り返しに行く途中なのです。ダザンとは本来なんの関わりもないのですが、どうやら私たちは彼らに監視されているようですね」

　エストの言葉にあたしは肩をすくめた。やれやれ、面めん倒どうなことになってきた。あたしはフェリシティを救い出しにいくだけなのに。アンジェラの言いつけに従って。

「そういえば、エストはアンジェラさまとどういう関係なの？」

　今まで聞きそびれていたのだが、アンジェラの名前を聞いた途端、エストの目がふっと細くなった。

「彼女は私の従い姉と妹こです。もっとも、母方ですから同じ一族ではありませんが」

「従姉妹って……」

「おいらも連れてってよ！」

　あたしの言葉は少年の声に遮さえぎられた。

「おいらも沼地の魔道師のとこに行きたいんだ、お願いだよ！」

　必死の面もちでそう懇こん願がんする。あたしとバトリーは顔を見合わせた。この子の家族も人狩りにやられたのかと思ったからだ。エストが静かな口調で少年に質問する。

「私たちは見てのとおり魔道師と敵対する身。ダザンにも目をつけられています。道中は危険です。それを分かっているのですか」

「おいらはダザンに追われてるし、ここら辺の連中は魔法使いを人間と思っちゃいないもん。どっちにしろ危険だよ。それに、沼地の魔道師んとこに兄ちゃんがいるんだ」

「やっぱり人狩りにやられたのか」

　バトリーの問に、しかしながら少年は首を振って否定した。

「兄ちゃんたちは進んで行ったんだよ。だって、あいつらが守ってくれるんだもん。ダザンの粛清隊に対抗できるの、魔道士たちぐらいなもんだからさあ。でも、なんか変なんだ。兄ちゃんたち、なんか、その……」

　そこまで言うと少年は顔をしかめた。なにが変なのか自分でもよく分からないみたい。

「ともかく、じいちゃんたちは放っとけって言うんだけど、兄ちゃんたち若い連中がいなくなって、村は貧しくなる一方なんだ。このままじゃおいらたち飢え死にしちゃうよ。連れ戻しに行きたいんだ！　でも一人じゃ心細いし、お願い、一いつ緒しよに連れてってよ！」

　少年はひしとあたしの服を摑つかんで訴える。一体どうなっているの？　人狩りを行い、人質を要求し、国を滅したかと思えば、一方で弱い能力者たちを匿かくまっている。沼地の魔道師はなにを考えているのかしら。なにかが変だ。

「なんだか頭がこんがらがってきたわ。どうなってるのよ、もう」

「まあ、なんだっていいじゃないか。行動あるのみさ。うー、腕が鳴るなあ」

　バトリーが腕を回しながら気楽に言う。この男、もしかして、戦えれば理由はどうでもいいわけ？　市場で見せた顔はなんだったのかしら。あたしは少年の頭を抱かかえながらため息をついた。







　　　　５




　サマンダから内陸に入り、馬で東進すること三日。人気のない草原にぽつんと残された廃はい墟きよを見つけ、あたしたちはそこで野や営えいすることにした。

　昔は、辺境の取るに足らない小さな村でも、人々の営いとなみがあり、静かで穏おだやかな生活が送られていたのだろう。それが今や、泥の堆たい積せきがかろうじて家の形をとどめているに過ぎない。あたしは泥の堆積をめぐりながら、スーリエもあと十年したらこんなふうになるのだろうかと考えた。家々は崩くずれ、風化し、最後には泥の荒野となる。その中に王宮と神殿の残ざん骸がいがぽつんと残るきり。その光景を思い浮かべ、あたしは身震いした。

　泥壁の側で熾おこした焚たき火びへ帰ると、エストがパンを差し出しながら言った。

「ここは五年前に人狩りにやられたみたいです」

「どうして分かったの？」

　エストは無言で、部屋の隅にうずくまっているコリンを指さした。結局強ごう引いんについてきた魔法使いの少年は、ぼろ布を抱きしめ、目を真っ赤にしていた。泣いていると思いきや、そうではないらしい。よく見ると、ぼろ布は汚きたなくなった人形だった。知っている村だったのかしら。直接声をかけるのは気が引けて、あたしはエストに聞き返した。
















「なにかあったの？　知り合いでも住んでいたの？」

「そうではありません。魔法を使って、この村になにが起きたのか彼に視みてもらったのです」

「どういうこと？」

「あの人形に残っている記憶を手た繰ぐってもらったのです。魔法使いならそのくらいは簡単にできます。ただ、その記憶に同調してしまったらしくて」

　そう説明してエストは困ったように微笑ほほえむ。つまり、コリンは人形の悲しみをもらってしまったということか。魔法ってそんなこともできるのね──感心した反面、それはかなり危険であると気がついた。悲しみならともかく、憎しみと同調してしまったら。そんなあたしの思いを悟さとったか、エストが、

「第三の力を持つ者の扱いは気をつけなくてはなりません。力の使用は体力を損ない、そして精神も傷つけます。特に魔法使いのようにバランスの悪い能力者は、体力消費が少ないので心の消しよう耗もうに気づくのが遅れます。いたわってあげてください」

　彼女の言葉にあたしは頷うなずいた。能力者もなかなか大変なんだわ。第三の力は決して不公平なものじゃない。やっぱりどこかで帳ちよう尻じりをあわせることになる。

　そんなことを考えているうちに、草原へ狩りに出ていたバトリーが狼おおかみを提さげて帰ってきた。




　七日も東に走ると草原は尽き、高山地帯に入った。草一本も生えない不毛の山が連なり、細い川に沿って回かい廊ろうができている。その谷間をあたしたちは瓦が轢れきと岩を越えて進んだ。

　奥に進むにつれて肌寒くなり、あたしたちは途中の村で厚手の服と皮靴を買い求めなくてはならなかった。あたしが持っていた宝石はそれでもまだ充分にあったけど、交換率はどんどん悪くなる一方だった。サマンダでは馬三頭と瑪め瑙のうのペンダントのレートだったのに、山間では金の三連ブレスレットがボロの服四着にしかならない。

　途中、家畜を連れた牧ぼく童どうに五回くらい出会った。家畜は黒山や羊ぎだったり、羊だったり、牛だったりもした。言葉の通じない彼らから乳をもらい、道を聞いて別れる。

「こんなところにも人は住んでるんだわ」

　思わずあたしは呟つぶやいた。世界は果てしなく続いて、行けども行けども目的地にたどりつかない。遠い。空が遠い。崖がけと崖の狭間に見える空はやけに青く鮮やかだけど、あたしたちがいる灰色の世界とは境界線で区切られているみたいだった。いつまでたってもあの空の下にはたどりつけない気がした。




　サマンダを発たって十日後、ようやく長い回廊を抜け、峠とうげを越えると、青乳白色の湖が眼下に広がった。かなり大きく、満々と水をたたえている。でも、周囲は草木も生えない岩山で囲まれていて、なんだか不ぶ気き味みな感じがした。これだけ水があるのに大地は乾ききっているなんて。

　峠越えは川もなく、水を切り詰めての行程だったから、一番ばてたのはバトリーだった。彼は飲料水には不自由したことのない熱帯の国の出身だ。湖を見た途と端たん、

「おっ、これぞ天の恵みって奴だな」

　なんて大喜びして、先に湖こ畔はんに馬を駆っていってしまったのだ。ばてているわりにはどこまでも元気な男よね、あたしなんか馬に乗っているのも苦痛なのに。

　ようやくあたしたちが岸辺に下りて水を飲もうとすると、すでにしこたま飲んでしまったらしいバトリーが、暗い顔をして、

「この水、飲まないほうがいいな。腹がもたれる」

　と言ったきり、ぱたんと倒れてしまった。

「バトリー!?」

　慌あわてて駆け寄ると、バトリーは泡を吹いて失しつ神しんしている。

「ちょっと、どうしたの！」

　仰天したあたしにエストも近寄ってきて、

「すぐに医者に見せた方がいいですね」

「そ、そうね」

　前後不覚のバトリーを抱かかえ、あたしたちは急いで湖畔の町スィバへ入り、宿をとって医者を頼んだ。やってきた医者が言うには、

「この湖の水は弱い毒性があって、決して飲料水にはならないんだ。大量に飲んだみたいだけど、胃の中を洗浄したし、彼はまだ若く体力もあるから、二、三日安静にしていれば治なおるよ」

　とのことだった。それを聞いてあたしたちはほっとした。ほっとした反動で、

「本当に考えなしなんだから、バトリーはっ」

「にいちゃん、少しは頭使った方がいいよ」

　うんうん唸うなるバトリーの頭の上で、あたしとコリンが囂ごう々ごうと非難する。若い医者は苦笑すると、流りゆう暢ちようなハイナ・セファーン語（もぐりの医者ではないらしい）で、

「キコーリ峠を通ってくれば、誰だってオーロラ湖の水を飲みたくなりますよ。ここら辺の水は呪のろわれちまっててね、この二、三年で井戸はみんな干ひ上あがっちまうし、私たちはナバンの雪解け水を引いて暮らしてるんです」

「上水道が完備しているのはそのためですか」

　エストが尋ねると、青年医師は頰ほおを赤らめながら頷うなずいた。どこでも男は美人に弱いものだ。

「井戸が涸かれた原因は？」

「水脈が変わっちまったんですよ。年寄り連中はオーロラ湖の龍りゆう神じんの祟たたりだと言うし、若い連中はエルヴィラ王国がナバン一帯を支配するために魔術で呪いをかけたと言うし」

　それを聞いて、お茶を飲んでいたあたしが噴きだしたのは言うまでもない。医師が帰ったあと、真相をエストに聞くと、彼女はいつになく憮ぶ然ぜんとした様よう子すで、

「今のエルヴィラには戦争をしかけるほどの力はありませんよ。今いま時どきこんな辺境の人間が、エルヴィラの名を知っているだけでも驚くべきことです。迷信深い誰かが伝説や昔話を頼りに妄もう想そうしたことが、噂うわさになってしまっただけのことでしょう」

　と答えた。まあ、そういうこともあるだろう。ここら辺も遠い昔には四王国の版はん図とだったのだし、水を司つかさどるエルヴィラ神は人々の記憶に残り続けてもおかしくはない。

「ねえ、どうにかならないのかな。助けてあげられない？」

　コリンがあたしの服を引っ張って尋ねる。これはあたしにではなくエストに向けられた質問だ。コリンは未いまだにエストに慣れないらしく（第一印象が血ち塗まみれの美女だったんだもの、無理はない）、あたしを媒ばい体たいにするのだ。その気持ちは分からないでもないので、あたしはエストに聞いてやった。

「ねえ、エルヴィラ人ならどうにかできるの？　仮にも〈水の王国〉なんだし」

「まさか。自然の摂せつ理りはそんなに簡単なものではありませんよ。エルヴィラ神その人ならともかく、今の王家に水脈を変えるほどの力はありません。ましてや私は『力なし』なのですから。放っておきなさい、たとえどんな奇あやしの力があろうとも。好奇心は猫を殺すと言うでしょう。おのれを過信してはいけません」

　ぴしゃりとエストは釘を刺す。コリンは悄しよう然ぜんと肩を落として、口を閉ざした。なにか思うところがあったのだろう。可哀かわいそうだけどしかたない。

　そうしてあたしたちはスィバの町に滞在する羽目になった。




　翌日、あたしは散歩に出かけた。スィバは木と石でできた町だった。どこから持ってくるのか木材で家の骨組みを造り、その間に平べったい石を重ねていく。よっぽど緻ち密みつに重ねているらしく、ちょっと蹴け飛とばしたくらいではビクともしなかった。

　行き交かう人々は黒山羊の毛で織られた服を着ていた。色とりどりの縫いとりが鮮やかだ。男はレース編みの帽子をかぶり、女は長い黒髪を細く編んで美しい石のバンドで留とめている。そして、首から幾重にも赤い石の首飾りを下げていた。山間の辺境でもそれなりに華やかさがあるんだわ。

　じろじろと町の人々が胡う散さん臭くさそうにあたしの金髪を見ていく。慣れているので気にしないけど、面倒はいやなのでショールを頭から被かぶることにした。一緒についてきたコリンはおどおどしながら、忙しく周囲を窺うかがっている。紫の瞳ひとみを気にしているのかと思いきや、

「ねえちゃん、こっちに行こう」

　と、あたしの手を引っ張って市場の方へ向かう。なにかしら。

　町の中央にある市場は、青空市場と言うのも気が引けるような、活気に欠けた露天売りの集まりだった。それぞれが自分の荷物を広げたきり、ぼんやりと座すわりこんでいる。売っているものも悲しいくらいお粗そ末まつで、しなびた野菜やぐったりした魚、片手で捻ひねれそうな小鳥、塩漬けの肉などだ。

「ねえちゃん、これ」

　きょろきょろしていたあたしを、コリンがつっ突いた。見ると、それは広場の中央に据えられた井戸だった。何年も使っている様子がないので、すっかり景色けしきに溶とけこんでしまっている。ちんまりと申しわけなさそうにある井戸を覗のぞくが、暗い闇やみが見えるだけだった。かなり深いみたい。

「やっぱり涸れてるわね。水の匂においがしないもの」

　覗きこんでいると、なんだか自分が巨大な蟻ありにでもなったような気がした。ぱっくり口を開いた巣穴の奥に、複雑な迷路が見えてくる。そして、暗がりの中に潜ひそむ、無数の蟻の集団。黒い頭部をめぐらし、じっとこちらを見つめている……

「おい」

　急に肩を摑まれ、あたしは飛び上がった。振り返ると若い男が二人、怪け訝げんそうな目つきであたしを睨にらんでいる。格かつ好こうからいってスィバの人間だ。コリンの手に力がこもるのを感じた。なにかあればいつでも逃げられる体勢に入っている。あたしは努つとめて冷静な口調で、

「なにか用？」

「おまえたち、外国人だな、エルヴィラ人か」

「違うわ。あたしはマラスターンの人間よ」

　内心ぎょっとしながらも、あたしは即答した。あたしには四分の一以上エルヴィラ人の血が流れているけど、マラスターン人には違いない。昨日の医者の言葉が思いだされた。少し迂う闊かつだったわね、こんな金髪を持って問題の井戸の側そばをうろつくなんて。

　案の定じよう、青年たちもまったく信じてないらしく、

「マラスターン？　知らんな、そんな国。旅人がどうしてこんなところをうろついてんだ」

「まさか、この井戸になんかしようとしてたんじゃないだろうな」

「あたしの連れが湖の水を飲んで倒れてるのよ。それでちょっと水を見にきただけ」

　我ながらよく分からない理由だと思いながら答える。ところが、意外にも二人の青年は一斉に腹を抱えて笑いだしたのだ。面食らっているあたしたちに、彼らは、

「わははは、なんだ、おまえたちかあ！　オーロラの水を飲んで担かつぎこまれた間抜けな旅行者っていうのはあ。なんだ、なんだ、わはははは！」

「あんな色水を飲む奴なんざ、ここ三年出なかったっていうのによ！　こいつらかあ！」

　大声で喚わめきながらバカ笑いする青年たち。それを聞いた通行人が一緒になって笑っている。あたしは頰がかっと熱くなるのを感じた。なんてことだろう、バトリーの失しつ態たいの噂はこの狭い町をすでに駆け抜けていたのだ。ああ、恥ずかしい！

　あたしはコリンの手を引っ張り、逃げるようにその場を去った。幸い青年たちは笑うのに忙しくて、呼び止められることもなかった。そのまま宿屋に飛びこむ。

　部屋に戻ると、医者が検診に来ていた。あたしは眠っているバトリーを睨みつけ、

「まったく、バトリーのおかげでとんだ恥ずかしい思いしちゃったわ」

「どうかしたのかい」

　青年医師に尋ねられ、あたしは今の騒ぎを彼とエストに説明した。ところが医者は、

「それは違うよ、カリルさん。あいつらは町の青年団でね、井戸が涸れてからというもの、余よ所そ者ものを目の仇かたきにしてるんだ。ひどい乱暴者ばかりで、年長者の言葉なんか聞きやしない。きみたちが無事帰ってこれたのも、彼の武勇伝のおかげだよ。感謝しなくちゃあ」

「これのどこが武勇伝なのよ」

　あたしは憮然と言い返したが、医者がしごく真ま面じ目めな顔で言うので、それきりにしておいた。

　聞けばバトリーは明日にでも起きあがれるようになるとのこと。感謝はしないけど、いじめるのはやめておこう、そう思ったあたしだった。




「ねえちゃん、起きてよ。ねえ」

　夜中、あたしはコリンに揺り起こされた。さすがに病人を入れてで一部屋四人というのはきついので、あたしとコリンで別に一部屋を取っていたのだ。エストはバトリーと一緒だ。若く年も近い男女を同じ部屋に、と思わないでもないけど、バトリーは前後不覚、ましてや相手はエストである。なにかある方がおかしい（合意の上ならともかく）。

　あたしは目覚めはいいので（これも義母が毎朝乳搾しぼりに行かせてくれたおかげである）、すぐに体を起こした。木窓の隙すき間まから見える外はまだ暗く、宿は静まりかえっている。

「なに、一人で厠かわやに行けないの？」

「そんなんじゃないよっ。ねえ、一緒に来てよ。井戸の底に下りたいんだ」

「井戸ですって？」

　コリンは暗くら闇やみの中で頷うなずいた。広場の井戸のことだろうが、なんだってそんなところに、しかもこんな夜中に。訝いぶかるあたしに少年は言葉を続けた。

「井戸の底になにかがあるみたいなんだ。水が出ないのもそのせいかもしれない。調べてみたいんだけど、やっぱり一人じゃ怖くて」

「第三の力で感じたのね？　分かったわ、すぐ支し度たくして」

　あたしの即断に多少戸と惑まどいながら、コリンは支度を始めた。だってあたしも気になっていたんだもの、井戸涸れの原因を。あたしは好奇心が旺おう盛せいなのだ。

　数分後、あたしとコリンは宿屋を抜けだすのに成功していた。町は闇に閉ざされ、沈黙に支配されていた。明かりのついている家は一軒もない。こぼれるような満天の星空が、頭上一面に広がっていた。誰にも見られないまま広場に着く。

　星明かりに浮かび上がった井戸は、ぼんやりと実体のない影のように見えた。中を覗いても、やはりなにも見えない。深い、暗い冥めい府ふの闇が、ねっとりと沈ちん澱でんしているようだ。

「あ、縄持ってくるの忘れちゃったわ。これじゃ降りられないわね」

「そんなもの必要ないよ」

　そうコリンは笑って、あたしの手を握った。ふっと目眩めまいがして、次に瞼まぶたを開いたときにはあたしたちは乾いた井戸の底にいた。空間移動したのだ。

「ああ、なるほど。楽なもんねえ」

　ひどく感心してしまうあたし。コリンははにかんだ笑顔を見せた。

　煉れん瓦がで囲まれた井戸は、上から覗くほど暗黒に包まれているというわけでもなかった。顔を上げれば、円形にくっきり切りとられた星空が見える。弱々しいランプの火がぽっかりと口を開く幾つかの横穴を照らしだした。

「洞どう窟くつになってたんだわ」

「そう古いもんじゃないね。多分、井戸が涸れてから掘りこんだんだよ」

　コリンが横穴を覗きこみながら言う。あたしはちょっと驚いて、

「博はく識しきね、コリン」

「普通だと思うけど。ねえちゃんが知らないだけだよ」

　そんなものかしら。あたしは墓ぼ穴けつを掘りそうなので、それ以上言うのはやめた。

　岩盤がむき出しの横穴は光を向けても数メートルしか届かず、その奥には暗黒が渦を巻いている。魔物の巣そう窟くつだったらどうしよう。魔物とまではいかなくても、あの暗闇からなにか現れたら、あたしは悲ひ鳴めいを上げる間もなく失神するに違いない。たとえば、巨大な蟻なんかが現れたら──

「……なんか覚えのある光景ね」

「そういうの既き視し感かんって言うんだよ」

「いえ、そういうんじゃなくて……うまく言えないけど、見えたのよ。昼間来たとき、蟻の巣みたいなものがあるって、見えたの」

　あたしは自分の表現力の乏とぼしさをもどかしく感じながら説明した。コリンは妙みような顔をしている。やっぱり分からないわよね。悄しよう然ぜんとなるあたしに、コリンが慌あわてて、

「ともかく奥に行ってみようよ。こっちからなにか感じる」

　かくして、あたしたちは少し下り坂になっている横穴に入り、歩き始めた。長い長い闇の廊ろう下かが続く。

「魔法使いがいるってとても心強いわね。なにかあったら空間移動すればいいんだもの」

　あたしは努めて陽気に言った。それなのに、コリンは憮然とした顔で、

「そんなこと言うならおいらの手、握りしめないでよ。痛いじゃん」

「だって怖いんだもの！」

　穴はくねくねと曲がり、幾つも分ぶん岐きし、何度か合流し、少しずつ少しずつ下っていった。道が分かれるたび、コリンは迷いもせず道を選んだ。空気も淀よどむことなく、人が楽に通れる穴が続く。まだなにとも出くわさない。蟻にも、ぬかるみにさえ。

　ひどく長い時間、トンネルを進んでいった。いつ果てるとも分からない坑道を進む──と思っていたら、いきなり道が終わってしまったのである。

　掘りかけの先端が虚むなしくあたしたちの前に立ちはだかった。あたしは無論、コリンも呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

「……どういうこと？」

「うーん。おいら、感じる方向は分かるんだ。でも、道は真っ直すぐじゃなかった、かな」

　情けなさそうにコリンは答える。あたしは頭を抱えた。やっぱり子供だ。

「この奥はなにかしら」

　岩盤に耳を押し当てると、ざあざあと大木の梢こずえが擦すれあうような音がした。湖だ。危あぶない危ない、湖の側面に出ちゃったみたい。道が途と切ぎれるのも当然だ。

「ねえ、力の発生地まで空間移動していけないの？」

「岩盤の中だったらどうするのさ」

「岩の中に閉じこめられちゃうとか？」

「そんなことはないけど、岩の存在の力に弾はじかれてとんでもないとこに飛ばされちゃうよ」

　それを聞いてあたしはため息をついた。いい思いつきだと思ったのに。

「じゃあ、もう一回やり直しね。井戸まで移動してちょうだい。それならいいでしょ」

「ねえちゃん分からない？　大地の女神の末まつ裔えいなんだろ、地脈を読んでさ」

「むりよ。第三の力は持ってないんだもの」

　あたしは肩をすくめて言い返す。でも、コリンは引き下がらなかった。

「だって、昼間蟻の巣が見えた気がしたって言ったじゃないか。あれ、きっと力が発現してるんだよ。地脈を読んだんだ。そうに違いないよ」

　やけに確信しながらコリンは言うと、懐ふところから円い粒を取りだした。例の、バトリーがくれたのと同じ錠剤だ。彼はそれをあたしに差し出すと、

「これ飲んだんだろ。なら、そうだよ。だってこいつ、普通の人が飲めば精力剤で済むけど、本当は第三の力を発現させる薬なんだ」

「ええっ!?」

　あたしは驚きの声を上げ、慌てて口を塞ふさいだ。狭い坑道にあたしの声が反響して遠ざかる。おそるおそる錠剤を摘つまみあげ、コリンと見比べた。魔法使いの少年はきまり悪そうに、それでも確信にあふれた表情であたしを見ている。

「本当？」

「うん。潜在的な能力者が飲めば、その力を覚かく醒せいさせるきっかけになるって。一般人でも感覚が鋭くなったり、異常に力が出たりするんだ」

「実際に誰かが能力者になった例はあるの？」

　そうあたしが尋ねると、コリンはなぜかうつむいた。数秒の沈黙のあと、ぼそぼそと、

「兄ちゃんたちが」

「沼地の魔道師に与くみしたっていう？　だって元々魔法使いなんでしょ」

「兄ちゃんたち、魔法使い以上の能力者になっちまったんだ。エスト姉ちゃんが言ってただろ、魔法使いは攻撃能力がないって。でも、薬を飲んだ兄ちゃんたちは……」

　コリンは口をつぐんだ。そのあとは聞かなくても分かる。彼らは攻撃の魔法を手にいれてしまったのだ。

　あたしは呆然と薬を見つめた。第三の力のことはよく分からないけど、たかだかこんな錠剤で力の質を変容させることが可能なの？　そして、薬を飲んだあたしはどうなるの？

「でも、ねえちゃんは大だい丈じよう夫ぶだよ。アミュールの末裔ったって、血はかなり薄いんだろ。遺伝的能力者の力の強弱は血の濃さと比例するんだ。感覚が鋭くなったぐらいじゃない」

　やにわにコリンが陽気な調子で言った。どうやら、落ちこんでいるはずのコリンに慰なぐさめられるほど、あたしはひどい顔をしていたらしい。そりゃ、迫害される能力者になったなんていきなり言われれば、誰だって困こん惑わくする。でも、コリンに慰めてもらうなんて。しっかりしなくちゃあ。あたしは自分に叱しつ咤たすると、努つとめて明るい声で、

「まあ、これからの旅、少しくらい力があった方が便利よね。地母神マリカの神じん通つう力りきが授さずかったんだもの、喜ぶべきことだわ」

　そう言ったあとで、あたしはふと疑惑にかられた。

「でも、あたしが飲んだのはバトリーがどこかで貰もらってきた薬だったわ。ねえ、この薬って誰でも簡単に作れるの？」

「ううん。沼地の魔道師がいろんなところで能力者に配り回ってるんだ。これで商売しろって。けっこういい商売になるから、おいらの村でも売ることにしてんだよ」

「げっ」

　コリンの返事にあたしは唸うなった。沼地の魔道師が作ったものですって？　いかがわしい。いかがわし過ぎるっ。胃に手を突っ込み、消化されてしまった錠剤を掘り起こしてでも吐こうと思ったくらいだ。そして、こんないかがわしいものを飲ませたバトリーに対して理不尽な怒り（あながち理不尽とは言えない）が、ふつふつと湧わき上がってきた。あの男はトラブルメーカーかっ。

　あたしの形ぎよう相そうに驚いたか、コリンが慌てて、

「いくら憎い魔道師の作った薬だからって、まだ死人は出てないよ。安心しなよ、ねえちゃん。毒なんか入ってない、彼はそんな人じゃないよ」

　そう力説する。まさかコリン、沼地の魔道師のことを尊敬しているの？　あたしは目を円くして魔法使いの少年を見つめた。よく考えてみれば当然のことだ。沼地の魔道師は魔法使い一族にとって救済者なのだから。全すべての霊能者にとってもそうだろう、ダザンという悪逆非道な国から守り、生活の糧かてを与えてくれる。決して彼らは沼地の魔道師にひどいことをされたのではない。

　沼地の魔道師、一方で人狩りをやっておきながら、一方で迫害される能力者を救済するとは一貫してない奴だ。非人道的なのか人道的なのか、悪役なのか正義の味方なのか、はっきりしなさいよっ。

　──なんて怒っている場合じゃなかった。あたしは大きく息を吸い、気持ちを落ちつかせる。

「ともかく、いつまでもここにいるわけにはいかないわ。本当にあたしに力があるのか試してみましょ。コリン、やり方教えて」

「アミュールの力なんか勝手が分からないよ。昼間と同じようにやってみれば？」

　あたしは頷くと、ランプの明かりを手で覆ってもらい、今来た道を凝ぎよう視しした。

　果たして、暗闇に目が慣れるにつれ、ごつごつした岩肌がぼんやりと光り始めた。光ひかり苔ごけ？　いえ、違うわ。岩肌を透かして内部から洩もれてくる光だ。蛍ほたるの光のように淡く、不可思議な色をしている。そんな光の点が壁から天てん井じようから、今踏みしめている靴の下にまで現れ、まるで星空の中に放り出されたような賑にぎわいになった。

「すごい……」

　あたしは感かん嘆たんして呟つぶやいた。コリンが怪け訝げんな面もちであたしを仰ぐ。彼にはこれが見えないの？

「きれいだわ。なんてきれいなの」

　もう一度感嘆する。あたしは今、偉大なる大地の女神の力をもって、龍脈の断片を視ているんだわ。すごい。人が見えないものを見ることができる。それが第三の力を持つ者。こんなことができるのなら、もっと早く発現すればよかったのに。これくらいなら誰に気づかれることもなく、あたしだけのささやかな楽しみになったのに。これが視られるのなら、義母の虐ぎよく待たいなんかへっちゃらだったはずよ（だからといって、死にたくなるほど苦しんだというわけでもないが）。
















　右腕に風が当たる気がして、あたしは視線を落とした。でも、ショールの上から風を感じるなんておかしい。これは風じゃないわ。なんというか、そう、空気の固さが違うというか、手をかざすと抵抗を感じる密度の高い部分があるというか、そんな感じ。

「コリン、なにか感じるわ。風みたいな、空気の密度が違う部分がある」

「それはエネルギーの波だよ。どっちから伝わってくる？」

　あたしは道の伸びる方向を指さし示した。コリンはそれから少しずれた岩壁を指すと、

「おいらが感じるのはこっちなんだ。ねえちゃんの感じてる波は、穴に沿って漂ただよってくるんだと思う。だから、それを辿たどっていけばいいんじゃないかな」

「なるほどね。さすがは魔法使い、よく分かってるわ」

　さすがはなんて形容するほど分かっているわけじゃないけど、あたしは感心して応こたえた。コリンは照れながらも得意そうに笑った。

　あたしたちは道を引き返した。幾度目かの四つ叉の分岐点で道を変える。龍脈のかけらは集中しなければ視えなかったけど、少し繰り返すとよけいな神経を使わなくても視たいときに視えるようになった。すごい適応力だ。

「ねえ、コリン。沼地の魔道師は仲間を増ふやすために薬を売れと言ったんじゃないの」

「うん、それはじいちゃんたちがよく言ってた。でも、もっと能力者が増えれば、おいらたちも山ん中で隠れて住まなくてすむし、町に出ても海に放りこまれなくてすむようになるんだ。反対はしないよ、おいらたちは。おいらたちだって幸せになる権利があるよね」

　そうコリンは力説する。いちいちもっともなんだけど、でもどう考えても、あたしには沼地の魔道師はフェリシティをさらった極ごく悪あく人にんとしか思えなかった。

「沼地の魔道師や能力者たちはダザンを憎んでるんでしょ？　コリンも？」

「ダザンというより、太陽神国、突き詰めればアミュールだね。憎いなんてもんじゃないよ。あいつらが霊能者を虐殺したから、仲間がどんどん減っていっちゃったんだ。力さえあれば報復したいって、能力者全員が思ってるよ」

　憤然とコリンは答える。その中にはきっとマラスターン王家も含まれているんだわ。押し黙ったあたしを見て、少年が慌てて付け足した。

「でも、ねえちゃんたちは別だよ。だって、フェリムの四天王の末裔だろ？　仲間だよ」

「え？」

　それはどういう意味だとあたしは聞こうとした。でもその前に、今までになく強い力の波が全身に吹きつけてきて、足を止める。コリンもすぐに立ち止まった。

　角を曲がった向こう、闇の奥で、きらりとなにかが光る。

「あれね」

　あたしが呟くと、コリンは無言のまま頷いた。ゆっくり、慎重に歩み寄る。

　坑道の果てるところ、それは楔くさびのように大地をうがっていた。あたしの腰の高さまである、円錐の透明な石だ。少しピンクがかっていて、ほのかな光を放っている。

「水晶みたい……」

　あたしはおそるおそる手を伸ばした。奥深く岩盤に突き刺さっているわけではなく、それどころか一押ししたら倒れてしまいそうだ。全身で波を感じる。これが力の源みなもとだわ。

　そっと水晶を一押しし、慌てて手を引っ込める。でも、水晶は抜けるどころか微動だにしなかった。コリンが声をひそめて言った。

「なにか特殊な術でくくられてるみたいだ」

「解ける？」

「おいらには無理だよ。術をかけた能力者でも引っ張ってこなくちゃ。それに、今抜いたら水があふれる。と思う」

　コリンの声が小さくなる。あたしは目をみはった。

「じゃあ、渇かつ水すいは人じん為い的てきな仕し業わざだったというの？　いったい誰が！」

「そんなの分からないよ。でも、術者の居場所をたどることはできると思う。これだけの大仕掛だもの、媒ばい体たいを使ってるはずだ」

　そう答えると、魔法使いの少年は瞼を閉じて瞑めい想そうのていになった。両手を水晶にかざし、ぶつぶつとなにか唱となえる。

　この子は最初から分かっていたのだ、渇水が人為的なものであることを。だから昼間偵てい察さつに来た。そして、原因を見ずにはいられなかった。

「見つけた。すぐ上だ」

　コリンが呟く。力を使ったせいか汗をびっしょりかいて、顔が少し蒼あおかった。それにも関わらず、コリンはあたしの手を握り直すと、

「ねえちゃん、移動するよ」

「ええっ、乗りこむ気なの!?　相手が何者かも分からないのに？」

「大丈夫だよ、偵察だけ。場所を確認して、見るだけだって」

　あたしの制止も無視してコリンは移動の体勢に入った。こうなったらあたしにはどうにもならない。手を振り解けばいいんだけど、コリン一人で行かせるわけにもいかなかった。

　例の、世界が歪わい曲きよくする奇妙な感覚に襲われ、やむなく目をつむる。平衡感覚を失い、そして再び足元がしっかりしてから、あたしは瞼を開けた。

　見なければよかった。

　そこは、悪魔の礼拝のまっただ中だったのだ。
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　考えてみれば黒ミサなんて見たこともないが、でも、第一印象はそうとしか言いようがなかった。蠟ろう燭そくの灯ひが何百も揺れる暗い部屋で（夜中だから当たり前なんだけど）、黒い服を着て（スィバの民族衣装も黒だ）黒いマントを頭からかぶり（それらしいでしょ？）、床ゆかに描かれた魔法陣を囲んでいる五人の男女。その真ん中、即すなわち魔法陣の中に出現してしまったあたしたちの驚きは、とても言葉では語り尽くせなかった。驚きのあまり声も出ない。

　黒ミサの五人は驚くよりも呆ぼう然ぜんとして、しげしげとあたしたちを見おろした。あたしは笑ってごまかそうと一瞬本気で考えたが、顔がひきつって歪ゆがんだ笑みにしかならなかった。

「こ、こんばんわ」

「…………」

　返事はない。あ、やっぱり。

　相手はスィバの人間ではなさそうだった。五人が五人、顔立ちが全く違う。黒い肌の熟女がいれば、赤い縮れ毛の少年がいる。頰ほお骨ぼねの出た老女は杖つえをつき、骨ほね皮かわ筋すじ衛え門もんは杯を持つ手をぶるぶる震わせ、紫の瞳ひとみの青年はまなこを見開きコリンを凝ぎよう視ししている。

　あたしは傍かたわらのコリンを振り返った。それより早く、

「ドレイク！　こんなところでなにやってんだよ！」

　コリンが悲ひ鳴めいのような声を上げる。知り合い──紫の瞳、魔法使いだ！

　ドレイクと呼ばれた青年は、乾いた唇くちびるを何度か舐なめると、

「コリンか。こんなところで会うとはな。人の魔法陣に飛びこんでくるなんざ、ちっとは腕も上達したようだな」

「ドレイクが井戸の水を止めてたのか!?　なんでこんなことしてんだよ！　沼地の魔道師の言いつけなのか、兄ちゃんもこんなことしてんのか！」

　コリンはドレイクに食ってかかった。それを青年はあっさり押さえつけると、

「そんなに怒ど鳴ならなくても聞こえてるさ。まあ、よく聞け。俺たちはたしかにアイダント・モアさまの指示でこの村の井戸を止めている。しかし、それもわけあってのことなんだ」

「エルヴィラ王国の謀ぼう略りやくだって青年団を焚たきつけたのはあんたたちね」

　あたしは鋭く糾きゆう弾だんした。そうだ、こんな山奥でエルヴィラ王国の名が自然に出てくる方がおかしい。誰かが故意に言い出さないかぎり。そして、こいつら以上に適当な噂うわさの犯人はいない。青年は初めてあたしに気づき、胡う乱ろんそうに見た。

「なんだ、この娘は。コリンがたぶらかしこんだとは思えんが」

「あたしは旅の道連れよ。責任をエルヴィラになすりつけて、なに企たくらんでるの」

「言うと思うか、小こ娘むすめ」

　せせら笑うドレイク。あたしはカチンときた。こんな初対面の男にバカにされるなんてっ。なによなによ、企みの一つや二つ、すぐに考え出せるわよ。

　一。井戸の中にすごいお宝があって、それを捜さがしている。そのついでにエルヴィラの名を落としてやろう。

　二。井戸を止めて別のところに水を送っている。そっちでは自分たちが救済者面づらして、こっちではエルヴィラを悪役に仕立てている。

　三。実はそんな複雑なことではなく、エルヴィラの潜在的支配下にあるこの村を手に入れるため、井戸を止めてエルヴィラの名を落とした。

　そこまで考え、あたしは合が点てんがいった。なにも複雑に考えることはない、答えは三だ。一だろうと二だろうと結果は同じ、要は魔道師にカリスマ性を持たせるための演出なのだ。王国の支配は終わっても、水を司つかさどるエルヴィラ神の神性は未いまだ健在なこの地での。

「あんたたちの企みなんかお見通しよ！　結局は沼地の魔道師の人気とりでしょっ。

〈水の王国〉の権威を失しつ墜ついさせるには水を止めるのが一番だものね。そして頃ころ合あい見計らって、いかにも救済者面したあんたたちが現れ、井戸を復活させる、沼地の魔道師の名声と信望は上がる、万ばん々ばん歳ざいって筋書きでしょうが！」

　あたしは目を三角にして怒ど鳴なりつけた。ドレイク一同の顔色が、蠟燭の灯でもはっきり分かるほど変わる。図ず星ぼしだったようだ。なんて奴らだろう、救世主が泣いて呆あきれるわ。

「我々は急いでいるのだ」

　ぞっとするほど嗄しやがれた声が、老女の口から洩もれた。全員の視線が彼女に集まる。

「我々には時間がない。手段を選んでいる暇はないのだ。こうしている間にも、一人また一人と霊能者は殺されていく。いにしえの大だい虐ぎやく殺さつの記憶は子々孫々、連綿と伝えられていくだろう。我々は忘れない。今こそ立ち上がるときなのだ。不当な差別と虐ぎやく待たいに堪たえ忍んできた我々を、今いま更さらおぬしら凡人が糾弾することはできんよ。偉大なる魔道師さまの御み名なが凡人らにも浸透し、我々に生きる権利を認めさせるまで、やめやせん」

　冷ややかな、まったく意見をひるがえす気はない口調。あたしは言葉を失った。なにも言い返せなかった。あたしは能力者を虐待したことはない。そう叫さけんでも真実味はないだろう。なぜなら、それはあたしの周りに能力者がいなかっただけなのだから。

　生き残るためにはどんな汚きたない手段でもとる。その決心の前にはどんなきれいごとも太た刀ち打うちできない。

　でも、やっぱりあんたたちは卑ひ劣れつだわ。あたしは唇くちびるを嚙みしめた。そんなことを言うなら、人狩りをする理由を説明してごらんなさいよ。あたしのフェリシティを返してよ。

「どうだ、コリン。俺たちと一いつ緒しよに来ないか。クルドも待ってるぞ」

「兄ちゃんが……」

　ドレイクの言葉に少年は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。老女の言葉に戸と惑まどっているみたいだ。元々コリンには沼地の魔道師に敵対意識はない。それどころか庇ひ護ごされる立場なのだ。ちょっと待ってよ、こんなところに一人残されても困る。あたしは慌あわててコリンを怒鳴りつけた。

「コリン！　あんたお兄さんたちを連れ戻しにきたんでしょうがっ。反対についていってどうすんのよ！」

「だ、だって、ねえちゃん。やっぱりおいら」

「やっぱりもなにもないわっ。悪事で奪った名声なんか、いつかは破は綻たんするわよ。初しよ志し貫かん徹てつ、男がころころ意見変えていいと思ってんの!?」

　あたしは頭ごなしにコリンを叱しかりつけた。案の定じよう、コリンは混乱に輪をかけて混乱した面おももちで、あたしとドレイクを見み比くらべる。ドレイクは憮ぶ然ぜんと、

「なんだ、この小娘は。部外者は黙ってろ」

「部外者じゃないわ、妹を返して！　人狩りをやめてから偉そうなこと言いなさいよ！」

「うるさい娘だ。そろそろ行こう」

「外で騒がれるとまずい、少し派は手でな置き土産みやげをしていこうや」

　ドレイクはあたしの言葉を無視すると、隣に立っていたひどく瘦やせこけた男に顎あごをしゃくってみせた。男は青ざめた顔で陰気に頷くと、銀杯を投げ出してあたしに向かって両掌てのひらを突きだす。な、なによ、その挑戦的な構えは。

「我が血の盟約に従え、いでよ魔界の獣けものよ！」

　金切り声が部屋に響きわたった。ばっと四人の黒服がとびすさる。

「な、なにを……」

「姉ちゃんも下がって！」

　わけがわからないあたしの腕をコリンが摑つかんで、その場から飛び退のいた。

　男の掌から閃せん光こうがほとばしる。と同時に、空間が横に割れて、暗黒の袋から巨大な黒い影がぬるりとこぼれ落ちてきた。どすんと激しい音を立てて床に叩たたきつけられる。立っていられないほど家が上下に揺れ、梁はりがぎしぎしと音を立てた。

「きゃっ!?」

　足元をすくわれたあたしはごろごろと床を転がり、壁に背中を打ちつけた。慌てて体勢を立て直し、そして目をみはる。

　世界の割れ目から這はい出てきたもの、それは巨大なうわばみだった。いえ、違うわ。蛇へびだったらまだしも、こいつは目もなければ顎もない、筒状の口を持つ巨大なウミウシだ。赤や黄色や紫の鮮やかな斑まだら模様の体は、やけにぬらぬらと光って、とぐろを巻くほど長かった。口の部分はさめるような青色で、むにゅむにゅと絶えず動いている。全身から蒸気が噴き上がった。黒い霧だ。うっそうと半身を起こすと、天てん井じようにぴたりとくっついてしまった。大きい。

「きゃ……きゃあ」

　あたしはおざなりに悲鳴を口にした。なんだかあまりにあんまりなので、腹に力が入らないのだ。脱力してその場にへたりこむ。不ぶ気き味みとか、怖いとか、生理的嫌悪をもよおすとか、そういったもの全てが一いつ遍ぺんに押し寄せて、神経がばかになってしまったみたいだ。あたしはぽかんと、そのウミウシなんだかウワバミなんだか分からない魔物を見上げた。

　ゆらりと長細い体が揺れる。えっ？　と目を疑った瞬間、ウミウシの青い唇が一挙に膨ふくらんで袋状になったかと思うと、あたしを吞のみこもうと襲いかかってきたのだ。

「ねえちゃん！」

　コリンが懐からなにか取り出し、あたしとウミウシの間に立ちはだかった。その手に握られた木製の護ご符ふと魔物が接触した途と端たん、ばちばちっと火花が飛び散り、コリンは吹き飛ばされた。仰のけ反ぞったウミウシが声にならない声を上げる。

「み、耳なりがっ……！」

　鼓膜が破れるような高音。あたしは耳を塞ふさいだ。頭が割れそうに痛い。

　ウミウシの声は家中に反響し、空気を震動させた。その震えは大地に伝わり、家をも揺るがす。揺れは次第に激しくなり、ばらばらと木き屑くずと石片が天井から落ちてきた。

「もうこの町に我々の仕事はない。水脈は涸かれ果て、大地の精は清らかな水を蓄えるだけの力を失った。すべては計画どおりだよ、小娘。コリン、また会おう」

　ドレイクの声が轟ごう音おんに混まじって響きわたる。床ゆかに伏せながら見ると、五つの黒マント姿が魔法陣の中にすっと吸い込まれていくのが見えた。

「ま、待ちなさいよっ」

　あたしの怒ど号ごうも虚むなしくかき消される。空間移動したのだ。あたしは歯を食いしばると、倒れているコリンに這はい寄り、家が崩ほう壊かいする前になんとか脱出した。

　外に飛び出した途端、がらがらと轟音を上げて家は崩れる。

「間かん一いつ髪ぱつだわ……」

　あたしは汗をぬぐい、辺りを見回した。どうやら町外はずれにあった大きな館やかたのようだ。こんなところを根ね城じろにしていたなんて。

　ガラガラッ、とひときわ大きな音がした。振り返ると瓦が礫れきと粉ふん塵じんの巻き上がる中から、ウミウシの巨体がぬうっと現れる。ええっ!?　召しよう喚かん士しが消えたっていうのに、なんで魔物だけ残っているのよーっ。

　ウミウシの体は弾力に富んでいるらしく、木片や石が当たってもあっさり弾はじき飛ばしてしまう。シャアアーッ、という鳥肌が立つ咆ほう哮こうを上げ、例の袋のような口があたしに覆いかぶさってきた。慌てて飛び退くと、口は吸盤のように地面に吸いつき、そのまま土砂をじゃりじゃりと吸いこむ。お、恐ろしい。

「なんだなんだ、どうした!?」

　騒ぎを聞きつけた町の人が現れ、ウミウシを見るなり悲鳴を上げて逃げていく。えーん、見捨てないでよう。どうすればいいのよ、こんなものっ。

　再び攻撃がくる。襲ってくるのは目にも止まらない速さだが、その体勢に入る準備運動がとろいので、あたしはなんとか逃げることができた──と思ったら、腕の中にコリンがない。しまった、どこかに落としてきちゃった！

　慌あわてて捜さがすと、コリンは玄関先に落ちていた。急いで戻り、コリンの体を引きずっていこうと襟ぐりを摑んだ。瞬間、ぞくっと背筋に悪お寒かんが走り、反射的に振り仰あおぐ。

　そこには紫とも紅ともつかない、異様なマーブル模様の世界が口を開いて待っていた。あたしたちが今ここにいる世界とは明らかに異なる世界が、ウミウシの巨大な口の向こうに広がっている。光る星々。横切る銀河。息を吞む。体が動かない。

「とりゃあっ！」

　聞き覚えのある掛け声がして、ばすんという音とともにウミウシの顔面が吹っ飛んだ。同じくらい弾き飛ばされて宙を舞っているのは、バトリー。彼は宙返りすると、猫のごとくしなやかに体をくねらせ、みごと着地した。あたしは叫さけんだ。

「バトリー、なんでここが分かったの！」

「なにやってんだよ、おまえたちはっ」

　バトリーは駆け寄ってくると、失神しているコリンを担かつぎ上げた。すっかり元気を取り戻したらしい彼は、憤ふん然ぜんと、

「夜中に抜け出したかと思ったら、こんな騒ぎ起こしてやがって。一体全体このウミウシの化ばけ物はなんなんだ？」

　そう言って薄気味悪そうに魔物を見上げる。バトリーにもウミウシに見えるみたい。海から遠く離れているこの町の住人は、ウミウシなんか見たこともないだろう。形容しがたい生理的嫌悪を催もよおす容姿の魔物、とでも噂されるのかしら。

　あたしは彼に手短に説明した。

「あのねっ、渇水は魔道師たちの仕業だったの。時間がないんだけど、でも悪事は千里を突っ走るからやめた方がいいわよねっ」

「なに言ってんのか分からないぞ。マドウシって沼地の魔道」

　言葉半分でいきなりバトリーはあたしにコリンを押しつけると、ばっと走りだした。体を起こしかけたウミウシの頭部に再び蹴けりを入れる。蹴りを弾き返そうと、魔物のぬらぬらした体が大きくくねった。しかしながら蹴りの威力が弾力に勝まさり、そのまま蹴飛ばされてもんどり打つ。地面が大きく揺れた。

　バトリーは着地すると、悔くやしそうに、

「こりゃ駄だ目めだ、全然ダメージになってない」

「どうするの、このまま放って逃げちゃう？」

「あまり得策ではないですね。町の人が下で待ち構えています。逃げるのならここを通っていくしかありません」

　いつのまに現れたのか、エストレディータが馬から下りながら言った。用意のいいことに、彼女が一いつ緒しよに連れてきたあたしたちの三頭の馬には、すでに荷が積まれてある。これはもしかして。

「もしかして、あたしたちが抜け出すの気づいてた？」

「あれだけ大騒ぎをすればバトリーも目を覚ましますよ」

　くすりと笑って答えるエスト。そんなあ、細心の注意を払って抜け出してきたと思ったのに。

「町の者はあなたたちを捕つかまえる気です。悪魔の先せん兵ぺいとか称して殺すつもりでしょう。迷信深い彼らはそうして生け贄にえを捧ささげ、町の安あん泰たいを願うものですから」

「それは困るわよっ。すぐに逃げましょ」

　焦ってあたしは言うけど、道を阻はばむのは巨大なウミウシ。前門の虎後こう門もんの狼おおかみって奴だ。

　すらりとエストが剣を抜いた。無む造ぞう作さとも思える動きで、彼女はウミウシに斬きりかかる。ウミウシがそれに反応した。ばぼっと唇が膨らむ。危あぶない！

　唇の下にもぐりこんだエストの姿がふっと消えた。と思ったと同時に、その体は宙を飛び、段だん平びらが振り下ろされる。銀色に鈍にぶく光る刃が、ざっくりとウミウシの体を斬り裂いた。

「やった！」

　あたしとバトリーは歓声を上げた。ウミウシの口から断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようがほとばしる。その音に大地はおびえたように震え、山々さえ悲鳴をあげた。

　両断された魔物は、切りとられた蜥蜴とかげの尻尾しつぽのようにのたうち回っていたが、不意にその動きを止とめた。

「あっ」

　あたしは思わず声を上げた。動きが止んだ途端、ウミウシは泥人形と化してしまったのだ。どろどろと体が崩れ、原型をとどめなくなってしまう。そう、まるでネフカドールのように。あたしを牢ろうから出してくれ、泥と化して死んだ巨人のように。

　その方面には詳くわしくないので断言できないけど、魔物って泥で作られるものなの？

「さあ、急ぎましょう。町人が来ます」

　戦いの疲れも見せずエストは言うと、コリンを馬に上げて自分も乗った。あたしとバトリーも慌てて騎き乗じようする。

　馬を走らせ坂をどんどん上っていくと、丘の麓ふもとから何十本もの松明たいまつの灯火がやってくるのが見えた。魔物が消えた途端にあたしたちを捕まえにくるなんて、まったく現金なものだ。あたしは口を尖とがらせながら、先を行くエストを追うのだった。




　四人が並ぶのもやっとの山道を、あたしたちはひたすら走った。岩と砂の山を幾つか越え、白しら々じらと夜が明け始めてからようやく速度を緩ゆるめる。追手はなさそうだった。

　あたしは今夜の不始末をエストとバトリーに語って聞かせた。エストはなにも言わなかったけど、バトリーはふてくされて、

「そういう面おも白しろそうなことには俺も参加させろよなあ」

　などと、とんでもないことを言った。まったく、この男は。

　失しつ神しんしていたコリンは、馬の足並みが遅くなるころに目が醒さめたようだった。気がつくと、エストの腕の中でしくしく泣いている。その気持ちは分からないでもなかったので、あたしたちは放っておくしかなかった。

　崖がけが終わると、山をくり貫ぬいて建てられた石せつ窟くつ寺院が現れた。昔は何十人も修行僧を抱かかえていた立りつ派ぱな寺だったのだろう。今は荒れ果て、半なかば砂に埋もれている。全てが一つの岩でできた、芸術とさえ言っていい建物だった。よく見ると屋根の上の山肌にも、規則正しく円い窓が空いている。この丘全体が寺院だったのだ。そのスケールの大きさにあたしは圧倒されてしまった。

　石窟寺院の門の前で馬の足が止まった。あたしのだけじゃない、三頭ともだ。ブルブルと鼻を鳴らし、脚を上げたり下げたりしながら前に進もうとしない。あたしは不安になって、

「どうしたのかしら」

　エストが無言のまま馬を下り、鞘さやから剣を抜き放った。あたしはぎょっとしたが、バトリーも馬から下り、荷物と一いつ緒しよにくくりつけておいた体術用の長い棒を抜き取る。そして、鼻をひくつかせると、

「血の臭においがするな。おまえらも一緒に来いよ、ばらばらになると危険だ」

「血、血の臭いって、なにかあるの」

　あたしとコリンは慌てて馬から下り、二人のあとについて門をくぐった。くぐるなり、つんと嫌いやな臭いが鼻び孔こうを刺す。ぞわっと総毛立った。血の臭いだ！

　果たして、第二の門をくぐると、中庭に全身血ち塗まみれの死体が五つ転がっていた。

「うわあ……」

　あたしは顔をしかめた。そりゃあスーリエにいたときだって、死体なんか河原かわらに行けばいくらでも見られたし、もっとひどい状態のものも見たことがある。でも、この死体は異様だった。真っ裸ぱだかにされた挙あげ句、ナイフで刻まれたような切り傷が全身にできている。嬲なぶり殺しにされたのだ。

　顔もずたずたに切り裂かれ、誰が誰とも判別できない。男が三人、女が二人、若いのも年寄りもいる。この組み合わせはどこかで見たことがあった。こいつらは……

　ばっとバトリーが動き、あたしの隣に佇たたずんでいたコリンを蹴り飛ばした。小さな体は簡単に吹き飛ぶ。わずかに遅れて、ガリッと鈍にぶい音とともに少年が今まで立っていた地面に五本の裂れつ傷しようが生じた。

「きゃっ!?」

　仰ぎよう天てんしたあたしは、思わずバトリーにしがみつく。

　硬い岩盤を深く抉えぐったそれは、まるで巨大な獣が鉤かぎ爪づめを立てた跡のようだった。これを食らっていたらコリンは一発でずたずたになっていただろう。ぞっと戦せん慄りつが背筋を走る。

　これは、なに？

「獣のように敏びん感かんな者がいたもんだ」

　嘲ちよう笑しようをはらんだ声がして、あたしたちが通ってきた門から三つの人影が現れた。身が強こわばるのが分かる。あいつらだ。サマンダでコリンを襲った、ダザンの粛しゆく清せい隊たい。先頭の男と目が合うと、彼はにこりと親しげな笑みを浮かべた。不快感が一いつ挙きよに高まる。

「マラスターンの王女よ、またお会いしましたな。このような汚けがらわしいものを見せてもうしわけありません。すぐに片付けさせましょう」

「これはあんたたちがやったの!?」

　あたしは叫んだけど、どことなく予感はあった。この五つの死体はスィバにいた能力者たち、ドレイク以下五人のものだったから。背後の二人組の片われが、いそいそと死体の処理を始める。召還士さえいたチームなのに、こんなにあっさり殺やられるなんて。こいつら強いんだわ。あたしは慄りつ然ぜんとした。この間は幸運だったんだ。

　コリンが危ない。

「コリン、逃げなさい！　速く！」

「おや。そんなことはさせませんよ」

　男が顎をしゃくると、二人組の戦士のもう一方が音も立てずに動き、一瞬のうちにコリンの前に立った。ようやく体を起こしたばかりの魔法使いの少年の顔面に、男の掌てのひらが突き出される。その掌に奇妙な文様が朱あかく描かれているのを、あたしは見た。

　コリンの顔が恐怖に強ばる。男の掌に光の玉が生じる。この男も能力者だ！

「うりゃあっ！」

　バトリーの棒が目にも止まらぬ速さで、男の脇腹を突き飛ばした。屈くつ強きようの戦士はふらついたが、なんとか体勢を保ち、バトリーと対たい峙じする。バトリーは間かん髪はつを入れず第二撃、第三撃を打ち入れた。男の方はいったんは掌をバトリーに向けて光の玉を生じさせたが、投げつけて二メートルも飛ばないうちに光は拡散してしまう。至近距離でないと役に立たないんだわ。

　男は第三の力を使うのを諦あきらめて、背負っていた段平を抜き放った。そのまま棒とぶつかりあう肉体戦になる。バトリーは体重で負けているけど、敏びん捷しような動きに相手はついていけなかった。戦いは五分五分、持久戦になったら病み上がりのバトリーが不利だ。

　死体を片付けていたもう一人が、ぱっと剣を抜いた。あたしはとっさに声を上げる。

「バトリー！　うしろから来るわ！」

　あたしの声に反応してバトリーが横に飛んだ。男の振り下ろした大剣がガッと床石に食いこみ、放射状にひびが入った。なんて力だろう。

　二方向から剣を繰り出され、あわや、というとき、戦士たちの動きが一瞬、見えない手に引きとめられたかのように停止した。金縛り!?

　反射的に振り返ると、コリンが手を奇妙な形に組んで襲撃者たちに向けている。魔法だ。その隙すきにバトリーは剣を跳はね上げ、窮きゆう地ちを脱出する。

「タヌバル・マハ将軍。ここに来るとは思いませんでした」

　エストの淡々とした声が中庭に響きわたった。マハ将軍？　あたしと一緒に戦士の気が逸それた一瞬をついて、バトリーの棒が男の喉のどを突き潰つぶす。ぐえっと蛙かえるが潰れたような声を漏らして、戦士は卒そつ倒とうした。まずは一人目。

　あたしはエストが声をかけた男に視線を向けた。将軍と呼ばれた男は仲間が殺られたというのに顔色を変えることもなく、エストに向かって、

「少しね、我々も焦っているのだよ、エストレディータ」

　マハ将軍は気き障ざったらしく笑いながら、手をぴらぴらさせる。二人は顔見知りなんだわ。

「沼地の魔道師がまたよからぬことを企たくらんでいる様よう子すなのでね。成り上がりの身のほど知らずなど放っておけばいいが、話がフェリム・フェシアのこととなると別だ。エストレディータよ、私ときみの仲だ、取引をしようじゃないか」

「内容によっては」

「なに、話は簡単だ。我々はマラスターンの王女殿でん下かをアミュールの一員として迎えたい。水神エルヴィラともども引き渡してほしいな。それでこの魔法使いの少年からは手を引こう」

　あたしはぽかんと将軍の言葉を聞いた。あたしとエルヴィラを引き渡してほしい？　水神エルヴィラを？　彼はにやにや笑いながらエストの言葉を待っている。どういう意味なのだろう。王国エルヴィラの比ひ喩ゆ？　それとも無理難題をふっかけているだけ？

「アミュールの存そん続ぞくに関わることだ。協力してくれるね、エストレディータ」

「断ります。お分かりでしょう、長老会がなにを言おうとも、エルヴィラ神の復活の鍵かぎはダザンなどには渡しません」

　今度こそ仰ぎよう天てんするようなことを、エストはあっさりと言い放った。エルヴィラ神の復活ですってえ!?　なにをそんな途と方ほうもないことをあっさり言っているのだ、この人たちは。誰かに意見を求めたくても、バトリーもコリンも残りの一人と戦っている最中だ。

「ね、ねえ、復活って……」

「そう言うと思ったよ」

　あたしの質問を遮さえぎって、マハ将軍は肩をすくめながら応こたえた。

「まさか今いま更さらきみと馬が合うとは思ってはいなかったがね。なにせ、私は大事な部下である同族を、ここに来るまで何人もきみに殺されているからな。しょせんは呪のろわれた子孫、協調はできん。同族殺しのきみはなにを置いても許してはおけぬ存在だ。もっとも、きみに同族の血が混まざっているなんて思いたくもないがな」

「エストねえちゃん、危ない！」

　コリンが悲鳴を上げ、弾かれたようにエストが飛んだ。将軍の右手が空を切り裂く。その途端、エストの立っていた地面がガリガリと抉えぐれた。鋭い五本の爪つめ痕あとがくっきり残る。今のも第三の力なの!?

　ふんと将軍は鼻を鳴らした。

「逃げ足は速いな、エストレディータ」

「一国の将軍がたかだか風切り士とは、ダザンの誇る霊力も地に墜おちたものですね」

　エストはひどく落ちついた様子で、無む造ぞう作さに動いた。すっと将軍の懐ふところに入り、マハ将軍のぎょっとした顔目がけて剣を斜めに振り上げる。辛からくも将軍はとびすさり、切っ先が鼻を掠かすめただけだった。速い！

　将軍は歪んだ笑みを浮かべながら、

「ふん、腕を上げたみたいだ」

「あなたは私の敵ではありません。第三の力を持ってなお、日々精しよう進じんしているエンドローフを見習ったらどうです」

　そう言いながら次々と剣を繰り出すエスト。将軍はそれをなんとかかわしながら、爪の攻撃を仕掛ける。だけど、エストは的確に相手の動きを読んでいて、掠りもしなかった。

　あたしはと言えば、みんなが戦っているときにのけ者にされた気分で、ぽつねんと一人佇んでいた。どうしよう、加勢したくても足手まといになるのがオチだし。あたしに攻撃の第三の力があれば。あるかしら？　マリカは四天王だったのだから攻撃もできたはずだ。

「そろそろ本気を出そう」

　将軍の言葉にあたしは振り返った。将軍の姿がない。訝いぶかるより早く、将軍のつけていた籠こ手てがぬっと首に巻き付いてきた。

「うきゃっ!?」

　驚きのあまり思わず妙みような悲鳴を上げてしまう。バトリーたちが振り返る。将軍のひんやりと熱い爪が、あたしの喉元に当たった。どっと脂あぶら汗あせが出てくる。殺される！

「さて、形勢逆転だ」

「カリルは人ひと質じちにはならないでしょう。なんのつもりですか」

　喜き々きと言う将軍に、エストは憮ぶ然ぜんと言い返した。そうだ、彼はあたしをダザンに連れていきたがっていたんだ、殺すつもりは毛頭ないはず。あたしがほっとしたのも束つかの間、

「人質ではないよ、これは楯たてだ」

　笑いながらそう言って、将軍は爪を立てた。それをよけざまエストが飛びこんでくるが、いきなりあたしは突き飛ばされ、彼女の愛剣の餌え食じきにされかけた。

「きゃーっ！」

　いち早くエストが剣を引いて、あたしの金髪が一房はらはらと落ちるだけですむ。あたしは詰めた息を大きく吐いた。心臓が飛び出るほどどきどきして、全身から汗がだくだく流れた。あたしはきっと将軍を睨にらむと、

「な、なにするのよ、女なんか楯にして、この卑ひ劣れつ漢かん！」

「本気を出すと言いましたからねえ、ご勘かん弁べんを。ほら、お友達を殺す気かな、エストレディータ」

　愉快そうに将軍が連続攻撃をしかける。全然力を使っていないようなのにキリキリ首がしまった。いくら手足をばたつかせても逃げられない。バトリーが駆け寄ってこようとしたが、将軍の爪の一振りにたたらを踏んだ。そこにうしろから戦士が襲いかかり、こっちどころではなくなってしまう。動きが衰えてきたバトリーの補佐で、コリンも手いっぱいだ。あたし自身でなんとかしなくちゃ。なんとか。

「私は本気なのだよ。本気できみなんか見るのも汚けがらわしいと思っているんだ。早く殺してしまいたい。ほら、どうした、もう打ってこないのか」

　エストは将軍の挑ちよう発はつにも乗らず、冷静な表情で攻撃から逃げるだけだった。攻撃は最大の防ぼう御ぎよというように、防御一いつ辺ぺん倒とうのエストの体には少しずつ裂傷が増えていく。それでも打ってきてはくれなかった。エスト、あたしなんかのために。このままじゃドレイクの二の舞だ、嬲なぶり殺しにされてしまう。なんとかしなくちゃ。なんとか。ああ、でもいくらあたしの歯が丈夫だからって、鋼はがねの籠手なんか嚙みきれないわよ！

「ほらほら、どうしたのかね。きみともあろう者がこんな小こ娘むすめ一人のために、嬲り殺しになるのも辞じさないというのかい。きみにはなんの役にも立たないだろうに、マリカの出で来き損そこないの裔すえなど。それとも、だからこそかな。きみこそ最も質たちの悪い、この世に存在することさえ忌いまわしい出来損ないなのだからね。忌いま々いましい呪のろわれた血が、我らが貴とうといアミュールの血と混まざりあうなど、断じて許さない。この場で死にたまえ！」

　歪ゆがんだ哄こう笑しようが響きわたる。エストが唇くちびるを嚙みしめた。初めて見た、彼女の焦しよう燥そうと嫌けん悪おの入り交じった表情だった。

「エスト、取引に応じて！　でないとあなた殺されちゃう！」

　あたしが叫んだ、そのときだった。

「忌々しい呪われた血とは、私の一族のことを言っているのか」

　それは、まったく第三者の声だった。凛りんと張った、威厳と富ふう貴き、そして自信に満ち満ちた美声。誰もの動きが停止し、声がした空を振り仰ぐ。

　彼女は門の屋根に腰をかけ、婉えん然ぜんと微笑ほほえみながらあたしたちを見おろしていた。昇ってきたばかりの朝日が彼女の陶器の肌を照らしだす。あたしは眩まぶしくて目を細めた。それが光のせいか、アンジェラ本人のせいか、分からなかった。いつのまに、あんなところに。

　バトリーもコリンも、ダザンの戦士も、マハ将軍でさえ彼女の出現に呆ぼう然ぜんと佇んでいる。今まで戦っていたこともすっかり忘れてしまったらしく、彼女に見入っていた。

　エストを見ると、彼女も目を細めて眩しそうにアンジェラを見つめている。従い姉と妹こなのに、それでも気持ちはあたしたちと同じなのね。

「カリミア皇太女が、なぜ、直じき々じきに……」

　将軍が喘あえぎながら言った。カリミア。カリミアですって？　あたしは耳を疑った。

　アンジェラがふっと笑う。

「悪あつ口こう雑ぞう言ごんとはとかく本人の耳に入りやすいもの。これからは口を慎つつしむのだな。ダザンの将軍よ、カリルはいま私の庇ひ護ご下にある。あまり目立つことはしない方が身のためだ。この場からすぐに立ち去るがいい」

　有う無むを言わさない、強い口調。その言葉を聞くとマハ将軍は雷かみなりに撃たれたように平へい伏ふくした。そして部下を急せきたて、その場から逃げるように去る。あっさりと、と単純に言ってしまうには絶大すぎるアンジェラの一言だった。

　アンジェラはそれを一いち瞥べつすると、あたしに向かって、

「息そく災さいだったか」

「は、はいっ。おかげさまでっ」

　思わず上うわ擦ずった声で答えてしまう。彼女が声を立てて笑った。

　エルヴィラの王族を心しん酔すいさせ、ダザンの将軍に憎まれながらも平伏させてしまう少女──カリミアの皇太子。

　ああ、なんで気づかなかったんだろう。海の瞳ひとみ、銀の髪。この世のものとは思われない美しい容よう貌ぼう。まさしくカリミアの皇こう女じよだわ。カリミア帝国の第一皇女さま、その人だ。
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「あれがディエーンヌ城です」

　エストレディータが指さす先に、目め指ざす城があった。岩山の頂いただきに築かれたその城は、スーリエの王おう宮きゆうとは全く異なった外観を持っていた。総石造りで見る者を圧倒させる堅けん固ごな造りだ。高い城じよう壁へきに幾つも太い塔が連つらなり、入り口は正面門一つしかない。窓も少なく、排他的で異い様ような感じがする。まるで大きな牢ろう獄ごくだ。山あいの人も住まない荒れ地になぜこんな立りつ派ぱな建物があるのか、にわかには信じられなかった。あの巨大な『月』を乗り回す奴の城と思えば納なつ得とくはいくが、でも、どうしてこんな不便なところにと首を傾かしげざるを得ない。

　あたしたちは丘の麓ふもとの岩陰で、日が落ちるのを待つことにした。城は廃はい墟きよのように静まり返っていたが、用心に越したことはない。

「それにしても、カリルの言ってた『アンジェラ』が、あのカリミア帝国の姫皇太子アンジェラさまだったなんてな」

　バトリーが驚き呆あきれ返ったていで言う。そうなのだ。あたしも初めて知ったのだけど、アンジェラはあのカリミアの皇太子だったのだ。

　カリミア帝国を知らない人がいるだろうか。エルヴィラ王国よりももっと北、あたしの認識力では「世界の果て」の範はん疇ちゆうにあるくらい、遠い、銀の帝国のことを。

　一年の半分を氷に閉ざされたその国には、美しく聡そう明めいな人々ばかりが住み、高度に発達した技術や芸術の恩恵を受けて、飢えも寒さも知らず、文もん盲もうもいないという。肥ひ沃よくな土地は国民を充分に潤うるおしてもまだ余り、なにより水は清らかで一年中途と切ぎれることがないらしい。

　でも、あまりに遠いところにあるので、実際にカリミアの地を踏んだ者はスーリエにはいなかった。そんな半なかば伝説のような帝国を治おさめているのが、カリミア皇家、即すなわちアンジェラの一族なのだ。

「黙っていたわけではありませんが、よけいな気を遣わせるのも悪いと思いまして」

　エストが苦笑しながら応こたえる。

　石せつ窟くつ寺院に現れたアンジェラは、エストと一しきり話したあと、急に帰ってしまった。相変わらず唐とう突とつな少女だ。あれがカリミアの皇こう女じよさま。

「それにしても、噂うわさは本当だったのか。まだ信じられねえや」

　しみじみとバトリーは言い続ける。そうとう衝撃が大きかったみたい。コリンなんかずーっと夢ゆめ見み心地ごこちのままだし。

　そう。カリミアが伝説と化しているもう一つの理由は、カリミア皇家そのものにある。謎なぞの一族と噂うわさされ、彼らを見た者はカリミア人でもほとんどいないという、幻まぼろしの存在。この世のものとは思えない美び貌ぼうの一族だとか、彼らを見てしまったものは魂たましいを食われてしまうとか、神のごとき奇あやしの技わざを使うとか、むちゃくちゃなことを言われているけど、まさにそのとおりだった。

　この世のものとは思えない存在。

「バトリーはカリミア帝国のことに詳くわしいの？」

「そんなことはないけど、マハサイからは年に何本かカリミアに船が出てるからな。潮ちよう流りゆうに乗れば一ひと月つきもかからないで着くよ。カリミア帰りの学者に会ったことがある」

　その返事にあたしは少なからず驚いた。地続きより海の交通の方が便利なのね。スーリエからはどう行くのだろう。見当がつかない。

　あたしはエストにも同じ質問をした。

「エルヴィラもカリミアとは交流があるの？」

「まあ、それなりに。レタ海に出ればかなり近くなりますからね。私の母は現カリミア皇帝の異母妹で、父はこの間崩ほう御ぎよされたエルヴィラ国王マーディン陛へい下かの兄に当たるのです」

「弟が王位を継ついだの？」

「父も私と同じように『力なし』でしたから。国王になれるのは水神エルヴィラの子孫のみ、しかも第三の力の顕けん現げんが最大の条件です」

　エストはひとごとのように言うが、そんな条件がなかったら今ごろは彼女こそ女王になっていたかもしれないのだ。マラスターンにもそういう条件はあったらしいけど、血が薄くなった今では形けい骸がい化かしてほとんど無視されているのに。

「カリミア皇家も第三の力を持ってるんでしょ。そっちの力は受け継がなかったの？」

「彼らの力は半分も血が薄くなると消えてしまうそうです」

「なあ、ダザンの将軍が言ってた呪のろわれた血って、カリミア皇家のことか」

　バトリーが興味津しん々しんのていで尋ねる。戦っている最中によく聞いていたものだ。エストは頷うなずいた。

「彼に限らず、アミュールの末まつ裔えいのほとんどがカリミアを畏おそれ、忌き避ひしています」

「なんで？」

「彼らが崇すう拝はいする祖先、つまり『神』たるアミュールよりもカリミア皇家の方が強く、そして美しいからでしょう。祖先を神性化するには、カリミア皇家は認めてはならない存在なのです」

「ははあ。ナルシストなのかな、アミュールって」

「そうとも言えますね。アミュールはまた同族以外の能力者を忌いみ嫌っていました。そのために太陽神国時代には何十万人もの能力者を異端として虐ぎやく殺さつしています。大たい抵ていの能力者はアミュールより力が弱く、逆らうすべもなく殺されていきました」

「粛しゆく清せい隊たいはその名残なごりというわけか」

「ええ。でも、カリミア皇家は違います。最強のアミュール、太陽神ラー・カレディアでさえカリミアには手出しできませんでした。プライドの塊かたまりのようなアミュールにとって、カリミア皇家の力が自分たちとは異質の力だと分かれば、よけい腹立たしく憎々しかったことでしょう」

「なるほど」

　ぽんと手を叩たたくバトリー。ちょ、ちょっと待ってよ。あたしは慌あわてて口を挟はさんだ。

「じゃあ、アンジェラの力は第三の力ではないわけ？　奇跡の力のことを第三の力と言うんじゃないの？　異質の力というのは、どんな力だというの？」

　畳みかけるように尋ねてしまう。だって、そうじゃない。なにをもって異質と言うのか分からないわ。エストは再び苦笑して、

「私にもよく分かりませんが、第三の力を持つ者はみなそう言いますよ。力の大小の問題ではなく、自分たちとは違う力だと」

「コリンも？」

「おそらくそう言うでしょう」

　あたしは肩をすくめた。これ以上突っ込んだら墓ぼ穴けつを掘りそうだ。あたしも第三の力を持っているのに、なぜ分からなかったの、と。だって、発現したばかりなんだもの！

「ともかく、エストがダザンに狙ねらわれているのは、その怨おん敵てきカリミアとの混血だからなのね。同族以外は滓かす同然、同族の血と誇りを汚す奴は怨うらみます──なんだか沼地の魔道師よりダザンの方が厄やつ介かいな気がしてきたわ」

　そう言いながらも、あたしはどこか腑ふに落ちなかった。なにか忘れているような気がするけど、なんだろう？　なにか大事なことだったような。

　でも、いくら考えても思いつかなかった。




　うとうとしていると耳元で風を切り裂く音がして、あたしは驚いて目が覚めた。見ると、濃紺に染まった山の向こうに光が消えていくところだった。『月』だ。

「エンドローフが出かけたようですね」

　傍かたわらで休んでいたエストが言う。コリンもびっくりしたように空を見上げていた。この音にも関わらず大口開けて眠り続けるバトリーは、もう立りつ派ぱとしか言いようがない。

「行きましょう、彼さえいなくなればそう危険はありません」

　彼女の言葉に従って、あたしはバトリーを蹴けり起こした。そして、いざ城へと向かう。

　城の前まで行くと、巨大な鉄門が行く手を遮さえぎった。ごくりと唾つばを飲む。

「どうやって入る気？」

「通用門がありますから」

　そう答えてエストが扉とびらの横にあった小さな木の扉を指した。あらら。これから敵陣に乗り込むというのに、「通用門」だなんて緊迫感に欠けるわっ。

　通用門はギイイと音を立てながらあっさり開いた。

　中は真っ暗で、鼻先もよく分からないくらいだった。コリンが空くうを摑つかむ仕し草ぐさをすると、ぽっと鬼おに火びのような灯火が掌てのひらの上に生まれる。魔法の技だ。

　鬼火に照らし出され、城の中が見えてくる。黒曜石の床や壁はやけに磨みがきあげられ、鏡のように闇やみを映し出していた。天てん井じようは光が届かないくらい高い。なにもない。美しいけどがらんとした玄関ホールだった。そして、薄ら寒い。夜になったからというのもあるけど、中に入ったら吐く息が白くなった。ぴりぴりと肌が緊張して総そう毛け立だつのが分かる。
















　なんか、嫌いやな空気だ。あまり長くはとどまっていたくない。

「さあ、行きましょう」

　躊ちゆう躇ちよすることもなくエストが歩きだす。あたしたちは慌ててあとをついていった。

　正面階段を下り、奥へと向かう。建物の構造からいって、本体は地下なのかもしれない。石窟寺院のように、この岩山全体が城になっているのかも。

　螺ら旋せん階段をゆっくりと下る。つるつるした床ゆかは滑すべりやすく、あたしは何度も足をとられそうになった。長い長い階段だった。

　ざわっと、葦あしがいっせいに揺れるような音が耳元でして、あたしは振り返った。しんがりを守るバトリーがきょとんとした顔で見返す。

「どうかしたか」

「今、なんか音がしなかった？」

　あたしの問いにバトリーは首を傾げた。そら耳だったのだろうか。神経過敏になっているのかもしれない。いけないいけない。あたしは自分を叱しつ咤たして先に進もうとした。

「わっ！」

　フロアに下りた途と端たん、悲ひ鳴めいを上げたのは、エストと並んで先頭を行くコリンだった。

「なんかがおいらの手を舐なめた！　手を舐めた！」

　エストにしがみついてコリンは自分の右手を振り回す。やっぱりなにかいるんだ。

　あたしはコリンの手があったところを覗のぞいてみた。光の届かない床の隅すみに、なにか大きな物体が黒々と横たわっている。目を凝こらしてみると、それは巨大なしゃこ貝だった。

「しゃ……しゃこ貝？」

　驚くよりもぽかんとしてしまった。なんでこんなところにしゃこ貝が。

　ごつごつした岩のような貝と貝の間から、でろりと肉厚なピンクの舌（……しゃこ貝に、舌？）がはみだしている。どうやらこの舌がコリンの手に触れたみたい。あたしはおそるおそる指で触れてみた。ピクンと舌の筋肉が収縮し、うち震える。なんだかおもしろい。

　なんて楽しんでいたら、急に震えが大きくなり、波打った舌があたしの顔面をべっちゃりと舐めた。一瞬、息ができなくなる。ううっ、吸いつかれるーっ。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　バトリーがすぐさま引きはがしてくれ、あたしはぜいぜいと肩で息をした。もう少しで窒ちつ息そくするところだったわ。しゃこ貝はつまらなそうに舌を引っ込め、こっちの隙すきを窺うかがっている。ことあらば襲いかかってくる気だ。あたしは憤ふん慨がいして、

「なんなのよ、これはあっ。こんなところに貝があるなんて非常識よ！」

「非常識なのは案外私たちかもしれませんよ。ご覧なさい」

　エストのやけに冷静な声こわ色いろが癪しやくに触さわりながら、あたしは彼女の指し示す回廊をご覧になった。幾つもの鬼火に照らし出された回廊が、長く、どこまでも地中深く続いている。そこは今までの磨き上げられた床から一変して、ごつごつした岩肌が剝むき出しになっていた。

「……え？」

　あたしは目を疑った。これ岩じゃない、全部しゃこ貝だ！

　なんてことだろう、回廊は一面しゃこ貝で覆い尽くされていたのだ。何千という数のしゃこ貝が身動きできないほどひしめきあっている。

　鬼火の弱々しい青い光を感じて、ちろちろピンクの舌が蠢うごめいた。ぬらぬらした粘液が光って、まるで岩山を大量の蝸牛かたつむりが這はったあとみたいだ。ううっ、気持ち悪い。

「ま──魔物、なの？　これも？」

「そのようですね。魔道士たちもくだらないものを創つくる。あまり攻撃能力はないみたいですから、一気に駆け抜けましょう」

　大して驚いた様よう子すもなくエストはそう言うと、コリンの手を摑んでしゃこ貝の上を渡り始めた。軽やかに、池の飛び石を渡るように簡単に飛んでいく。

　あたしもおっかなびっくり飛びこんだけど、一歩目でいきなりこけてしまった。すぐさま舌がねっちゃりと覆いかぶさってくる。ひえーっ、真っ暗だ、息ができないーっ。

「カリル、世話焼かすなよ」

　再びバトリーに助けてもらう。そんなこと言ったって、すごくぬめぬめして滑すべりやすいんだもの！　あたしが泣きべそをかくと、彼は呆あきれた表情ながらも手を取ってくれた。もう、ほとんどコリンと同じ扱いである。

　しゃこ貝の群れをぶじ越え、ようやく普通の廊下に戻る。あたしは額ひたいの汗を拭い、

「ふう。大した魔物じゃなくてよかったわ」

「息をつきながら言うなって」

　笑いながら、ばんっ、とバトリーが背中を叩いた。背中も意外なほどびっしょりと汗をかいていた。

　天井は長身のバトリーなら手が届きそうなほど低く、両わきには鉄の扉がずらりと並んでいた。蓋ふたのついた小窓があり、そこから中を覗くことができる。

「なにかしら、この部屋」

「見てみりゃ分かるさ」

　好こう奇き心しんにかられてあたしとバトリーは窓の一つを覗いてみた。光をみじんも通さない暗黒の中から、うーっ、うーっ、と低い唸うなりが聞こえてくる。とっさに蓋を閉じ、あたしたちは互いに顔を見合わせた。

「今の、なに」

「考えない方がいいんじゃないか」

　バトリーの意見にあたしも賛成だった。まるで闇そのものの沈澱物のようななにかが、確かにそこにあった──いたのだ。あたしは身震いすると、魔ま除よけの呪まじないを唱となえた。偉大なる地じ母ぼ神しん、大地の娘よ、どうかあたしたちを不浄の輩やからからお守りください。一応あなたの子孫なのです。ついでに水神エルヴィラさま、あなたの子孫もおります。我々にご加護を。

　先頭を行くエストの足がぴたりと止まる。

「どうしたの？」

「しっ。静かに」

　怪け訝げんに感じながらも耳を澄ます。前方の暗闇から、小窓の向こうから聞こえたのとよく似た唸り声がした。ぎょっとするあたしたちの前に現れたのは、普通の二倍はあろうかと思われる体格の狼おおかみだった。一匹だけではなく十数匹も、ぞろぞろとやってくる。爛らん々らんと光るトパーズの目があたしたちを真っ直すぐ捉とらえていた。口から泡を吹き、狂犬病にやられているみたいだ。魔除をしたばかりなのにーっ。

「下がってな」

　バトリーがにやりと笑いながら棒を構える。エストも剣を抜いた。光りものを目にした途と端たん、狼たちの目の色が黄色から紫へと変わり、ゴゴオッ、と決して狼には発声できない異様な咆ほう哮こうを上げて飛びかかってきた。それを片かた端はしからバトリーは叩き落としていく。絶命した魔物は小さな光を発しながら霧む散さんした。

「バトリー、すごい！」

　思わずあたしは感かん嘆たんした。それを聞きとめたバトリーが、にっと笑って勝利のポーズを取る。こらこらっ、戦いの途中でしょうがっ。

「もう一丁っ！」

　頭上から襲いかかってきた魔ま狼ろうに対して、バトリーは棒を振り下ろそうとした。当然、低い天井にガチンと派は手でな音を立ててぶつかる。バトリーは悲鳴こそ上げなかったけど、手を押さえておかしいくらいに顔を歪ゆがめた。

「あーあ」

　あたしとコリンが頭を抱かかえる。褒ほめた途と端たんにこれなんだもの。その間にエストが狼をばしばしと斬きり捨てた。彼女は派手じゃないけど確実だ。

「ね、ねえちゃん」

　一いつ緒しよに傍ぼう観かんしていたコリンが、震えた声であたしの服を引っ張った。うしろを振り返ると、なんとしゃこ貝の岩山にぞくぞくと狼の姿が現れつつある。しまった、挟はさみ撃ちだ！

「バトリー、エスト！　挟み撃ちにされたわ！」

　あたしは顔面から血の気けが引くのを感じながら叫さけんだ。振り向いたバトリーが舌打ちをする。そして、魔物を叩きながらエストに向き直ると、

「このままじゃ埒らちがあかない、血けつ路ろを開くから強行突破してくれ」

「分かりました。コリン、カリル！」

　エストの呼び声に、すくんでいた脚が弾はじかれたように動いた。バトリーを先頭にあたしたちは走りだす。

　いっせいに狼が垂直に飛び上がった。上から襲ってくる魔物を、バトリーは棒を振り回して叩き落とす。突破したあとは一いち目もく散さんに、振り返りもせず逃げだした。それはもう、自分で言うのもなんだが気持ちいいくらいの逃げっぷりだった。追いかけてくる魔狼の咆哮が遠くなる。あたしたちはまっすぐ伸びた廊下を、ひたすら走った。

　なにかが足の裏に当たった。その突とつ起きがゴリッと音を立てて沈む。えっ？　と振り返って確かめる間もなく、あたしの足元がぽっかりと口を開いた。落とし穴だ！

　とっさにエストがあたしの手を摑んでくれた。でも、あたしは完全に宙に浮いていて、彼女を引きずり込んでもろとも落下する。ひえーっ。

「カリル！」

　バトリーの怒ど号ごうが響いた。四角い窓があっという間に小さくなる。風が耳元で唸うなる。内臓が持ち上がる。奇妙な浮遊感。緊張と動転のあまり、ふっとあたしは意識を失った。




　どれくらい意識を失っていたのか分からなかった。目を開けると高くに円天井が見える。あたしとエストは小さなホールの中に横たわっていた。

　なんだか明るい。コリンもいないのに？　ぼんやりしながら辺あたりを見回すと、ホールには幾つかの横道があり、そこから光が差し込んでいたのだ。蠟ろう燭そくの明かりとはちょっと違う色だ。

「ここは……？」

　立ち上がろうとすると、手がずぶずぶと床に沈んだ。見ると、煮に凝こごりのようなぶにょぶにょしたものが手の下にある。あたしはぎょっとして体を起こした。

「なに、これ……」

　煮凝りは手の下だけでなく、床一面埋め尽くしていた。かなり厚い層になっているらしく、ホールはおろか廊下にまで溢あふれている。落下の衝撃か、あたしたちの周囲はぐじゃぐじゃに崩くずれているけれど、ほかの部分は床と見み間ま違ちがえるまでに真っ平だった。脂あぶらの塊のようなものも浮かんでいて、まさしくこれは大量の煮凝りだ。薄気味悪い。

「助かったみたいですね」

　いつのまに目覚めたのかエストがあたしに声をかけた。

「あ、起きたの。平気？」

「ええ、外傷はないようです。これが衝撃を和やわらげてくれたみたいですね」

　体を確かめながらエストはうまく立ち上がった。あたしも彼女に倣ならって立つ。くるぶしまで沈んでしまうのはしかたない。

「バトリーたちと離ればなれになっちゃったわ。早く合流しなくちゃ」

「とりあえずこの場から離れましょう。ゴミ捨て場みたいですから」

　嫌いやなことをエストは言う。あたしも薄々は感じていたけど、臭においがなかったから黙っていたのに。

　あたしたちは廊下を一つ一つ覗のぞきこんで、傾斜が上向きで煮凝りのもっとも少ない道を行くことにした。あたしが力の流れを視みたのだが、どうもこの城は魔物の巣そう窟くつみたいなので、あちこちから妙みような波を感じて判断が鈍にぶった。そして、いちばん強い波動を感じた道を選びだしたのだ。エストの剣を頼りに、あたしたちは慎重に歩を進める。

「一体この城はなんなのかしら。かなり広いけど、人間は一人もいないし。連れさられた人間はここにいるんじゃなかったの？」

「スーリエの人口だけでこの城は満杯になってしまいますよ。アンジェラの情報によると、エルヴィラの王子がここにいるかもしれません」

　淡たん々たんとエストは答える。期待を裏切られた気分だった。フェリシティを早く助けたいのに、当人がここにいないんじゃ意味がない。こうなったらその王子を見つけて状じよう況きようを聞くしかない。

　エルヴィラの王子。どんな子なんだろう。生きつ粋すいのアミュールの末まつ裔えいなのよね。

「ねえ、エルヴィラの王子ってことは次の王さまなんでしょ。今は国王不在ってことよね。国王代理であるエストがこんなところに来てていいの？」

「国家の運営を実質的に行っているのは、長老会と呼ばれる一族の者ですから。なんの差し障さわりもありません」

「だからって、こんな危険なところに女性を送るなんて……」

「危険だからでしょう」

　さらりとエストは答えた。どういう意味だろう。きょとんとするあたしを見て、彼女は笑いながら、

「私はカリミア人との混血ですから。長老会から見れば私は半はん端ぱな厄やつ介かい者ものです。誇り高きアミュールの血を汚けがした者として。彼らこそアミュールの末裔と呼ぶのもおこがましい傍ぼう系けいなのですが、同族主義だけはしっかり受け継いだらしくて、困ったものです」

　そう言ってエストは頭を振った。でも、口調は冷たい。まるっきりひとごとのようだ。

「この救出劇は私を国から追い払うために長老会が仕組んだことなのです。駄だ目めでもともと、魔道師を倒してくれればよし、それが無理でも私は死にますからね、長老会にはなんの損もありません。もっとも、王位継承者不在で困っている状況は変わりませんが」

「ひ、ひどいわっ。仮にも一国の王女がそんな扱いされるなんて！」

　あたしはひとごととは思えず、憤ふん慨がいして言った。全く王家なんてものは、気に食わない奴は危険に追いやるし、我が子のためなら本人に内ない緒しよで人ひと質じちに出そうとするし、酷ひどい話だ。

「それじゃ、いっそのこと魔道師と手を組んじゃえばいいじゃない。その長老会というのを少し脅おどかしてやろうじゃないの」

　あたしの名案（しかし、本当に手を組まれたら、今度はあたしがエストを殺さなくてはならなくなる）を、しかしながらエストは首を振って否定した。

「私は早くに両親と死に別れ、叔お父じ夫婦、つまり亡なき国王夫妻に育てられました。自分たちの子供が人質にとられている分、私を可愛かわいがってくれたのです。彼らの遺ゆい言ごんは必ず自分の息子か娘を王位に就つけてくれとのことでした。私は彼らの手によって国王の権限を委ゆだねられました。彼らの恩に報むくいるためにも、私は沼地の魔道師と戦い、従い姉と弟こを連れ戻さなくてはなりません」

　神妙な面おももちでエストは語る。なんだか辛つらい立場にいるのね。そんな事情があったなんて、悠ゆう然ぜんとした態度からは想像もつかなかった。彼女の今までの人生を考えたら、あたしと義母のいがみ合いなんて大したことなかったような気がする。

　あたしは少しだけ、自分の不幸に甘えていた自分を見直すことにした。

「ねえ、じゃあアンジェラに手伝ってもらえばいいじゃない。彼女がいれば沼地の魔道師なんてひょひょいのひょいよ」

「カリミア皇家には先に沼地の魔道師から要よう請せいがあったそうです。この件に関しては傍観していてほしいと。エルヴィラにもカリミアの手を借りられない理由があります。アミュールへの回帰心が強い長老会はダザンと手を組もうとしていて、彼らの機嫌を損なわないようカリミアとのつながりを切りたがっているのです」

「それじゃあ、アンジェラはなぜ審判だの仲ちゆう介かいだのと言ってるの？」

「それはカリミアがもともと、第三の力を持つ能力者を保護してきた立場にあるからですよ。彼らが暴走しないよう監視しているのです。そして私も、ダザンに水神エルヴィラを売り渡さないようカリミアに監視されています。盟約によって水神エルヴィラの身はカリミアに保護されているのですから」

　エストが苦笑しながら説明する。それはどういう意味だと聞き返そうとして、あたしは視界に入った妙なものに目を奪われた。

「エスト、あれ」

　あたしは彼女の注意を促うながした。ほんのりと淡い光に包まれた白い廊下に、異様な黒い水がたまっている。今までの経験上、たかだか水たまりと侮あなどる気はなかった。ゆっくりと慎重に近寄る。

　コールタールをこぼしたような小さな水たまりだが、風もないのに表面にはさざなみが立ち、ときおりタプンと音を立てて跳はね返った。ゆらゆらと断続的に形が変化するのも異様だ。まるで生きているみたいだ。それが点々と、廊下の向こうまで続いている。

　あたしは天井を仰あおいだ。一枚石の白い天井に、藍あい色の染しみができている。天井から染みてきたのは分かるとして、この点々になって続いてるのはどういうことだろう。

「なにかしら、これ」

　あたしは嫌いやな予感がしてエストを見た。彼女も難しい顔を作って、カーブを描く廊下の向こうを凝視する。

「ともかく行ってみましょう。この液体をこぼしていったものがいるはずです」

　敢あえて「人」と言わずにエストは答えた。そうするほかはないだろう。

　あたしたちは足音を立てないよう気を遣い、息さえ詰めながら黒い水たまりを追った。しばらく行くと、前方からずるり、ずるりと、濡ぬれた布を引きずるような音がしてきた。あたしたちは顔を見合わせ、更さらに用心深く進む。

　果たして、廊下の向こうに不気味な黒い影が、のろのろと這いずっている姿が見えた。

「ひっ……」

　悲鳴を上げそうになり、慌あわてて口を手で塞ふさぐ。

　それは異様な人影だった。全身がコールタールのような黒いどろどろしたもので覆おおわれている。腕がやけに長く、首とか胴のくびれはまったくなかった。巨大な三つ目が頭部とおぼしきところについているが、口や鼻はない。膝ひざから下は崩くずれていて、手で体を引っ張るように這い進むと、脚部からどろどろ粘液が滴したたり落ちた。それが黒い水たまりを作っていたのだ。

　近寄るあたしたちに気づく様よう子すもなく、虚うつろな眼まな差ざしでただひたすら前に進んでいく。その歩みは蝸牛かたつむりに似ていた。

　あたしは固かた唾ずを吞のんだ。なによ、これ。魔物の出で来き損そこないなのかしら。恐怖よりも気味が悪くて、生理的不快感がつのる。あのコールタールの中に手を突っ込んだら、なにも摑むことなく向こうへ突き抜けてしまうに違いない。コールタールの人形だ。

　あたしたちは交かわす言葉もなく、人形のあとをじっと追っていった。長い時間をかけて、ようやく階段ホールにたどり着く。そこで人形が一息つくかのように横たわった。すると、崩れかけた体がどろりと溶解してしまったのだ。

「きゃっ！　溶とけた!?」

　こらえきれずあたしは悲鳴をあげ、エストに抱きついた。彼女の腕の筋肉が緊張するのを感じる。

　液体に変化したコールタールは、そのまま床面に吸いこまれていった。そして、大きな青黒い染みを残してきれいさっぱり消えてしまう。

「な……なに、よ。今の」

　そう尋ねた声は自分でも驚くほど掠かすれていた。魔物のやることにいちいち驚いてなんかいられないけど、けど、なんなのよ、この城はっ。頭がおかしくなりそう。

「可愛かわいい可愛い仔猫ちゃん。なんにも知らないでここに来たなんて、お気の毒お気の毒」

　突然、透き通る美しい歌声がホールに響きわたって、あたしは仰ぎよう天てんのあまり飛び上がった。エストも反射的に剣を抜き放つ。その紺こん碧ぺきの瞳ひとみが鋭く辺あたりを窺うかがった。すると、場違いなまでに明るい笑い声がして、

「きゃははは！　どこを見ているの、こっちよこっち。可愛い可愛い仔猫ちゃん」

　あたしは声のした方を見て、そして、今度こそ驚きよう愕がくのあまり腰を抜かしてしまった。壁のくぼみに飾られた壺の中から、女の人が顔を出していたのだ。

　それは緑の黒髪を床まで垂たらした、美しい女性だった。抜けるような白い肌にくっきりと描かれた柳の眉まゆ、濡れた唇くちびる、妖よう艶えんな眼差し。傾けい城せいの美女とはこういう美び貌ぼうを言うのだろう。男たちは彼女の流し目一つで骨抜きにされてしまうに違いない。

　でも。

「なにをそんなに驚いているの。さあ、こっちに寄ってきて、そして私をよく見て」

　婉えん然ぜんと微笑ほほえみながら女は誘う。これが驚かずにいられるっていうの!?　だって、彼女が押しこめられている壺は、どう考えてもどうやっても、成人女子が入れるような大きさじゃないのよ！　胴体が入っているのさえ怪あやしいくらい小さいんだもの！

　あたしは膝ががくがく言っているのに気がついた。血の気が顔面から引いて、歯の根があわなくなっている。エストが支えてくれなかったらその場で倒れていたかもしれない。

「おまえは何者です」

　こんなときでも毅き然ぜんとした態度でエストが問う。壺の女はけらけら笑いながら、

「哀れな哀れな亀よ。このような話を聞いたことがあるかしら？　昔々、遠い南の国に美しい踊り子がおりました。その評判は王さまの耳まで届き、踊り子は王さまに召し抱かかえられることになりました。ところがお妃きさきさまはとんだ妬やきもちやき。王さまの留る守すを見計らって、踊り子を拷ごう問もんした挙あげ句、その両手脚を切断して酒壺の中に封じこめてしまったのです。ああ、なんて悲劇的なお話なんでしょ。哀れな哀れな」

　歌うように彼女は語る。あたしはエストの陰から尋ねた。

「じゃ、じゃあ、その踊り子というのは、あなたのことなの？　どうしてこんなところに」

「だって、ホールの飾りには最適でしょ。ああ、哀れな私。可愛い可愛い金色の仔猫ちゃん。どうか私を助けて。もうこんなところにいるのは嫌よ」

　酒壺に入っているせいか、女は自分の言葉に酔いしれている。こんな残ざん虐ぎやくな目に合わされて、少しおかしくなっていても不思議はない。そう考えると、あたしは彼女に憐れん憫びんの情を催した。可哀そうな人。なんとか助けてあげたいけど。

「でも、助けてって言われても、どうすれば」

「魔道師さまが新しい手足を付けてくれる約束なのよ。それなのにすっかりお忘れなようなの。連れてってくれればいいわ。さあ、こっちに来て。そして助けて」

　懇こん願がんする彼女がひどく哀れで、あたしは促されるまま壺に近寄ろうとした。そのとき。

「カリル、近寄ってはいけません！」
















　エストの鋭い叱しつ責せき。振り返ったあたしの首に、にゅっと女の黒髪が巻きついた。ぐっと首が締めつけられる。あたしは悲鳴を上げた。

「な、なによ、これ！」

「可愛い可愛い仔猫ちゃん。私を見にきて。私を助けて」

　女が甲かん高だかい声で歌う。その豊かな黒髪が波打ち、束たばになってあたしに襲いかかってきた。全身を絡めとられ、身動き一つできなくなる。きりきりと痛い。苦しい。目が見えない。

　ざくっと音がして、あたしは急に解放された。無む我が夢む中ちゆうで髪をむしり取ると、エストが剣を構えて女と対たい峙じしている。エストは冷ややかな口調で言った。

「昔話は昔話に過ぎません。そして、おまえは魔道士によって作られた魔物にすぎない」

　彼女の言葉を無視して、壺の女はにたりと笑いながらエストを見おろすと、

「可愛くない牝めす猫ねこなんか呼んでなくてよ。さっさと食べられちゃいなさいな」

　するりと再び髪が伸びる。エストは踏みだしたが、死角からの攻撃にすぐさま横へ飛んだ。剣に巻きつこうとする髪を打ち払い、足首に絡んだものを切り落とす。

　エストと女の戦いに気をとられ、あたしは背後から忍び寄ってきた一房の髪に気がつかなかった。しまった、と思ったときには首に再度髪が絡みつき、あたしは引き倒された。

「カリル！」

　とっさにあたしを助けようとした隙すきをついて、髪がいっせいにエストを襲う。あっというまに髪の毛に埋もれて姿が見えなくなった。あたしは彼女の名を呼ぼうとしたが、声が出なかった。ずるずるともの凄すごい力で女はあたしを引き寄せる。息が詰まる。苦しい。涙があふれる。やめて。お願い。苦しい。

「可愛い可愛い仔猫ちゃん、私を見てご覧なさいな。美お味いしい美味しい仔猫ちゃん」

　女の声が耳元でする。彼女の顔がすぐそこまで迫っていた。妖よう艶えんな美貌がニイーッと笑う。口が耳元まで裂ける。ぱっくりと鰐わにのように開いた口に、鋭く尖とがった歯が何重にも並んでいた。いやらしいまでに太く肥こえた舌が、べろりと頰ほおを舐める。それがあたしの神経の限界だった。

「い、いやああーっ！」

　無意識に右の掌てのひらを魔物に向かって突き出す。とっさの防ぼう御ぎよ行動だった。全身の血がそこへ集中し、その波に乗って力も一点に集中する。

　掌が熱い、そう感じた瞬間、光の玉が掌に生じた。光は急激に膨ぼう張ちようして、魔物を貫つらぬく。あっというまだった。魔物は悲鳴をあげる暇もなく目映まばゆい光に吞まれ、そして消滅した。

　どごん！　という轟ごう音おんが響きわたる。あたしの放った光が壁を突き破り、巨大な穴を開けた音だった。

　絡みついていた髪がばらばらと落ちる。喉のどの痛みを思いだしたのはそれからだった。
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　あたしはただ呆ぼう然ぜんと自分の掌てのひらを凝ぎよう視しした。今のは、なに？　なにがこの掌から出たというの。反対の手で触れてみると、微かすかに熱を帯びている。触れた指先がぴりぴりと静電気の痛みを感じた。

　激しい運動をこなしたように、息が荒かった。あたし、第三の力を使ったんだわ。第三の力で攻撃をした。だから、こんなに体力を消しよう耗もうしたのよ。床に散乱した魔物の髪が、すべて泥に変化している。ネフカドールと一いつ緒しよだ。

　突然肩を叩たたかれ、あたしは飛びあがった。振り返るとエストレディータが立っている。魔物が死んで彼女も解放されたのだ。その秀しゆう麗れいな顔が困こん惑わくに曇っていた。そりゃあ、そうだろう。あたしが魔物をやっつけたんだもの。しかも、第三の力で。

　あたしは無理に笑おうとしたけど、へなへなとその場に座すわりこんでしまった。大きく息を吐く。喉のどがひりひりした。

「大だい丈じよう夫ぶですか」

　エストの問いにあたしは首を振って否定した。でも、疲れより驚きの方が強くて、頭が真っ白になった気分だ。

「カリル、いつのまにあんな力を」

「今よ」

　あたしは端たん的てきに答えた。だって、そう言うしかないじゃない。あたしの第三の力はここにきて急激に成長した。あの薬は遅ち効こう性せいだったのかも。それとも、この城の異様な雰囲気があたしの力を刺激したとか。

　エストは不ふ可か解かいな面おももちのまま、あたしに手を貸してくれた。井戸の中で力が発現したことはもう言ってある。彼女が納なつ得とくいかないのは、あたしみたいな出で来き損そこないがこんなに強い力を持っていたことだろう。あたし自身、信じられない。でも、現実に攻撃の力は発現し、魔物は消滅して壁には穴が空あいてしまったのだ。

　あの薬の効果は絶大だった。そう納得していいのかしら。

「おーい。おーい」

　遠くから呼び声が聞こえてきた。バトリーだ。あたしは一いち抹まつの不安を押しこめて、自分で空けた穴に駆け寄った。瓦が礫れきの向こうからバトリーとコリンの姿が見える。騒ぎを聞きつけて来てくれたに違いない。あたしは気を取り直して、二人に手を振った。

「ここよ！　こっちよ！」

「おうカリル、ぶじだったか。やっと見つけたぜ」

　そう言って現れたバトリーの手が、なにやら小柄な老人を引きずっている。瓦礫の山もなんのその、ずるずると力任まかせに引っ張って来るのだ。老人は甲かん高だかい声で喚わめいていたが、異国の言葉なのでなにがなんだか分からなかった。くっついているコリンがはらはらした表情で見ている。あたしもぎょっとして、

「……なにしてるの、バトリー」

「いや、変なじじいがうろちょろしてっからさ、捕つかまえてきたんだ。こいつ捕まえたら魔物がぷっつり出なくなったんだぜ。一体なにがあったんだ」

　けろりとした顔でバトリーは答える。優しいんだか常識がないんだか分からない男だ。

　エストが今までの経緯を説明している間、あたしは騒ぎ続ける老人をまじまじと見た。フードのついた黒いローブをまとった格かつ好こうは、一目でどんな人種に属するのか分かる。自然派（科学ともいう）の学者だ。まばらに生えたゴマ塩の髭ひげや髪、そのわりにやたら長い眉まゆ。瘦やせこけた頰ほおに目つきの悪い形ぎよう相そうは、スーリエで見かけた学者貴族とは大違いの貧ひん相そうなものだった。こんな山奥では儲もうからないのだろうか（いんちき占うらないを依頼する人も、へつらう相手もいないものね）。彼は首根っ子を摑つかまれ憮ぶ然ぜんとしていたが、急に悲ひ鳴めいをあげるとバトリーを突き飛ばして壁に走り寄った。

「だ、誰じゃっ。わしの最高傑けつ作さくを壊したのは！」

　しどろもどろと、あたしたちにも分かる言葉で老人は怒ど鳴なる。なんのことか首を傾かしげ、そして例の壺女のことを言っているのだと気がついた。この老人があれを作ったというの？　あたしたちが反応を示さない（というより、呆あつ気けに取られて言葉が出てこなかったのだ）ので、老人は腹立たしそうに足を踏み鳴らした。

　どこからか大きな桃色の鷺さぎが現れ、優雅に老人の肩にとまった。その重みでよたよたとよろめく老人。そんなに重いなら肩乗りになんかしなければいいのに。

　老人が鷺になにやら舌打ちした。なにをしているかと思ったら、鷺のくちばしが開いて、

「アアアーッ、ナンテコトヲシタンジャッ！　ワシノ傑作ヲーッ。オイオイ」

　それを聞いてあたしたちはひっくり返った。いくら言葉が通じないからって、鳥に通訳なんかさせるなっ！　それでもエストだけは平然と（ご立りつ派ぱ）、

「あの壺の魔物はおまえが創つくったものなのですか」

「フン、当タリ前ジャ。アレダケノ芸術ヲ創レル者ハ世界広シトイエド、ワシヲオイテ他ニハナイワ。ソレダケデハナイゾ、コノ城ニ住ムスベテノ魔物ガワシノオ手製ジャッ」

　傲ごう然ぜんと老人は言う。あたしは呆あきれ返った。ろくでもない芸術があったもんだ。

　それにしても、鷺は老人の口くち真ま似ねそっくりに、鼻笑いまでして通訳する。誰なの、鳥は三歩頭なんて言ったのは。それとも、この鳥も魔物なのだろうか。通訳専用の？（本当にろくでもない）

　いきなり老人がびしっとエストを真っ直すぐ指さした。鷺も羽を広げて同じ格かつ好こうをとる。

「キサマガワシノ作品ヲ壊シタナッ。責任ヲトッテモラオウ。サア、もでるニナレッ」

「調子に乗るんじゃねえよ」

　うしろからバトリーの蹴けりが入り、老人は瓦礫の中に突っ込んだ。この老人、自分が捕とらわれの身だってこと理解してないんじゃなかろうか。バトリーが乱暴に引きずってきたのも分かる気がする。

「ナニヲスルナニヲスル！」

　いち早く飛び立った鷺が天てん井じようをぐるぐる旋回して、甲高い声で喚き続ける。

　もう語る言葉もなく眺ながめるあたしの手を、コリンが引っ張った。魔法使いの少年は不安そうな顔をして、小声で、

「もしかして、この壁壊したの姉ちゃんの力？」

「そうみたい──こんな攻撃の力があるなんて知らなかったけど」

「きっと薬のせいだよ。でもおかしいな、もともと力が発現してたならともかく、こんなに力が出るなんて」

　コリンが不ふ審しんそうに顔をしかめる。ちょっとやめてよお、怖くなるじゃないの。あたしはうろたえて、

「どういう意味よ。ふつうだったら攻撃の力なんてまだまだ持てない段階なの？」

「別に段階なんてないけどさ。姉ちゃん、井戸ん中で静的な力が発現してただろ。だから動的な、攻撃的な力はでないと思ってたんだ。大たい抵ていそういうもんだから。でも、姉ちゃんアミュールの末まつ裔えいだからな、勝手が違うんだろうな」

　あたしたちはひそひそと言葉を交かわした。第三の力に静的とか動的とか分類があるなんて初めて知った。分類の仕方はなんとなく感覚で分かる。なら、魔法使いは静的な力を極きわめた一族なのだろう。

　あたしはちょっと考え、そしてコリンに言った。

「アミュールは、マリカの神話を思いだすかぎり静的な力と動的な力、両方持っていたと思うわ。マリカ自身は龍りゆう脈みやくを読んで大地を潤うるおしたとか、静的な力を使った説話が多いけど、西方の蛮ばん族ぞくをその神じん通つう力りきで倒したと言われてるもの。あたしに両方の力が発現してもおかしくはないわよ」

「ふーん。そう言われれば、そうかも」

「おい、なんの話してんだよ」

　瓦礫の中から老人を引き起こしながら、バトリーが声をかけてくる。なんて説明しようか困っているあたしの側そばを、すうっと鷺が舞い降りて老人の肩にとまった。途と端たん、

「キサマラハナント無ぶ礼れいナ奴ラジャ！　世紀ノ大天才、かりみあノ陰陽殿ノ学者ニモ追つい随ずいヲ許サヌコノワシヲ、ヨリニヨッテ足あし蹴げニスルトハ！」

　と息巻くわりには、老人自身は目が回っているようで足元がおぼつかない。どうも調子が狂う。捕まえているバトリーも手に負えない様よう子すで、げんなりとしていた。

　それを見て苦笑しているエストに、あたしは尋ねる。

「ねえねえ、このおじいちゃん、何者なの？　これが騎き士しエンドローフ？　それともほかの魔道士？」

「えんどろーふト間ま違ちがエルトハ愚おろカナ娘ヨ。ワシハアンナかっちんこ頭デハナイワ。魔道士？　ハッ、アンナ下ラナイ、天てん賦ぷノ才ノ欠けつ如じよシタ輩やからナンカト一いつ緒しよニスルデナイ。ワシハ生マレナガラノ天才、偉大ナル学問ノ神ふぁくるしノ生マレ変ワリナノジャ！」

　老人＝鷺は誇らしげに、全然聞いたこともない神の名を言う。こういう自信過剰はまともに相手するだけバカを見るので、あたしたちは聞き流すことにした。その態度にむっとしたらしく、老人は苛いら立だたしげに足を踏みならすと、

「キサマラ、信ジテオランナッ。ナラバワシノ作品ヲ見テミルガヨイッ。ソレデモワシガ天才デナイトハ言ワセンゾ！」

　そう言うと、老人は生っちろい顔を真っ赤にして、バトリーをずるずる引っ張りながら歩きだした。プライドの塊かたまりというのか、一体枯れた腕のどこにこんな力が蓄えてあったのか不思議だ。

「おいおい、凄すごい力だな」

　憮ぶ然ぜんとバトリーが言う。あたしとエストは顔を見合わせ、ともかく老人のあとについていくことにした。コリンが薄気味悪そうに辺あたりを見回してから、慌あわてて追ってくる。

　階段を上がり、あたしたちはホールと見間違えるほど大きな廊ろう下かに出た。両壁には厚手の緞どん帳ちようが垂たれ下がり、その陰からなにかがこちらを窺うかがっている。それも一つではなく、何十、何百もの視線があたしたちを見ているのだ。時とき折おりカサカサと音が立ち、そのたびにあたしの背筋は緊張した。バトリーやエストは平然としているけど、気け配はいはちゃんと嗅かぎとっているらしく武器に手をかけたままだ。コリンに至ってはあたしの服を摑んで離れなかった。

　そんな魔物の巣そう窟くつを、老人はひょこひょこと、妙みようなリズムで歩いていく。あたしは恐怖を紛まぎらわせるために、エストに話しかけた。

「ねえ、魔道士ってふつうの道士（ふつうの道士もよく知らないけど）となにが違うの？」

「基本的ナコトジャ！　アイツラニハ天賦ノ才ナドミジンモアリハセン！」

　老人＝鷺が聞いてもいないのに喚いた。どうも自分の知っていることは自分が喋しやべらなくては気がすまないみたい。人の会話にも口出しするなんて、まるで子供だ。エストが無言で頷うなずいたので、しかたなくあたしは老人に話しかけることにした。

「それはどういう意味？　もっと分かりやすく説明してよ」

「ヨロシイ！　無む知ち蒙もう昧まいナ輩ニ知識ヲ惜おシゲモナクフルマウ、ソレガ学者ノ本ほん望もうジャ！」

　捕虜のくせにえっらそうに言う老人。あたしはむかむかしながらも話を促した。

「はいはい、さっそくご教授願えませんか」

「魔道士トハ、ふりーくデナカッタ者ガふりーくニナッタ者ジャ」

「……は？」

　話が理解できず、あたしは聞き返した。老人＝鷺も自分の言葉に顔をしかめて、

「ツマリジャナ、モトモトふりーくデナカッタノニ自みずかラふりーくヘト転ジタ、愚おろカ者ノコトヲイウノジャ。天カラ授さずカッタ形質ヲ変エテ、だいさんのちからヲ得ヨウトハ、笑しよう止し千せん万ばん。ソウジャ、形質ガスベテジャ。形質ガスベテヲ決メル！」

　言いながら、老人は自じ己こ陶とう酔すいの世界に入ってしまったようだ。でも、やっぱりあたしには理解できなかった。フリークって言っているけど、それは第三の力を持つ能力者のことよね。能力者でなかった者が能力者になる？　あたしみたいに？

　あたしの疑問を察してくれたらしいエストが、補足してくれる。

「潜在的な能力者でもない普通人が、ある修行を積むことによって能力者になれるのです」

「そんなことが可能なの!?」

　あたしはびっくりして聞き返した。エストは頷くと、

「その修行方法を知っているのは沼地の魔道師だけなのです。私たちの感覚からいうと能力者は異端として迫害される弱者ですが、それでも第三の力を手にいれたいという者はあとを絶ちません」

「なぜ？」

「普通の人間にはない力を持つ。それは諸もろ刃はの剣なのです。迫害の対象となるか、人々を支配する者となるか。ごらんなさい、アミュールとその他の能力者の違いを。同じ第三の力を持っていても、ああも立場が違います。人々の恐怖を抑おさえつけられるほどの力があれば、有う無むを言わせぬ絶対的な力があれば、支配者になれるのです」

「諸刃の剣……」

　あたしは自分の掌を見た。あたしはいつの間にか能力者の仲間入りをしていた。こうして旅をしている間はいいけど、ぶじフェリシティを助け出して、それからどこかの町に落ちつくことになったら、あたしはどうなるのだろう。第三の力を持った能力者、鬼おに子こと忌いまれる存在になって、そして迫害されるのかしら。それが嫌いやならアミュールの末裔として人々を支配する？　それとも、どこか遠くの地に逃げる？

　望んだわけではない。こんな力、望んだわけではない。

「わざわざ能力者になるなんて、そいつら頭がおかしいんだ」

　ぽそりと小さく、吐きだすように言ったコリンの言葉が、ひどく耳に残った。

　大廊下は終わりを告げ、あたしたちは螺ら旋せん階段を下りた。一体この城はどこまで続いているのだろう。

　階段を下りきったところに、小さな古びた木の扉とびらが待ちかまえていた。老人は無む造ぞう作さに扉を開き、そのまま入っていく。あたしたちは警戒しながら、あとに続いた。

　そこは、今までの荘そう厳ごんな雰囲気とはまったく異なった、物置小屋みたいな部屋だった。学校で使う習字板が山のように積んであり、床には巻物が散乱し、半なかば壊れた木箱が隅すみに追いやられている。そして、大きな樽たるが幾つも置いてあって、歩く隙すき間まさえない。壁ぎわに据えられた巨大なテーブルの上が唯ゆい一いつ空いている場所だった。老人は山を登るように進み、テーブルの上にちょこんと座った。あたしたちも四し苦く八はつ苦く、テーブルにたどり着く。

「コレヲ見ヨ」

　老人は誇らしげに、垂れている緞帳を引っ張った。隣の部屋に続く窓が現れ、あたしたちは用心深く中を覗く。隣はかなり広いホールだった。窓は天井近くにあって、ホール全体を見おろせるようになっている。中は柵で小分けにされていて、まるで家畜の養殖場だ。そして、柵の中に押しこめられているのは、

「魔物……？」

　あたしはぽかんとした。いるわいるわ、魔物のオンパレードだ。角つのを生やした巨人がいれば、羽根の生えた大ネズミもいる。あのしゃこ貝もいるし、魚の下半身をもった娘も、神話や伝説に出てくる魔物や精せい霊れいが形を成してそこにいる。ここは一大魔物養殖場だったのだ。バトリーやコリンはもちろん、エストでさえ言葉を失っている。

　魔物たちはモソモソと動いていたけど、いたって静かだった。言葉や鳴き声はない。養殖場につきものの臭においもなかった。ここには生活がないのだ。魔物たちは正体なく、うろうろと人形のように動いているだけで。

「……ここにいる魔物全部が、おじいさんの手で創つくられたというのね」

「ソノトオリ！」

　鳥までもが胸を反そらして言う。

「やっぱりあの魔物たちも泥から作られてるの？」

「泥トハナンジャ、泥トハ。ソノ樽ヲ覗イテ見ルガイイ」

　あたしたちは促されるまま、テーブルの横に置いてあった樽の中を覗いた。中にはピンクというか赤茶というか、泥色の挽ひき肉のようなものが入っていた。たぷたぷと震え、まるで生きているみたいで気持ちが悪い。手をかざすとほんのりと熱が伝わってきた。中はけっこう高温になっているのかもしれない。

「これで魔物を形作って命──魔力を吹きこんだのね」

「ソウジャ。ヨウヤク分カッテキタナ」

「そのくらい分かるわよ」

　なんだ、やっぱり泥遊びじゃないの。あちらが養殖場としたら、こっちの物置小屋はさしずめ生成工場というところだ。なんだか焼き物工場を思いだしてしまった。

「コレハ〈始源ノ肉〉ジャ。コレヲ創レル者ハ世界広シトイエド、ワシグライナモンジャナッ。天才的頭脳ト優すぐレタ美的感覚ノ持チ主デアルワシニ出会ッテ、ヨウヤク古代ノ知識ハ目覚メルコトガデキタンジャ」

「やはり、いにしえの技術を蘇よみがえらせたのですね」

　今まで沈黙していたエストが口を開き、同時に剣を鞘さやから抜き放って老人に突きつけた。ひっ、と上うわ擦ずった悲鳴を上げる老人。鷺も羽をばたつかせた。

「ナンジャナンジャ、イキナリ！　ワシニ刃物ヲ向ケルトハ失礼ナ奴メ！」

「じいさん、俺たちに捕まってること忘れてないか」

　バトリーが呆あきれ返った口調で言う。もともと理解すらしていないとあたしは思うけど。

「さあ、言いなさい。おまえにその知恵をもたらしたのは誰です。私は手て加か減げんしませんよ」

　エストの剣の切っ先が老人の喉のどに突き刺さる。老人の顔面が赤くなったり青くなったりした。それでも気丈に、

「ソ、ソンナコトクライ教エテヤルワイ。ダカラコノ刃物ヲ収おさメンカッ。古代秘技ノ書物ヲ与エタノハあいだんと・もあダ」

「書物の出どころは？　まさかカリミアではないでしょう」

「太陽神国ニ決マットロウ」

「太陽神国ですって!?」

　あたしは声を上げてしまった。太陽神国といえば、いにしえのアミュールの王国だ。そんな国の秘技をなぜ沼地の魔道師が？　エストが続けて尋ねる。

「アイダント・モアがその書物をどこで手にいれたか知っていますか」

「フン、奴ノ根ね城じろヲ知ランノカ。奴ハ太陽神殿ノ遺跡ヲ占せん拠きよシトルンジャ。ワシハ魔道士ナゾ大嫌イジャガ、あいだんと・もあハ別ジャ。アレハ学問ノヨキ理解者ヨ。奴ハ鏡ノ館やかたヲ追イダサレタワシヲ保護シ、膨ぼう大だいナ書物トトモニコノ研究所ヲ提供シオッタワ」

「この城は騎士エンドローフのものでしょう」

「ソレハ名ダケジャ！　コノ城ハワシトワシノ美シイ作品ノモノジャ！　アンナ魔道士崩レナゾ話ニナランワッ」

　鷺は嚙みついて──まさに嘴くちばしでエストに嚙みついて、喚いた。どうやら沼地の魔道師の陣営でも仲間割れがあるみたい。エンドローフ。『月』を操あやつり人狩りを行っていた当人。

　エストは無造作に鷺の嘴を押し退のけた。その弾はずみで老人もろともゴロゴロ転がる。見かけに寄らず彼女は力がある。あたしは足元でひっくり返った老人を覗きこむと、

「ねえ、なんでこんなに魔物なんか作ってるの？」

「ソレハワシガ学者ダカラジャ！　かびノ生はエタ本ニ記サレタコトナド、未み曾ぞ有うノ天才デアルワシノ手ニカカレバオチャノコサイサイヨ！」

　倒れたまま喚く老人。質問の意味を取り違えているようだ。あたしは言い直した。

「ここで作られた魔物はどうなるの？」

「半分ハあいだんと・もあノ命令デえんどろーふガ連レテクワイ。ソノアトハ知ラン。残リハワシトコノ城ヲ守ッテクレトル」

　そのことが少々気にくわないらしく、老人は口を尖とがらせた。あたしが喚よびだしたネフカドールも、もしかしたらこの城で作られた魔人だったのかもしれない。あの薬といい、ありえることだ。スィバのウミウシも当然そうよね。じゃあ、あれは召しよう喚かん士しではなく魔道士だったかもしれない。

「なあ、この泥をこねくったあと、どうやって動かすんだ？　あいつらももう少し手を加えるんだろ。正体がねえみたいだし」

　バトリーが窓の向こうの養殖場を指さしながら尋ねると、老人はバネのように飛び起きた。その質問を待っていたとばかりに顔を輝かせ、手を叩たたくと、

「ソウ、ソレガワシノ偉大ナトコロジャッ！　科学モ医学モ魔術モ、モトモト一ツノ体系ニアルモノ。ばらばらニ考エルカラ互イニ牽けん制せいシテ行キ詰マッテシマウノジャ。ワシハソレラヲ融合シテジャナ、命ノ水ヲ……」

　喜き々きと喋っていた老人が、ふいに口をつぐんだ。というより、鷺が通訳するのをやめたので、彼も黙らざるをえなくなったという感じだった。あたしの目が鷺の円い目と合う。透とう徹てつした黒い目。なんだかこっちの方が意志を持った「学者」みたいだ。老人はあたしたちをごまかすための傀かい儡らいに過ぎない、そんな気がしてくる。いやだ。怖い。

「命の水を、そして？」

　エストが先を促す。しばらく沈黙が流れた。

「ちょっと、なにか言ったらどう」

　しびれを切らしてあたしは老人の肩を揺すった。すると、そのまま小さな体がぐらりと傾かしぐ。老人はあたしたち四人が見ているというのに、瞼まぶたを半分閉じて眠りこけていたのだ。がっくりと気が抜ける。なんなのよ、一体。

　それまで大人おとなしくしていたコリンがばっと老人に飛びついた。

「ねえ！　兄ちゃんたちはここにいないの!?」

　びびくんっ、と老人の体が大きく震え、目を大きく開く。灰青色の瞳ひとみがあたしたちを睨にらみつけた。なにか仕掛けてくるのかと思いきや、いきなり老人は手を叩くと、

「オオ、ソウジャ！　モウオ寝ムノ時間ジャッ。早ク布ふ団とんニ入ラナクテハ！」

　そう喚わめいてテーブルから下りようとする。こ、こいつ、あたしたちの存在を無視しているわねっ。そう言えば、あたしも吞のん気きに話を聞いている場合じゃなかったんだわ。

「こら、おいらの話を聞けって！　兄ちゃんたち、魔法使いはどこだよ！」

　枯れ枝のような老人の腰にコリンが飛びついた。あたしも胸ぐらを摑み、

「人狩りで連れてこられた人たちは、フェリシティはどこ!?　この城にいるんでしょ！」

　目を白黒させる老人にエストが再度剣を突きつけた。

「エルヴィラの王子はどこですか。ここにいるのは分かっているのです」

「ナ、ナンノ話ジャッ。ワシハナンモ知ランゾ。本当ジャッ、えんどろーふガコノ城デナニヲヤットロウガ、ワシノ知ッタコッチャナイ」

「じーさん、知らばっくれるのも体力がいるんだぜ」

　にやりと笑いながらバトリーがとどめとばかりに老人の腕を捻ひねりあげる。老人は悲鳴をあげた。自分でやっていてなんだけど、これじゃあ恐きよう喝かつだわね。でも、やめる気なんかさらさらなかった。早くフェリシティを助けに行かなくちゃ。

「アイタタタ！　ソ、ソウジャ、人間ガイッパイイタトコロナラ知ッテオルヨ。ワシノ管かん轄かつデハナイガノ」

「はじめから素直に言やあいいんだ」

　根こん性じようなく老人があっさり吐くと、バトリーは手を放し、エストも剣を引いた。いっぱいの人がいたというからには、コリンの兄ら能力者か人狩りの犠牲者のどちらかに違いない。

「マッタク、敬老トイウ言葉ヲ知ランノカ」

「早く行きなさいよっ」

　ぶつぶつ文句を言う老人をどやしつけて、あたしたちはその場所へ向かうことにした。

　来たときとは違う階段を上って、さらに曲がりくねった廊下を延々と歩く。まるっきり迷路だ。さっきの工作室に戻れと言われても、もうあたしには分からなかった。

　それにしても、この廊下を照らしている白く淡い光は魔術の光なのだろうか。あたしたちの行く先行く先点灯している。

　つん、と石せつ鹼けんの臭においがしてきた。臭いというほどの臭いではないけど、ぬめるような感じのする空気が漂ただよってくる。辺あたりは静まり返っていて、遠くからぐおんぐおん、と低い唸うなりが聞こえてくるだけだ。バトリーが怪け訝げんそうに辺あたりを見回して、

「なんの音だ？」

「ぱいぷニ流レコム音ジャ。ココデ生成シタモノハ、沼地マデ運バレトル」

　なにが？　あたしはそう聞こうとしたけれど、目の前に立ちはだかった細長い扉とびらに気を奪われてしまった。

　長い廊下の果てにあったのは、蟻あり一匹、水一滴さえ通さないほどぴったりと閉ざされた鉄の扉だった。その威圧的な姿を見ているだけで、重たいものがあたしたちの上にのしかかってくる。

「コノ奥ジャ」

　そんなプレッシャーなどお構いなしに、老人は扉の把とっ手に軽く手を触れた。すると、まったく力を入れなかったのに、扉がちきこんちきこんと妙な音を立てて開き始めたのだ。魔術の仕掛でもしてあるのだろうか。

　老人はするりと扉の中に入っていった。あたしたちは顔を見合わせる。コリンは露骨に顔をしかめたけど、ほかの二人は軽く頷うなずいただけで扉の中に入ってしまった。

「コリン、行こう」

　あたしはコリンの手を取ってやり（実はあたしも誰かの手を握っていたかったのだ）、勇気をだして扉をくぐった。

　中は暗かった。日暮れのような赤暗い光が内部を照らしだしている。やにわに心臓がドキドキし始めた。こんなところにフェリシティがいるのかしら。こんなところでもいてほしい──ほしくない？　分からない。期待と不安が入り交まじる。こんなところ。

　さっきの養殖場の半分にも満たない広さだった。あたしは息をひそめた。そうしなければならないような雰囲気だった。ぐおん、ぐおん、という音が地の底から聞こえてくる。

　一見は貯水池のようだった。円筒型の部屋は地中深くまで続き、なみなみと液体をたたえている。あたしたちがいるのは水面から三メートルほど上の、ぐるりと壁に取りつけられたギャラリーだった。天井はかなり高く、暗くら闇やみに埋まい没ぼつして判然としない。おそらく城のてっぺんまで突き抜けているに違いない。

　でも、貯水池なんかじゃないわ。

「なんだ、こりゃあ。この水光ってるぞ」

　柵から身を乗りだして覗のぞきこんでいたバトリーが、素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　赤く光る水。

　塔の中になみなみとたたえられていたのは、世にも異様な赤い液体だった。ぼんやりとした光を放ち、内部を照らしだしている。赤い液体──血？　まさか。血はこんなに透明ではないし、第一光るなんて話は聞いたこともない。信じられないし、信じたくもなかった。

　老人はどこからか長い竿さおを持ちだし、液体の中に下ろした。水面がぷるぷると震える。

「ヤヤ、マタ煮に凝こごリガデキトル。マッタクえんどろーふノ奴メ、職務怠たい慢まんジャナッ。ワシノ使ウ分ガ少ナクナルデハナイカ」

　憤ふん然ぜんと老人は言う。あたしは耳を疑った。煮凝りですって？　あたしとエストが落とし穴から落ちたとき、クッションとなったのも煮凝りだった。じゃあ、あれもここで作られたものが捨てられたのだろうか。そこまで考え、あたしはどうしようもない不安に駆かられた。

　ここのどこに人がいっぱいいたというの？　答えは一つしかないじゃない。

「ここにいた人たちは？」

　そう尋ねたあたしの声は、自分でも驚くほど冷たい響きだった。コリンが顔を歪ゆがめてあたしを仰あおぐ。知らず知らずに少年の手を握りしめていたらしい。その手を放すと、コリンが改めて驚いた様よう子すであたしを見た。あたしは今、どんな表情をしているのだろう。

　老人は竿で、液体の表面に張った煮凝りを必死に搔かき混まぜながら、

「モウ溶ケタワイ。一昼夜寝カシテオケバ骨マデ溶ケル。えんどろーふガ次カラ次ヘト運ンデクルカラノ、ココノ装置モふる回転ジャ」

　解説の続きでもしているかのように、平然と喋る老人。いいえ、彼にとっては解説なんだわ。愚かね。自分から喋ってしまうなんて。自分から首を締めてくださいと言うなんて。

　あたしは老人に飛びついた。鷺が飛び立つ。一発目の拳こぶしがきれいに老人の頰ほおをえぐった。

「カリル!?」

　バトリーが驚きよう愕がくして、あたしを止めに入った。でも無む駄だよ。なんなくその束そく縛ばくを振り切る。尻しり餠もちをついた彼が愕がく然ぜんとしてあたしを見た。体の奥から力が噴き上がってくる。ふつふつと体が熱くなる。その気になればあたしだってバトリーなんかに負けないんだから。

　でも、その気になることなんて滅めつ多たにない。いいえ、これが初めてだわ。初めて、あたしは人を憎いと思った。殺したいと思っている。義母にさえこんな感情は抱いだかなかったし、抱けなかった。誰に対してだって、心底憎いと、殺したいと、願ったことなんてなかった！
















「なんてことを、なんてことをしたのよ！　あたしのフェリシティをどうしたの！　どうしたか言ってごらんなさいよ！　ほら言ってごらん！　溶かしたなんて言ったら──！」

　承知しない。怒ど号ごうは途中で出なくなってしまった。怒りのあまり声が出てこないのだ。あたしは代わりに二発目の拳を顎あごにぶちこんでやった。それでも気がすまないので、立ち上がって蹴けりを何発も入れる。悲鳴なんか聞かない。命いのち乞ごいなんかさせない。あんたがいくら叫さけんでも、あんたをいくら許しても、フェリシティは帰ってこない。もう、あたしのフェリシティは帰ってこない！

「カリル、やめろよ！　これ以上やったら死んじまう！」

　性しよう懲こりもなくバトリーがあたしを羽は交がい締めにした。うるさいわよ。コリンやエストは黙って見ているのに、なぜあたしを止めようとするの。

　羽交い締めにされても足は動いたので、あたしは縮こまる老人を踏みつけた。ぼきっ、と鈍にぶい音がする。どこか骨が折れたみたいね。ざまあみろだわ。でも、まだまだ死なない。

「カリル、そんなことしてなんになるんだよ！　フェリシティは生き返りゃしないだろ！」

　バトリーがしつこく止めようとする。あたしは冷淡に言い放った。

「あたしの気がすむに決まってるわ。止めないでよ。フェリシティはまだ九つだったのよ。まだ死ぬような年じゃなかった。とてもいい子だった。こんなところで溶かされて死ぬなんて、そんな酷ひどい仕打ちされるような子じゃなかった！」

　叫んだ途と端たん、涙がどっと溢あふれた。可哀かわいそうなフェリシティ。こんなところで、こんなところで死ぬなんて。痛かったろうに。苦しかったろうに。

　こんなところにいてほしくなかった！

　あたしはがむしゃらに老人を蹴りつけた。年寄りだからってなによ。こんな奴死んでしまえばいい。フェリシティの苦しみはこんなものじゃなかったはず。きっとこいつは、なぜあたしが怒っているのかさえ分からないんだわ。罪悪感の一ひと欠片かけらもないに違いない。そういう奴は殺してしまえばいい。

　フェリシティが生き返るなんて思ってない。フェリシティがあの世で喜ぶとも思わない。でも、あたしの気がすまない。こんなことで気がすむとも思えないけど、殺さなくちゃ、あたしの心が癒いやされない！

「姉ちゃん、危あぶない！」

　コリンの悲鳴が上がる。エストが力任まかせにあたしに体当たりしてきた。ごろんと転がるあたしに、熊と人間をかけあわせたような魔物が襲いかかってくる。それをエストが斬きり裂いた。

　続けて二、三匹、魔物が襲いかかってきて、うち巨大な化ばけ猫がボロボロになった老人をくわえると、風のように走り去った。ほかの魔物もそれに続く。

「このっ……！」

　あたしは追いかけようとしたけど、バトリーにタックルされて倒れ、今度こそ抑おさえこまれてしまった。

「もうやめろよ。そんなカリル、俺見てたくねえよ」

「だって！」

　あたしは抗議しかけたけど、やめた。仰あお向むけのあたしと上に乗って抑えるバトリーと視線が合う。とても辛つらそうな目。あたし、そんな目で見られるような顔をしているの？　そう思った途端、熱いものが胸からこみあげ、涙が溢れでた。

　涙があとからあとから溢れ、とまらない。とめる気も今のあたしにはなかった。

　フェリシティ。あたしの可愛いフェリシティ。

　もう、会えない。

「……許さないわ」

　あたしは呟つぶやいた。全身全霊をかけて、呪のろいの言葉を吐く。

「許さない、沼地の魔道師。絶対許さない。あたしが殺してやる、殺してやる！」
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　沼地の魔ま道どう師し、許さないわ。絶対許さない。たとえあんたが他の能力者のために身を粉にしているとしても、多くの人間から慕したわれていようと、許さない。殺してやる。

　フェリシティはもう帰ってこない。

「……駄だ目めだ、なんにも感じないや」

　感覚の触手を伸ばしていたコリンが、ふうっと息を吐きながら緊張を解く。魔法使いは力は弱いが、媒ばい体たいを使うことによって魔法を色々と応用できるそうだ。廊ろう下かにチョークの粉で描いた魔法陣によって、コリンは城の隅すみ々ずみまで探たん索さくの「目」を飛ばしてみた。そう、スィバの町の井い戸どでのように。その結果、魔法使いはこの城にはいないということだった。

「コリンの方も駄目か。じゃあ、あとはエルヴィラの王子さまだな」

　バトリーの言葉にエストレディータが頷うなずく。コリンはがっかりした様よう子すだったけど、口にはしなかった。見つかったら見つかったで、今のあたしとの衝突は免まぬがれないからだ。沼地の魔道師を支持する奴やつなんて、あたしには信じられない。

「人の気け配はいは感じとれますか？」

「うーん、試してみたんだけど、どうも魔物の数が多くてよく分かんないんだ。それに、生きてるのか生きてないのかはっきりしないのもあって」

　生きているのか生きていないのかはっきりしない気配。それは養殖場にいたあの不完全な魔物のことだろうか。それとも、溶かされた人々の行き場のない魂たましいのこと？

　あの液体は血だったのかしら。どうやったら人間からあんな液体が作れるの。

　でも、そんなことはどうでもいい。あたしは沼地の魔道師を殺す。それだけだ。

　心が凍ってしまったように痛い。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか」

　心配そうにバトリーが声をかけてきた。あたしは無言で頷く。大丈夫よ、バトリー。倒れたりなんかしない。やる気も充分。絶対殺してみせるわ。

「どこから捜さがすんだい、エスト姉ちゃん」

「一つ一つ調べるよりほかはないでしょう。宝物は奥に隠すのが相そう場ばと思ってここまで来ましたが、どうやらエンドローフにとって我が王子は、さほど大たい切せつな代しろ物ものではなかったみたいですね」

　コリンの問いにエストが苦笑しながら言った。あたしもその意見には同意する。この城の役目は王子の監かん禁きんなんかではなかったのだ。

　それにしても一つ一つ調べまわるなんて、なんとも気が遠くなるような話だ。どのくらい時間がかかるだろう。この城に入ってからかなり時間が経っている、早くしなければ夜が明けてしまう。

『月』は今夜もどこかで人狩りを行っているのだ。

「お？」

　バトリーが身構えた。遅れてエストが剣の柄つかを握る。なにかしら。二人に倣ならってあたしも廊下の向こうを見るけどなにも見えない。耳をすましても、コリンが息を吞のむ音がしただけだ。力を使って調べようとしたけど、どうもうまくいかず、あたしはバトリーに尋ねた。

「なにか来るの？」

「ああ。お待ちかねのお楽しみ、また魔物が来るぜ」

　にやっと笑い、楽しそうにバトリーは答える。まったくこの男も好きなんだから。呆あきれるあたしの頭を、彼は棒で軽く叩たたいて、

「ようやく喋しやべったな。カリルが騒いでないと俺も落ちつかねえな」

「え……」

　バトリーがそんなことを言うなんて思わなかったあたしは、なんて言葉を返したらいいのか分からなかった。思わずどぎまぎしてしまう。

「ほら、ちゃんと隠れてろよ」

　バトリーが攻撃体勢に入る。その頃にはあたしの耳にも、城を揺るがさんばかりの轟ごう音おんが届いていた。巨大な象か犀さいが猛進しているような音だ。一瞬でも気を抜いたら、そのまま蹴けり殺されてしまうに違いない。今度はどんな魔物なの？

　あたしは身震いすると、気を取り直して掌てのひらを広げた。どんな魔物でも負けないわ。どれだけ通じるか分からないけど、第三の力を使ってみよう。こんなところで負けてなんかいられない。

　この力で沼地の魔道師を殺してやる。

　そこまで考え、あたしはふと気がついた。やだ、あたし、どうやって力を放出するのか分かってない！

「コリン、あたし……」

　あたしは言葉を吞みこんだ。来た。廊ろう下かの向こうから。魔物が。

　さあーっと顔から血が引くのが分かる。魔物はいいとして、

「一体なんなのよ、この数は！」

　それはあたしたちが棒一本剣一本で太た刀ち打うちできる数ではなかった。ドドドと地響きを上げて、波のごとく突進してくる魔物たち。養殖場で見かけた魔物が全員揃そろっていた。それが数をなし、入り乱れて襲ってくるのだ。

「なんだなんだっ!?」

「早く、魔法陣の中に入って！」

　仰ぎよう天てんしていたあたしたちは、コリンの言葉に従って魔法陣の中に飛びこんだ。コリンが護ご符ふを掲かかげて呪じゆ文もんを唱となえる。

　襲来してきた魔物の大群は自然に二つに分かれ、魔法陣を避けて走り続けた。あたしたちのことなんか眼中にないらしく、がむしゃらに突っ込んでいく。あとからあとから、あるものは走り、あるものは飛び、あるものは他のものにしがみつきながら、一心不乱に。あたしたちはしばらくぽかんとしていた。

「……なんだってんだ、こいつら。俺らを襲ってきたんじゃないのか？」

　呆ぼう然ぜんと魔物の流れを眺ながめながらバトリーが呟つぶやく。すっかり気が抜けてしまったようだ。気が抜けるどころか、あたしはどっと疲れてしまった。

　城中の魔物が大移動しているみたいだ。流れの最後になって、あのしゃこ貝が長く厚い舌で懸命に這はい進んでいる姿を見て、あたしは吹き出してしまった。

　氷の心が少しずつ溶けてくる。あたしは感情を持っているのだと、あたし自身が教えている。大丈夫よ、大丈夫。沼地の魔道師は殺す。その心さえ変わらなければ、あたしは笑ってもいい。フェリシティの分まで笑ってもいい。

「あの老人を追いかけているのかもしれませんね」

　エストが魔物の去った方を見据えて言う。親の逃とう亡ぼうについていく魔物、ね。いじらしいとは思えないわ。

　魔物がすべて消えたので、あたしたちは魔法陣から出た。これで邪じや魔まするものはいなくなった。

「あー」

　バトリーが間延びした声を上げた。あたしたちは振り返り、彼が指さす方を見る。

　そこに、一人の少年が佇たたずんでいた。

　華きや奢しやな少年だった。あたしより一まわりも細い。肌は何年も日に当たってないように青白く、すらりと伸びた手足は軽く捻ひねっただけで折れてしまいそうだった。絹糸のような髪は蜂はち蜜みつ色に輝き、ほっそりした顔を縁どっている。長いまつげに覆おおわれた若葉色の瞳ひとみ、桃色の唇くちびる、まるで少女のようにきれいな顔立ち。鼻筋がエストに似ている。じゃあ、この子が？

「エスト……」

　あたしは二人を見み比くらべた。少年はまっすぐエストを見ている。エストも少年を見返していた。異様な対たい峙じだった。感動的な従い姉と弟こ同士の再会とは思えないほど、緊張した雰囲気が漂ただよう。生まれたときに人ひと質じちに出されたというから、お互い顔を知らないのは当然としても、よ。変だわ、この二人。

　コリンも不安を抱いだいたらしく、同じように二人を代わる代わる見ている。バトリーはそんな雰囲気お構いなしで、

「こいつがエルヴィラの王子か？」

「ええ。亡なくなった叔お母ばにそっくりです」

　エストは少年から目を離さず答えた。そして、ゆっくりと声をかける。

「ジュノー。ジュノー・ミクマーラ・エレ、ですね」

　少年は返事をしなかった。その代わり、携たずさえていた剣を鞘さやから抜き、刃をまっすぐエストに向ける。あたしは目をみはった。いきなりなにをする気だ。

「その名はもはや私の名ではない！　アミュールの残ざん虐ぎやく非ひ道どうな行いの数々を知ったとき、その名は捨てたのだ。私はジュノー・ダン。偉大なる魔道師アイダント・モアの子だ！」

　端たん正せいな顔を真っ赤にして怒ど鳴なる少年。あちゃあ、とバトリーが頭を押さえた。あたしはこの展開についていけず、急いで彼に尋ねる。

「なになに、どうなってるの？」

「沼地の魔道師の奴、人質に刷すりこみしたんだよ。偉大なる義父、情けない話だぜ」

　憮ぶ然ぜんとした面おももちでバトリーは答える。

「こういう話は国で戸こ籍せき調査したときよく聞いたもんだよ。生みの親より育ての親ってな。これは厄やつ介かいなことになってきたぜ」

「ええ!?　そんな、いまさら困るわよっ。エスト、どうするの？」

「説得します」

　ひどく分かりやすくエストは答えると、剣を構えたままのジュノーに話しかけた。

「私はエストレディータ・ミクマーラ・エル。あなたの従姉妹にあたる者です。先々月、あなたのご両親であられるエルヴィラ国王夫妻が、疫えき病びようのため逝せい去きよされました。つきましては約束どおり、あなたさまをエルヴィラ国王としてお迎えに参りました。一刻も早いお帰りを。民たみ草くさもジュノーさまのご帰還を心待ちにしております」

「私はエルヴィラの王子なんかではないと言ったであろう！」

　迫力負けしているのが分かったらしく、少年は怒鳴り返した。でも、エストの冷然とした態度は崩くずれなかった。淡たん々たんと言葉を続ける。

「なにを吹きこまれたかは知りませんが、あなたはエルヴィラの王子です。その瞳がなによりの証拠。帰っていただかないと我々は困るのです。神話時代より連れん綿めんと続いてきたエルヴィラ王家の血を絶やしたとき、すべての責任はあなたにのしかかってきますが」

「アミュールの王国なんか一つ残らず滅んでしまえばいいんだっ。ぼくは義ち父ち上うえのされている素す晴ばらしい仕事を手伝い、この体に流れる不浄の血の懺ざん悔げをするんだっ」

　エストのあらかじめ用意されていたように淀よどみない言葉に、ジュノー王子は感情的になって反論する。まったく、黙って聞いていれば勝手なことばかり！　こらえきれずにあたしは口を挟はさんだ。

「なにが『素晴らしい仕事』よ！　魔道師がここでなにしてたか知らないの？　あいつらはあちこちで人を狩ってはここで溶とかしてたのよ。あいつらは偽善者だわっ。あいつらは、あいつらは、あたしのフェリシティを溶かして、それで──！」

　そこまで捲まくし立て、あたしは声を喉のどに詰まらせた。

　フェリシティを溶かして、それで魔物を造っていたのよ。そんなこと、言えなかった。あたしの口からは言えなかった。

　急に黙りこんでしまったあたしを、王子は怪け訝げんな目で見たが、

「と──ともかく私は、義父の仕事の邪魔をする奴は許さないっ。ここで尻尾しつぽを巻いて国に帰ればよし、さもないと片かた端はしから斬きる！」

　そう叫んで、剣を斜に構える。素人しろうと目からいっても隙すきだらけな構えだ。いいえ、この自信、なにかあるのかもしれない。あたしはエストを一いち瞥べつした。彼女は対たい峙じしたまま動こうとはしない。大丈夫だとは思うけど。

　バトリーと視線があう。彼はあたしに向かって片目をつむってみせた。エストに任まかせておけと言っているのだ。

「う、うわあああーっ！」

　あたしたち全員が動かなかったので、王子は雄お叫たけびを上げながら予告どおり斬りかかってきた。まずエストに斬りかかるが、あっさり逃げられてしまう。それを追ってなんども剣を振り回すけど、エストは自分の剣を抜くまでもなく、ひょいひょいと体を動かしてかわした。哀れなくらい掠かすりもしない。すぐに王子は息が上がった様よう子すで、

「に、逃げるな！　私を子供だとばかにしているのか!?」

「御おん年とし十五にもなる王子殿でん下かを捕つかまえて、よもや子供などと口が裂けても申しません。我々は子供に王位を任まかせるなどとは考えておりませんから」

　涼しい顔でエストは答える。余よ裕ゆう綽しやく々しやくだ。どう見ても緊迫感のない戦いに、あたしたちは思わず吹き出してしまった。この王子さま、あたしと同い年だったのね。

「笑うなあ！」

　王子は耳みみ朶たぶまで真っ赤になり、あたしとコリンに標的を変えて襲いかかってきた。丸腰のあたしたちに斬りかかってくるとは、かなり見境がなくなってきている。

　どうしようかと考えるまでもなく、横あいからバトリーの棒がひょいと出てきた。腿ももを叩たたかれ、王子はものの見事ひっくり返る。こらえきれず、あたしたちは声を上げて笑ってしまった。おかしい、おかしすぎるー。

「きさま、無ぶ礼れいな！」

　それでもジュノーは立ち上がり、いじらしくもバトリーに刃向かっていく。気き位ぐらいだけはちゃんと王子なわけだ。

　繰り出される剣をバトリーは手合わせとばかりに棒で弾はじき返した。コンコンコン、とリズミカルな音が聞こえる。まるで稽けい古こをつけているみたいだ。

「隙すきありっ」

　棒が目にも止まらない速さで動き、王子の足首と胸をほぼ同時に突いた。華奢な体が吹き飛び、倒れこんだところでバトリーは棒を喉のどに突きつける。呻うめいていた王子が顔を屈くつ辱じよくに歪ゆがめた。完敗だった。

　バトリーは喜き色しよく満まん面めんであたしを見ると、

「どうどう？　俺、格かつ好こうよかった？」

「はいはい」

　あたしは適当に返事をしてやる。これさえなければ本当に格好いいんだけど。バトリーはひどく満足した様よう子すでうんうんと頷くと、エストに向かって、

「エストレディータ、こいつどうする？　強ごう引いんに連れてくか」

「連れていくしかありませんね。まあ、どうせ役には立たないでしょうけど」

「や、役に立たないだと!?」

　仰向けに倒れたままジュノーが喚いた。それ以上は怒りと屈くつ辱じよくのあまり声が出ないらしく、口をぱくぱくさせている。あたしが代わって聞いてやった。

「この王子じゃあ王位には就つけないの？」

「おそらくは。彼はきっと『力なし』でしょう。エルヴィラの王位は第三の力を持った者でなくてはいけないのです」

「それは……！」

　ジュノーが反論しかけた。けど、そのまま押し黙ってしまう。青ざめた唇くちびるをきつく嚙みしめ、弁明したいのをこらえていた。どんな事情があるかは知らないけど、その心意気だけは認めてあげよう。

「じゃあ、もう一人の王女さまを連れ戻しに行くのね」

　沼地の魔道師の下へ。声にはならないあたしの問いに、エストレディータは頷いた。

　待ってて、フェリシティ。あんたの仇かたきはあたしがとってあげるから。

　そのときだった。

「姉ちゃん！」

　コリンが叫ぶ。間かん髪はつを入れず、あたしたちの足元でなにかが破裂した。

「きゃっ!?」

　火花が飛び、突然のことに驚いて尻餠をついてしまう。今のは!?

　いち早く飛びすさって足場を確保したエストが、珍しく顔を歪める。とっさに身構えたバトリーの顔に、緊張がみなぎっていた。

　半身を起こした王子が喜々と声を上げる。

「エンドローフ！」

　その名にあたしははっとした。振り返る。大廊下の彼方かなたからコツーンコツーンと音を立ててやってくるその男こそ、騎き士しエンドローフ、人狩りを行っていた当人だというの？

　年は四十前半の、やや盛りを過ぎたころ。でも、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした体は、彼が現げん役えきの戦士であることを示していた。浅黒い肌は南か西の出身者に多い。短く刈りこんだ髪は黒、瞳ひとみはアイスグリーンという、ちぐはぐな取り合わせだった。黒光りする胸あてに背に担かつぐ大剣は、いかにも百ひやく戦せん錬れん磨まの強つわ者ものが使うようなものだ。この人は強い。身につけるもの一つだけで分かってしまう。そして、精せい悍かんな顔立ちは無表情で、勤勉と実直が服を着て歩いている感じがした──そんなばかな！　人狩りをするような奴が実直であるはずはない。

「こ、このっ……！」

　あたしは突きだした右の掌に意識を集中した。胸の中でなにかが熱く燃える。この男がフェリシティを連れ去った。この男がフェリシティを殺した！

　怒りが奔ほん流りゆうとなって掌から解き放たれる。光の蛇へびが男に食らいついた、そう思った瞬間、男の手がすっと動き、素す手でで光を弾き飛ばしたのだ。

　光は壁にぶつかって、派は手でな轟ごう音おんを立てて穴を開ける。

「なっ！」

　あたしは驚愕の声を上げた。渾こん身しんで放った第三の力を弾き返された！　コリンのように護符や魔法陣を使うならともかく、素手でだ。背筋が緊張する。こいつ、強いわ。あたしのにわか仕込の第三の力じゃ太た刀ち打うちできない。これが魔道士だというの!?

「今ごろ来たのか、早くこの邪魔者どもをやっつけてくれ」

　ジュノーが騎士のもとへ駆け寄る。しまった、人質にでもしておけばよかった（あら？　もともとどっちの人質だったっけ）。騎士は王子を背後に隠し、あたしたちと対峙する。

「騎士、エンドローフ」

　呻くようにエストが呟いた。彼女にそんな声を出させるなんて、やはりこの男は強いのだ。めちゃくちゃ。あたしは慄りつ然ぜんとした。

「王子を渡してください。それが約束でしょう」

「わ、私は自分の意志でここにいるのだっ。約束など無効だ」

　エンドローフの陰から王子が喚わめく。騎士当人は無言のまま、背負っていた段だん平びらを抜き放った。切っ先がエストに向けられる。それが返答だった。彼女は唇を嚙みしめたけど、やはり鞘さやを打ち捨てた。挑ちよう発はつに応じたのだ。

「エストレディータじゃ無理だ、体格差がありすぎる。俺がやろう」

　バトリーが彼女を制し、二人の間に入った。そうは言うものの、今回ばかりは彼も進んで戦いたいという雰囲気ではなかった。棒を握る手に必要以上に力が入って、肩がぴくぴく動いている。彼も騎士の強さを感じているのだ。

　エストは首を振って拒否した。

「あなたでは無理です。彼は戦士にして魔道士。必要ならば第三の力も使います。あなたはそういう戦いには慣れていないでしょう」

「じゃあ、二人で行くぞ」

　意外な返事にエストが目を見開き、なにか言おうとした。でも、すでにバトリーはエンドローフに向かって走りこみ、第一撃を懐ふところに突き入れたところだった。騎士はそれを剣で叩き落とし、バトリーに向かって左手を広げる。その掌に三重円の文様が朱あかく浮かび上がった。カッと光が放出され、その爆風でバトリーは吹き飛ばされた。彼は猫のようにくるりと体を捻り、うまく着地する。

　その間にエストが斬きりこんだ。彼女にしてみれば二対一なんて「卑ひ怯きような」真ま似ねをしたくなかったが、そんなことを言ってられない事態に気づいたようだった。そう、卑怯なんて強者が言うことだ。二人がかりでも勝算があるか分からない戦いなのだから。

　エンドローフとエストの剣がぶつかる。すごい音がして、彼女はすぐさま飛び離れた。少し苦しそう。体格差が問題というバトリーの言葉がようやく理解できた。力比べになったら絶対勝てない。

　エストは敏びん捷しようさを活かして、脇から攻めた。それをあしらうエンドローフに、今度はバトリーが脳天めがけて棒を振り下ろし、続けて鳩尾みぞおちに蹴りを入れる。棒は左手で弾き返されたが、蹴りはうまく決まった。

「やった！」

　あたしとコリンが手を取りあって喜ぶのも束つかの間、騎士は顔を少し歪めただけだった。ほとんどダメージを食らっていない。なんて奴なの。

　バトリーの顔に焦しよう燥そうの色が浮かぶ。

　不意に、コリンが自分の描いた魔法陣の中に入った。仁に王おう立ちになって印いんを組む（精神集中のポーズだそうだ）と、長い呪じゆ文もんを唱となえ始めた。そして、気合いとともに両手を天に掲げる。

　途と端たん、騎士の体が青白い火花に包まれた。バトリーの棒を摑つかみ、反対に振り回そうとしていた動きが停止する。金縛りだわ！　その隙すきにバトリーは棒を奪い返し、すぐさま反撃に出ようとした。

「しゃらくさい！」

　雷かみなりが降ってきたかのような怒ど号ごうに、あたしは慌あわてて耳を押さえた。なんて大声なの。バトリーもエストも反射的に逃げ飛ぶ。騎士の手が大きく振られた。まるで金縛りを振り払うかのように。

　ばっと魔法陣が白い炎ほのおを上げた。

「ぎゃっ！」

　コリンが絶ぜつ叫きようする。

「コリン！」

　あたしはとっさに魔法陣に飛びこみ、コリンを突き飛ばして自分も転がりでた。無む我が夢む中ちゆうだった。炎が怖いとは思わなかった。思うことすら忘れていた。

「コリン、コリン！　しっかりして！」

　どこもやけどはしていなかったけど、魔法使いの少年はあたしの腕の中でぐったりしてぴくりとも動かなかった。手て酷ひどく精神をやられたのは明らかだった。あたしはキッとエンドローフを睨にらみつけた。なんて奴、魔法を一いつ喝かつで打ち破ったんだわ。

「わ、私も加勢するぞ！」

　上うわ擦ずった声がした。見ると、ジュノーが必死の形ぎよう相そうで剣を振り上げ、こっちに向かってくる。なんでこっちに来るのよ、非ひ力りきな女子供を相手にする気なの!?

　あたしは焦った。辺あたりを見回し、打ち捨ててあったエストの鞘を拾う。すぐさま構えると、ちょうど振り下ろされた剣を受けとめる格かつ好こうになった。剣とぶつかった途端、ガッと鈍にぶい音がして木製の鞘に刃がめり込む。慌てて王子は抜こうとしたが、簡単にはとれそうになかった。

「ていやーっ！」

　あたしは渾こん身しんの力を込めて、気合いとともに剣ごと鞘を投げ捨てる。

「あ！　なにをする！」

「それはこっちのせりふよ！　女子供に向かってくるなんて、恥はじを知りなさい、恥を！」

「卑怯はそっちであろう！　エンドローフ一人に二人でかかってくるとは！」

「二人がかりでも倒せない男相手と、負傷者を抱かかえる女の子相手じゃ違うでしょうがっ！」

　なにやらこっちは舌ぜつ鋒ぽう合がつ戦せんの様よう相そうを呈してきたが、命をかけて戦っている（と思いこんでいるらしい）王子はともかく、あたしは急にばからしくなった。少し離れたところでは息もつけない戦いが繰り広げられているのに、このあたしたちの間抜けさったら！　こんなことしているくらいなら、向こうの戦いを見ていた方がいい。

　あたしはそう判断すると、不意をついて王子の股こ間かんを蹴り上げた。さんざ喚いていた王子の声がぷっつりと途と絶だえる。そして、うーんと唸うなって倒れてしまった。

「あら、こんな女みたいな子でもちゃんと痛がるものなのね」

　皮肉というよりも、心から納なつ得とくしてあたしは言った。エンドローフはちらりとこっちを見ただけで、すぐに自分の戦いに没ぼつ頭とうする。あんまり王子のことを気にしてない？

　なんて分析している場合ではない。あたしはもう一度掌に神経を集中させ、バトリーたちが離れた瞬間を狙ねらってエンドローフに撃ち放った。でも、やっぱり弾き返されてしまう。

　あたしは唇を嚙みしめた。悔くやしい。あの鎧よろいになんか仕掛がしてあるの？　それとも、これが魔道士の力なの？　あたしが力不足なだけ？　悔しい。

　ジュノーの細身の剣を拾い上げ、あたしは構えてみた。けっこう重い。あんな細腕で振り回していたから、もっと軽いのかと思っていた。斬りつける真ま似ねを二、三回しただけで腕がだるくなってしまう。しかも、剣に振り回されてしまい、自分が頭に描く流れるような動きはまったく不可能だと分かった。

　エストを見る。無む造ぞう作さとも思える動きで、大ぶりの剣を思うように振り回している。バトリーなんかまるで自分の体の一部のように棒を操あやつっていた。いいえ、体の一部でさえあんなにうまくは動かない。

　あたしはじっと自分の手を見つめた。この手足は戦うことにまったく慣れていない。

　悔しい。あたしは剣を握りしめた。こうして武器を持っているのに、戦えない。フェリシティの仇かたきをとりたいのに、自分ではどうにもならない。あたしに剣が、体術が使えたなら。悔しくて涙がにじむ。どうしてあたしは剣士の家に生まれなかったのだろう。どうしてあたしは体術士の家に生まれてこなかったのだろう。どうしてあたしはこんなに非力なんだろう。力がほしい。戦うことのできる力が、体が欲しい。

　せめて、第三の力がもっと強力だったら。もっと自在に操れたら。

　カアンッ、と金属質の音がした。はっと顔を上げると、エストの剣が弾き飛ばされ、遠くに落ちたところだった。すぐに拾おうとするエストに光の玉が投げつけられ、彼女の体は吹き飛ぶ。背中から落ち、したたかに床に叩きつけられた。でも、なんとかエストは体を起こす。その間にエンドローフは、背後から襲いかかってきたバトリーの脳天に剣の柄を叩き落とした。ぐっと妙みような声を漏もらし、その場に崩くずれるバトリー。

「バトリー！」

　あたしは悲ひ鳴めいを上げた。彼の額ひたいから血が流れている。駆け寄ろうとしたあたしは、突然つむじ風に襲われた。足をすくわれて転倒する。これも魔道士の力なの？

　エストが再び剣を繰くり出す。でも、前のような敏捷さはない。まるで子供を相手にするかのように騎士は剣を絡め、またエストの剣を跳はね飛ばしてしまった。逃のがれようとする彼女の腕を摑み、搔かき抱く。

　エストの白い首筋に、刃がぴたりと当てがわれた。彼女の顔は青ざめていたけど、いたって冷静だった。昂こう然ぜんとエンドローフを見据えている。

「……やはり、いい腕をしておる」

　ゆっくりと騎士は呟いた。低い、落ちついた声だった。

「今すぐこの場を立ち去るならよし、さもなくば、アイダント・モアさまの邪魔をする輩やからとしてこの場で斬り捨てねばならん。それとも──我々につくか？」

　大人の、分ふん別べつがある者の口調。同じせりふでもジュノーのとは重みが違うし、また威圧も違う。

　なにもかもを弁わきまえているような男が、どうしてこんな蛮ばん行こうに手を貸すの？　なぜ!?

　自分より二十近く年上の騎士の視線を、エストはまっすぐ受けとめていた。しばらくの沈黙のあと、彼女はふっと笑った。そして、優しいとまで言っていい表情を見せると、

「今更たわけたことをおっしゃる」

「……それもそうだな」

　エンドローフは固こ執しゆうしなかった。剣を持ち直し、エストの胸に突き立てる。

「エスト！」

　あたしは叫さけんで、掌を突きだした。効きかなくてもいい、とにかく時間稼ぎをしなくては。エストを助けなくちゃ。体の芯しんから湧わき上がってくる熱いもの。これが第三の力だ。

　力、もっと力が欲しい！

「やめろ」

　凛りんと張った声。あたしに向かって言われたのかと思った。でも、違った。

　騎士はこちらを見て眩まぶしそうに目を細めると、エストを放してひざまずいた。段平が差し出される。なにをしているのかと緊張したままのあたしの横を、すっと不思議な感触のものが通った。清せい冽れつな空気が肌を冷やす。振り向くと、いつのまにかアンジェラがそこにいた。優雅だけど凛りん然ぜんとした態度で、騎士の剣を受け取る。

「アンジェラ皇女……」

　あたしは呆ぼう然ぜんと呟いた。彼女の出現で、薄暗い廊下が一転した。深しん紅くの大輪が咲いたように麗うるわしく、白銀の雫しずくをまとったように光り輝くその容姿は、何者をも近寄らせない神こう々ごうしさに溢あふれていた。空気さえ澄み渡るような気がする。いつもながら神しん出しゆつ鬼き没ぼつのお姫さまだ。ぽかんと見つめるあたしに彼女は気づいたらしく、にっこりと笑ってくれた。

「アンジェラ……どうして、ここへ？」

　エストも眩しそうにアンジェラを見つめる。いいえ、眩しそうというより、愛いとしそうといった方が的確だ。崇すう拝はいの入り交まじった、愛しそうな表情。

「少し用ができてな」

　ジュノーなんかよりもよっぽど凛り々りしく、アンジェラはそう言った。

　空間に裂け目のようなものが生じ、中からあのくそじじいが転がり出てきた。目を回しているらしく、仰あお向むけになって動かなくなる。それを皇女殿下は指さし、

「戦いの邪魔をするつもりはなかったが、こちらの方が急用だ。おかしなものが外に出ていたぞ、エンドローフ」

　びんびんと脳に響きわたるアンジェラの声。彼女は怒っているのだ。それを悟さとったとき、背筋に冷たいものが走った。天の啓示のように、その声はあたしたちを畏おそれさせ、絶対逆らえない響きを持っていた。本当にこれが十代の少女の声なんだろうか。信じられない。

　彼女の言葉が発せられるたび、あたしたちまでびくびくし、エンドローフは平伏したまま微動だにしなかった。

「この申し開きをどうするのか考えておくがいい。エンドローフ、私をアイダント・モアのもとに案内しろ」

　そう言い渡し、アンジェラは剣を投げつける。それは騎士の頭を掠かすめ、ガッと鈍にぶい音を立てて床に突き刺さった。騎士はひたすら無言のまま、額を床ゆかにつけた。
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　目が覚めると、あたしは妙みようちきりんな部屋にいた。石を四角くくり貫ぬいたみたいに、やけにつるつるした壁と天てん井じようの部屋だ。床には高価そうな、美しい鳥が描かれた絨じゆう毯たんが敷かれている。そんなに広いわけではない。扉とびらが──ない。

　なんであたしはこんなところにいるのかしら。

「なにをそんなに不思議そうな顔をしている」

　不意に声をかけられ、あたしは飛び上がった。すぐ隣にアンジェラ皇こう女じよがクッションに囲まれて座すわっていたのだ。おろおろするあたしに、彼女は悠ゆう然ぜんと、

「座ったらどうだ。もう少し時間がかかる」

「あ、あの、ここは……」

　あたしは当とう惑わくして尋ねた。なぜこんなところに、しかもカリミアの皇女さまと二人きりでいるのだろう。そんなあたしの混乱を見て、アンジェラが思いっきり吹きだす。なになに？　あたしはますます混乱した。なにか粗そ相そうでもしちゃったのかしら。

　皇女殿下は笑いながら、

「なんだ、自分からくっついてきたのになにも覚えてないのか。これはエンドローフの飛ひ行こう艇ていの中、おまえが『月』と呼んでいたものの中だ」

「えーっ!?」

　思わずあたしは声を上げ、慌あわてて口を手で塞ふさいだ。じゃあ、あたしたちは今、空の中を飛んでいるのだろうか。アンジェラが面おも白しろそうに円い窓を指さした。すぐに飛びついて外を覗のぞく。身を乗りだそうとして、ごちんとなにかに頭がぶつかった。

「いたたた……？」

「気をつけろ。ガラスが張ってある」

「ガラスが？」

　触さわってみると、硬かたくつるつるした感触があった。透明なガラスの板だ。よく壊れなかったものだ。あたしは気を取り直して、外を見た。

　果たして、窓の向こうに広がるのは真っ青な空だった。いつも見上げていた空よりも青く濃い色彩が、視界いっぱいに広がっている。眼がん下かは、太陽の光を受けて白銀に輝く雲海に覆おおい尽くされていた。雲よりも高いのだ。まるで鳥の腹の中にいるみたい。そう思った途と端たん、くらりと目眩めまいがした。空の中どころじゃない、あたしたちは空の上にいるのだ。落ちたらどうしよう！

「そんな顔しなくても、落ちたら私が拾ってやる。安心するがいい」

　あたしのおびえを察してくれたらしく、からからと笑いながらアンジェラが言う。まったく豪快なお姫さまだ。あたしは震えながら思った。深しん窓そうの姫君なんて言葉とは縁遠いが、口調や態度はまさしく未来の女帝の貫かん禄ろくがある。

「『月』は十七機あるそうだが、これはいちばん小さい高速艇だ。人狩りに使われているものの十分の一の大きさもないが性能はいい」

「こんなもので人狩りを……」

　あたしは『月』が群れをなしてスーリエ上空に襲来してくる様よう子すを思い描いた。この広さの十倍では、スーリエの人口の百分の一も運べない。その疑問を察してくれたらしく、アンジェラが、

「ここは貴き賓ひん室しつだ。母体は上にある、かなり大きいぞ。エンドローフも階上にいる。この飛行艇は十人以上の魔道士の力で飛んでいてな、彼はそのリーダーだからここに来ることはできないのだ」

「魔道士の力で飛んでいる？　こんな大きなものをですか」

「そうだ。魔道士の力を軽くみると痛い目にあうぞ」

「はあ……それで、あたしはなんでこんなところに」

　頷うなずきながらも顔をしかめるあたしに、アンジェラはまた笑って、

「沼地の魔道師のところへ行くと言ったとき、おまえは強ごう引いんについてきたのだ。離陸の衝撃で意識が連続していないようだな。思いだしたか」

　そういえば、そうだった。

　沼地の魔道師に会いに行くと聞いた途と端たん、いてもたってもいられなくなり、強引に頼みこんで連れてきてもらったのだ。すっからかんと忘れていた。あたしは顔が紅こう潮ちようするのを感じた。

「お、思い出しました、どうもお騒がせしましたっ」

「少し離陸が乱暴だったからな。飛べないおまえの体にはきつかったのだろう」

　実に楽しそうに分析するアンジェラ。気を悪くはしていないようだ。あたしはほっとした。まったく恥ずかしいかぎりだ。

「でも、こんなものに乗っていかなくても、あなたなら空間を移動すればいいんじゃないんですか。それをわざわざ」

「人の城に乗りこむのにはそれなりの手順がいる。私はカリミアの皇女だからな、軽けい率そつな行動はとれない。分かるだろう」

「はあ」

　分かったような分からないような。あたしは曖あい昧まいな返事をした。

「でも、本当にあたしもついてきてよかったんですか？」

「今いま更さらなにを言っている。エンドローフも同意したことだ、不ふ都つ合ごうはあるまい。それに、どうやら彼らもおまえに用があるらしいからな」

「あたしに？」

　意い味み深しん長ちようなアンジェラの言葉に、一いち抹まつの不安を抱いだきながらあたしは首を傾かしげた。エストレディータ一派のあたし、ではなく、マラスターン王女のあたし、に用なのかしら。なんだろう。アンジェラを見ると、彼女は微笑ほほえみ、

「心配するな。おまえは私の保護下にある、手出しはさせん」

　と言ってくれた。彼女が守ってくれるならなにも恐れることはない。それは疑う余地もないことだった。あたしはほっと胸を撫なで下ろす。これ以上に心強い味方はない。

　でも、彼女は本当にあたしの味方なのだろうか。

「あのう……あなたは、あの城の中でなにが行われていたのか、知ってたんですか」

「ああ、大だい体たいはな」

　あっさりと肯こう定ていするアンジェラ。

「人狩りで連れてかれた人たちが、全員殺されていたことも？」

「ああ」

「じゃあ、どうしてやめさせようとはしないんですか。あなたなら人狩りをやめさせられるはずです。エストに聞きましたけど、あなたは魔道師たちが暴走しないよう監視しているんでしょう。これは暴走じゃないんですか」

　あたしは意気込んで尋ねた。でも、ふしぎと腹立たしさはなかった。アンジェラの側そばにいると、感情的になるよりも理性的でありたいと思ってしまう。彼女に倣ならいたい、筋道をたてて判断し理解したい、そんな気分になる。なによりも、彼女に対して腹を立てるなんて、そんな畏おそれ多いことはできなかった。

　アンジェラは美しい宝石のような瞳ひとみでまっすぐあたしを見た。でも、決して視線は合わせない。そんなことをされたら、深しん淵えんを覗いたみたいにあたしはその彩いろどりに引き込まれてしまい、腑抜けてしまうだろう。

　彼女は自分の存在というものを分かっているのだ。

「政治に携たずさわったことのないカリルには分からないかもしれんな。カリミアは彼ら沼地の魔道師を筆ひつ頭とうとする霊力者の集団を、一国家として認めているのだ。他国の政策に口を挟はさむことはなるべく控えなければならない」

　静かな、淡たん々たんとした口調でアンジェラは説明する。あたしは反論した。

「そうは言っても、こんな悪あく逆ぎやく非ひ道どうを見過ごす気なんですか」

「これは戦争だ。悪逆非道という言葉は意味がない」

　きっぱり断言されて、あたしは言葉を失った。戦争。これは戦争だったの？

　彼女は言葉を続けた。

「我々は正義の味方をきどる気はないし、世界の法になる気もない。そんなことをしたら、世界中の国々から反感を買うだろうからな。カリル、我々は差し出された手を振り払うつもりはない。助けを求められれば動く。でも、この件に関しては誰も助けを求めてはいないのだ。あまつさえ手出しをしないでほしいと求められた。ならば我々は傍ぼう観かんするし、せざるをえない。外交とはそういうものだ」

「でも、今こうやって介かい入にゆうしようとしているじゃないですか」

「監視する内容が決まっているのだ。あれが介入できる暴走だ」

　あれとは例の魔物生せい成せいのことだ。ということは──あたしはちょっと考え、そして、

「つまり、魔術のたぐいに関することなら介入できると？」

「そうだ。分かっているではないか、カリル」

　満足そうに頷うなずくアンジェラ。

「アイダント・モアがどこに喧けん嘩かを売ろうとカリミアの知ったことではない。だが、太陽神国の失われた技術で遊んでいるとなると話は別だ。ルール違反だからな、こうして灸きゆうをすえに行くわけだ」

　あたしは大きくため息をついた。カリミアは正義の味方ではない。その言葉にすべてが集約されているようだった。

　よく考えてみれば、沼地の魔道師を保護する立場のアンジェラがあたしの味方をしてくれる方がおかしい。偶然とはいえあたしを保護してくれたばかりにややこしいことになった。あたしは彼女にとって予定外の存在なんだ。

「……分かりました。すみません、カリミアの立場も考えずに無理言って」

「おまえからすれば歯がゆいだろうがな。助けてはやるが、やるときは自じ力りきでどうにかしろ」

「はい──あの、あたしを保護してくれるのはありがたいんですけど、そのことであなたに不都合は生まれないんですか」

　少しためらいながら尋ねると、彼女はまじまじとあたしを見た。そして、そっけなく、

「私は助けを求めてきた者の味方をすることにしている。それとも、ここで保護下から外はずれるか。私は別にどちらでもかまわない」

「それはイヤです」

　あたしは間かん髪はつを入れず答えた。アンジェラが吹き出す。だって、本当にいやだもの。

「正直でいいな、カリル。ならなんの不都合もあるまい」

「で、でも、沼地の魔道師はカリミアの保護下にあって、あたしはそいつを殺そうと」

「私も少し思うところがあってな」

「思うところ？」

　あたしは首を傾かしげた。あたしが彼女の保護下にあって役に立つことなんかあるかしら。

　すっとアンジェラが窓を指さした。

「着いたぞ」

　その途と端たん、がくっと部屋が大きく揺れた。そして、部屋ごと落下し始める。落とし穴に落ちたときと同じ、胃が持ち上がるような不快感に襲われた。きいーん、と鼓膜が破れそうな耳鳴りがして、お尻しりが床ゆかから浮き上がる。

「きゃっ！　落ちるーっ！」

　あたしは悲ひ鳴めいを上げて、慌あわててクッションを摑んだ。内臓が体の中でぶるぶると揺れ動いている。ううっ、吐きそう！

「対流圏まで下がったら降下速度は緩ゆるくなる。それまでの辛しん抱ぼうだ」

　喚わめき立てるあたしに対して、アンジェラは平然とクッションに寝そべって言う。慣れているのか、肝きもが座すわっているのか。彼女のことだから両方だろう。けど、あたしはじたばたと無ぶ様ざまにもがくきりだ。体重がなくなったみたい。くーっ、気持ち悪ーい。

　それでも、もがいていたのはわずかな時間で、急に体が重くなった。落下感が失うせ、床の上に安定する。あたしは大きく息をついた。

「た、助かった……」

「落ちても拾ってやると言ったのに」

　アンジェラがあたしに外を見るよう促うながした。あたしは這はいずりながら（目眩めまいがして立ち上がれなかったのだ）、窓に手をかけようやく体を起こす。

　窓の外の景色けしきは、さっき覗いたときとは一転していた。目にも鮮やかな深い緑が飛びこんでくる。雲海が緑に染まってしまったのかと目をみはった。けど、

「……木？　これ、全部木だわ!?」

　あたしは驚いて叫んだ。見渡すかぎり、地平線で白い入道雲と交まじわるまで続く森。鬱うつ蒼そうと生おい茂る梢こずえは、まったく隙すき間まなく大地を覆っている。こういうのをなんと言ったかしら。そう、樹海だわ。まさに樹の海、樹の雲。あたしは息を吞のんで樹海に見入った。

　マラスターンを縦断するハスローク川の河か口こうは、葦あしで覆われた湿原地帯だ。いくら沙さ漠ばくの国に育ったからって、一面の緑を見たことがなかったわけではない。でも、これは木なのだ。全部が木。これだけ大量の木を養うのに、どれだけの水が要いるの？

　樹じゆ冠かんがまるで柔やわらかい絨じゆう毯たんに見えてくる。ところどころに頂上が平らな巨大な岩山がそそり立ち、切り立った岸がん壁ぺきや頂上にも木々がびっしりと生えていた。まるで岩に群がる苔こけのようだ。山のてっぺんや垂直の壁から水が流れ出し、滝となってごうごうと白煙を上げて落ちていく。何十、何百メートルもの高さから一気に落ちて、緑の絨毯の中に吸い込まれていった。それが幾つも合わさり、大河となって樹じゆ海かいを蛇へびのように流れていくのだ。大地からは絶えず霧が発生し、虹にじが橋のように川に架かかっているのが見えた。

「……すごい」

　あたしは息を吞んだ。圧倒される。こんなところが世界にあったなんて。想像することもなかった景色。銀色の飛沫しぶきが眩まぶしい。

　一いつ介かいの町娘に過ぎなかったあたしが、空飛ぶ円盤に乗って、この世でいちばん美しい少女とともに世界の秘境を見ているなんて。なんてふしぎな巡めぐりあわせなんだろう。

「あたし、沼地沼地なんていうから、小さな沼がいっぱいあるところだと思ってました」

「たしかに、沼地というには少し大げさだな。ここは赤道付近の熱帯雨林に属する地域だ」

　山のいただきに、壮そう麗れいな白い神殿が見えていた。木々の中にぽっかり浮かんだ姿は、まるで緑の海に浮かぶ孤こ島とうのようだ。かなり規模の大きい神殿だ。
















　中央に丸い大きなドームが見える。すべてが白い石で造られ、幻想的なまでに美しかった。こんな難なん攻こう不ふ落らくの天てん然ねん城じよう塞さいの上に、よくまあ造ったものよと感心せざるをえない。

『月』はその上に着陸するようだった。ひさしのように大きく張り出した『月』の本体が、ゆっくりと回転し始める。ばらばらと葉っぱや土くれや水しぶきが巻き上がった。

「これは太陽神国時代の建物だ。かのアミュールの王ラー・カレディアを祭っていた」

「アミュールの？　じゃあ、ここはもう南の大陸なんですか」

「二つの大陸をつなぐ回廊地域と言った方が的確だな。太陽神国の全盛期にはこの一帯は聖域として、人は滅めつ多たに近寄らぬ場所だった。この神殿は表向きは荒あら行ぎようの場として使われていたが、裏でなにをやっていたか分かったものではないな。今は荒こう廃はいして、アイダント・モアたち以外誰も立ち入らない辺境だ」

　あたしはぽかんとしてアンジェラの説明を聞いた。太陽神国の全盛期って、マリカがマラスターンに降こう臨りんされたのと同じくらいとすると、二千年くらい昔のことだろうか。そんな昔のことを、まるでつい最近のことのように話す。時間感覚があたしと全然違うので、面食らってしまう。

　ちなみにあたしの時間感覚は、「今」「さっき」「昔」「ずっと昔」「神話時代」（あら、距離感覚と大して変わらないわ）、この五つで表現することができる。

「……どうして、そんなに詳くわしいんですか」

「カリミアには当時の記録があるからな」

　こともなげにアンジェラは答えた。あたしは頭が痛くなって、考えるのをやめた。

『月』は神殿のわきに着陸した。すうっと壁の一部が開き、アンジェラは躊ちゆう躇ちよすることもなく外に出ていった。あたしもあとに続く。

　外は強い風が吹き荒れていた。でも、思っていたほど暑くはなく、肌寒いくらいだ。アンジェラは薄手の生き地じで仕立てられた軽快な服装だけど、寒くないのかしら？

　ところどころ硬い岩がん盤ばんが剝むき出しになっている。ひび割れた部分に土がたまり、そこに草が生えていた。こんなところによく植物が生えるものだ。

「あら？」

「どうした」

　先を行くアンジェラが振り返る。あたしは周囲を見回して、

「いえ、近くの岩山も遠くの岩山も、頂上部分の平らなところは同じくらいの高さだなと思って。偶然の一致にしてはすごいですねえ」

「偶然ではない。昔この一帯は広大な台地だったのだ。それが川や氷河の侵しん食しよくで崩れ落ち、硬い岩盤部分だけが取り残されて、今の形になった。高さが同じなのは当然だ」

「へええ。昔って、二千年か三千年前ですか？」

「二、三億年前だ」

「…………」

　聞き慣れない単位にあたしは沈黙するしかなかった。前もって桁けたを上げて言ったのに、相手にもならないなんて。どーしてそんな大昔のことまで知っているのよ、この方はっ！──と喚わめくのも疲れる。さすがはカリミア、世界の知識処どころだ。

『月』のひさしの上からエンドローフが飛び下りてくる。続いて、額ひたいに同じ刺青いれずみを入れた老ろう若にやく男なん女によがぞろぞろと下りてきた。これが話に聞いていた魔道士なのだ。厚手のフェルトの服を着ているが、みんな戦士の体格ではない。ひょろひょろと、青あお瓢びよう簞たんみたいだ。魔道士もやっぱり学者の仲間で、このエンドローフだけが特別なのだろう。

　エンドローフは一礼してアンジェラの前に立ち、神殿の中へとあたしたちを導き入れた。うしろをぞろぞろと魔道士たちがついてくる。一列につながって、なんだか気持ち悪い。

　石畳の広場を通り、階段を上って建物に入る。中はほんわかと暖かく、完全防備のあたしはオーバーを脱ぬぐことにした。ディエーンヌ城と同じように淡く白い光が、柱の多い内部を照らし出している。神殿としての機能はまったくなく、華か美びな装飾もない。人が暮らしていけるよう、あちこち手が加えられていた。実際、かなりの人がここに住んでいるらしく、遠くからざわざわと人声が聞こえる。

　でも、正門から続く大廊下は静まり返っていて、ここが他とは一線を画した区画だと分かる。

　廊下はそのまま祈き禱とう所じよにつながっていた。その部屋のいちばん奥、神座に、そいつは座っていた。

　アンジェラを認め、立ち上がる。

「これは、アンジェラさま。ようこそ我があばら屋においでくださいました」

　おもむろにひざまずき、彼女に席を譲る。

　これが、沼地の魔道師だというの？　あたしは目を疑った。

　アンジェラ、エストレディータ、ジュノー、ついでにエンドローフと、揃そろいも揃って美男美女がぞろぞろと出てきたので、こいつもそれなりの顔をしているのだろうと心の底で信じこんでいたのだ。でなけりゃ、あのくそじじいのような老人を想像していた。ところが現実はどうよ、なんて醜ぶ男おとこなの！

　四角くえらの張った顔に、真一文字に引かれたぶっとい眉まゆ。灰色の瞳が円く見えるほど大きな目は垂たれ下がり、その下に青黒い隈くまもできている。赤い鼻は作りもののように大きく、口もやたらでかい。部分部分がそれぞれ大きいので、ひどくちぐはぐで落ちつかない印象を与える。そして、極きわめつけはびろびろに長いまつげだ。ただでさえ大きいのに、垂れ目は滑こつ稽けいなまでにぱっちりとしてしまっている。白人なのであばたの肌がよけい目立った。額には刺青ではなく、黒々と大きなほくろがついている。沼地の魔道師、なんて濃い顔なのっ。近寄りたくないくらいだ。その上、低い背を丸めて歩く貧ひん弱じやくな姿は、喜劇に出てくる道どう化け学者そっくりだった。若いのか年寄りなのかも分からない。

　こんな貧弱な男が、あたしのフェリシティを殺したというの？　こんな醜みにくい男が。

　そう思った途端、かっと頭に血がのぼり、あたしは憤ふん懣まんやるかたない思いを掌てのひらに集中させた。怒りは力へと変じ、光が集まってくる。

「沼地の魔道師！」

　あたしは叫ぶと、膨ふくれ上がった第三の力を撃うち放った。光の龍りゆうとなった力は、まっすぐ魔道師へと食らいつく。魔道師が振り向き、垂れた目が異様な光を放った。その瞬間、龍は雫しずくとなって弾はじけ散る。

　まただ。また効きかない。あたしは唇くちびるを嚙みしめた。エンドローフでさえ素す手でで弾き返したのだ。その親分なら眼光だけで搔かき消してもふしぎはない。ふしぎはないけど、悔くやしい。悔しすぎる。

「こちらがマラスターンの王女ですか」

　魔道師が耳みみ障ざわりな甲かん高だかい声でアンジェラに尋ねた。違う。こんなんじゃない。あたしは耳を塞ふさぎたくなった。配役が騎き士しと逆だ。こんな貫禄のない男が信望を集めているなんて。力の大小が問題なの？　フェリシティを殺したのがこんな奴だなんて嫌いやよ！

「これほどの第三の力を発はつ揮きできるとは知りませんでした。皇こう女じよ殿でん下か、この者を庇ひ護ご下かにおかれているとのことですが……」

「アンジェラ皇女、こいつを殺させて！　あたしに殺させて！」

　あたしは魔道師の声を遮さえぎるように叫んだ。

「こいつがあたしの妹を殺したんです！　まだ九つだった、なんの罪もない妹を、あんな残酷な方法で！　あたしはこいつを殺す！　絶対殺す！」

　もう一度、神経を集中する。胸の奥からの奔流が全身を貫つらぬく。掌が熱い。今度こそ！

「やめろ、カリル。今はそのときではない」

　アンジェラの淡々とした、しかしながら有う無むを言わせない制止に、体がびくんと硬直した。力が一気に萎なえる。彼女の邪じや魔まをしてはならない。してはいけないわ、カリル。

　あたしは半べそをかきながら自分に言い聞かせ、のろのろと彼女の側そばへ歩いていった。玉ぎよく座ざの隣に座すわるよう指示され、ぺたんと膝ひざから座りこむ。吐き出せなかった心のもやもやが、そのまま疲労に変わってしまったみたいだった。

　アンジェラは大人びた仕し草ぐさで手を組むと、なにごともなかったように魔道師に向かって、

「さて、まずは私の用をすませよう。それからおまえの話は聞くことにする。もうエンドローフから聞いたであろうが、一体おまえたちはなにを造っていたのだ」

「は、それは……」

　魔道師が口淀む。アンジェラは厳しい口調で続けた。

「おまえたちの要求どおり、我々は今回の件にはなるべく介入を控えるつもりでいる。だが、太陽神国の失われた技術をおまえたちが勝手に復活させようとするのなら話は別だ」

「も、もうしわけございません」

「最近ハイネルンストで大量に魔物が出現しているとの噂うわさも聞く。ディエーンヌ城から溢れだした泥人形と同じものだな」

「……すべては私の責任でございます。いかなる処分もお受けいたします」

　そう言って平へい伏ふくする魔道師。近くに控えていた騎士エンドローフもそれに倣ならう。アンジェラは頷くと、

「ディエーンヌ城で行われていた一連の生体実験をやめろ。あれはおまえたちの手にはあまるものだ。分かったな」

「はい」

　口答えする様よう子すもなく、魔道師は承しよう諾だくした。これは茶番だ。あたしは憮ぶ然ぜんと会話を聞いていた。つまり、沼地の魔道師一派を一国家と同様に認めているカリミアは、あの魔物生成の事実を知りながらどうすることもできなかった。ところがじじいが城から逃げ出し、アンジェラが捕まえたことによって「事件は発覚し」た。介入の糸口を摑んだというわけだ。なんて面めん倒どうなんだろう。

「ここまで勝手なことをしたのだ、私の信頼を損なうことは分かっているな」

「しかた──仕方ございません。身から出た錆さびでございます」

　魔道師はまったくアンジェラに頭が上がらないようだった。言いわけや反論の一つも出てこない。ひたすら平伏し、謝罪している。それはアンジェラ皇女が相手だからか、それとも魔道師自身の性格なのか、今の時点では分からなかった。

「私の話はこれまでだ。では、おまえの話を聞こう」

「は、はい。そちらのマラスターンの王女のことです」

　アンジェラに促うながされて、魔道師は弾かれたように顔を上げた。拝はい顔がんする、まさにその言葉がぴったりな崇すう拝はいの念のこもった視線で、彼はカリミア皇女を見つめる。うざったい顔が陶とう然ぜんとして、よけい熱っくるしい顔になった。そのまま暫しばし間まが空あく。

「アイダント・モア」

　呆あきれた声こわ色いろでアンジェラが呼び、魔道師は我に返った。赤鼻が茹ゆで蛸だこのように赤くなる。本当にこんな奴が「沼地の魔道師」なの？　みっともないったらありゃしない。話が自分のことなだけに、あたしは苛いら々いらして、

「早く話しなさいよっ。アンジェラ皇女に失礼でしょ！」

「こ、これは失礼をいたしました、皇女殿下」

　魔道師は一礼すると、うつむいたまま喋りだした。

「殿下はこの者を保護下に置かれたそうですが、それは、中立の立場を守るとお約束していただいたことに違たがえるのではありませんか」

「マラスターンの王女とは思わなかったのでな。初め会ったときは霊力も感じなかった。急に力が発現するのもおかしいとは思わぬか」

　婉えん然ぜんと微笑ほほえみながらアンジェラは言う。魔道師は押し黙った。どうやらあの薬も「公然の秘密」らしい。「発覚する」までアンジェラは介入できない代しろ物ものなんだわ。魔道師、これ以上喋ったら墓ぼ穴けつを掘るわよ。

「……分かりました。それならばそれで結けつ構こうです。しかし、彼女は私を殺したがっている。殿下が彼女を守られているかぎり、私はいつかは殺されてしまうでしょう。それは困りますし、不公平です」

「それもそうだな。ならば、カリルがおまえと対たい峙じしたときだけ、私は干かん渉しようしないことにしよう。それでいいな」

「ありがとうございます」

　ぽかんとしているあたしの前で、流れるように取り決めが行われる。最後に魔道師が一礼したので、あたしもつられてアンジェラに一礼してしまった。でも、ちょっと待ってよ。それじゃあたしに勝ち目はないじゃない、ただでさえ力不足なのに。

「ところで、殿下。そのマラスターンの王女を私に一とき貸していただけませんか。むろん、手荒なことはいたしません。我々には時間がありません、ここら辺で一気に決着をつけたいのです」

「それはカリル次し第だいだ。カリル」

　アンジェラに呼ばれ、あたしは我に返った。

「な、なんですか？」

「アイダント・モアがおまえの力を一とき借りたいそうだ。承知するか」

「す、するわけありませんっ。妹を殺した奴なんかに！」

　あたしは憤然と言い返した。萎えていた力が怒りとともに湧わき上がってくる。なんて身勝手な奴なの、沼地の魔道師。よくもしゃあしゃあとそんなことが言えたものだ。あたしは魔道師を睨にらみつけると、

「図ずう々ずうしいにもほどがあるわっ。一体あんたの目的はなんなの！」

「私の目的はただ一つです。虐しいたげられている我々能力者の地位を向上させ、人々に認めさせること。我々が心安く生きていくためなら、私はどんな努力も汚お名めいも厭いといません。そして、迫害の原因はダザンにある。彼らが我々についてあることないこと言い触らし、人々の警戒心と不安をあおり立てているのです。昔からアミュールはそうでした。同族を愛するあまり我々を排除し続けてきた。いにしえの大だい虐ぎやく殺さつは忘れない。我々の仲間が何十万人と殺された。ダザンがあるかぎり我々に平和は訪れないのです。あれを完かん膚ぷなきまでに叩かないかぎりは」

　魔道師はまっすぐあたしの目を見て答えた。甲かん高だかい耳障りな声が、今はひどく重みのある声となって耳の中に響きわたる。この男は偽善者ではない。あたしははっきりと悟さとった。この男は自分の目的を達するためにはどんな手段も厭わないだけなのだ。たとえ人から罵ののしられようと怨うらまれようと。

　ダザン。コリンやエストを殺そうとしたり、たしかに百害あって一利なしの国だ。

「……それで、あたしになにをしてほしいの」

「マリカの血が必要なんです。おまえさんには彼女を呼び出せるだけの力がある」

「あたしは巫み女こじゃないわ」

　あたしは顔をしかめた。地じ母ぼ神しんマリカの神しん託たくでも聞きたいのかしら。魔道師は続けた。

「アミュール・マリカはまだ生きている。彼女だけではなく、アミュール四天王の全員が生きているのです。彼女ら四人を目覚めさせ、そしてフェリム・フェシアを復活させる。今度こそ彼はアミュールをすべて放ほう逐ちくしてくれるでしょう」

「……え？」

　マリカが生きている？　マラスターンの太たい祖そ、その人が？　四王国すべての太祖が生きているなんて、そんなばかな。彼女たちがいくら長生きだからって、何千年も生きているわけがない。

　あたしはまじまじと沼地の魔道師を凝ぎよう視しした。単なる妄もう想そう家かか気が触れているのか、そのどちらかと思った。でも、その醜い顔を見続けているうちに、わけもなくひどく恐ろしくなり、あたしは目を逸そらした。彼は正気だし、本気だ。

　記憶の片隅でなにかがチリリと鳴った。ダザンの粛しゆく清せい隊たい、なんとか将軍の言葉が思いだされる。エストが何度も繰り返していた言葉に思い当たる。

　水神エルヴィラの復活。

　そういうことなの？　女め神がみは生きているの？
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「彼ら五人が、神話時代が終わってもなお千年以上も生き続けているのは、医師カンパネラの処置により結けつ界かいの中で眠っているからです。いや、フェシアはまた別ですがね。彼らの眠りは何なん人ぴとも破ることはできない」

　沼地の魔ま道どう師しは奇妙な抑よく揚ようの声で、話を続けた。

　灰色のマントの下はどうなっているのだろう。なんの脈絡もなく、不意にそんな興味が湧わく。大きな顔のわりに首から下は貧ひん弱じやくで、やけにバランスが悪い。頭ばかり使っているからだろうか。それとも、第三の力の使いすぎで、体が縮んでしまったとか。ありえないことではない。

　どうもあたしの頭は、魔道師の言葉を真剣に聞くことを拒否しているらしい。

「そこで、マリカらの生いき霊りようを呼びだし、復活の方法を聞こうと考えているのです。どうです、マラスターンの王女、手を貸してくれませんか」

　ははあ、そのために四王国に人ひと質じちを求めていたのね。あたしはようやく合が点てんがいった。でも、あたしは非嫡子で、そんな力があるとは思えない。大だい体たいこの話には矛む盾じゆんがある。

「フェリム・フェシア、だっけ？　その人だってアミュールだったんでしょう。しかも、なんとかってアミュールの王の息子だったって」

「ラー・カレディア」

　わきからアンジェラが補足してくれる。

「そうそう。そいつの息子ってことは、彼だってアミュール以外の能力者なんか嫌ってたはずじゃない。そんな奴を復活させてなにさせようというのよ」

「彼はアミュールを憎んでいる」

　魔道師は端たん的てきに言った。醜みにくい顔から出てきた「憎む」という言葉に、ひどく威い圧あつを感じ、あたしは耳の裏が緊張するのを感じた。言葉、特に負の感情を表す言葉にはそれを具ぐ現げんする力がある。だから、迂う闊かつに口にしてはいけない──という迷信は本当だったのではないかと疑ってしまうくらいだ。魔道師はゆっくりと、

「彼はアミュールを憎んでいる。皆殺しにするのも厭いとわないくらい、憎んでいる。同族を異常なまでに愛するアミュールであるはずの彼が、現に大量の同族殺しを行いました。これは記録にも残っている歴史ですよ。巨大な力を持ったラー・カレディア王の死後、太陽神国があっさり滅ほろびたのは、フェシアの襲撃が原因なのです」

　その話はあたしは知らなかった。王おう宮きゆうで学んだ歴史は建国以来のもので、アミュールの活躍した神話時代についてはエストレディータに聞いたものだけだ。

　フェリム・フェシア。愛する娘と駈かけ落ちし、四王国の太祖とともにハイネルンスト大陸に一大帝国を築いたアミュール。その人が、なぜ故国を襲撃しなければならないのか。

「なぜそんなことを。理由はあったんでしょ」

「最愛の妻を殺されたからですよ。正しくは父王らに呪のろい殺された。その復讐だったのです。でも、彼の臣しん下かであるエルヴィラたちには同族殺しが堪たえられなかった。そして、彼女たちはときのカリミア皇帝に頼んでフェリム・フェシアを封ふう印いんしていただいたのです。なぜなら、彼の呪い殺された妻は、カリミアの皇こう女じよだったから」

　はっと、あたしは傍かたわらのアンジェラを振り向く。麗うるわしきカリミアの未来の女帝は、婉えん然ぜんと微笑ほほえんだきり、なにも言おうとはしなかった。あたしは何回か乾いた唇くちびるを舐なめ、そして、

「あなた方も、アミュールを憎んでいるんですか」

「まさか。二千年も昔の話だ。アミュールの王国は消え、彼らも滅び去った。それに、かの皇女は自みずから命を絶ったのだ。いまさら我々がとやかく言う筋合いはなかろう」

　アンジェラ皇女は泰たい然ぜん自じ若じやくとした態度で答える。そう、それが普通よね。あたしは魔道師に向かって、

「いくらなんでも、封印されている間に憎しみも消えてしまってるわよ。意味がないわ」

「そうかもしれない。しかし、そうでないかもしれない。これは賭かけですよ。私にはもう時間がない。あまりにも長く生きすぎた。早く決着をつけねば、早くしなくては、若い連中ではまだまだ力不足で、ダザンに対抗できません。早くしなければ……」

　最後の方は掠かすれて、あたしの耳には届かなかった。魔道師はひどく焦あせっていた。どうやら年齢不ふ詳しようの見た目と違って、かなり年を食っているらしい。こいつが死んだらどうなるのだろう。こいつを頼っている能力者たちは。

「でも、どうして自分でやっつけに行かないの。あんたは強いんでしょ、他た力りき本ほん願がんなんて」

「あの土地には私が踏みこめない、ラー・カレディアの結界が張ってあるんですよ。それさえなくなれば、我が命をなげうってでも戦いに行きます。さあ、分かったでしょう、手を貸してくれますね」

　断定的に言い、ぬうっと近寄ってくる魔道師に、あたしはあとずさりながら、

「そ、それとこれとは別よっ。フェリシティを殺したあんたに、なんで手なんか貸さなくちゃなんないの！　あたしの妹はあんたの人狩りの犠牲になったのよ、なにも知らない幼い無む垢くな子供を溶とかして殺したんだわ！　この悪魔！」

「なんとでも言いなさい。これくらいの犠牲、我々の苦しみと悲しみの数に比くらべればなんでもない」

　いけしゃあしゃあと言い返す魔道師。反省するどころかさらに、

「無垢な子供と言いましたが、その子が能力者をいじめなかったと言い切れますか。薄気味悪いと仲間外はずれにはしませんでしたか。親に告げ口しませんでしたか。他人を罵ののしるとき、魔女のようにやかましいとか、道士のようにごうつくだとか、我々を見み下くだした言葉は使いませんでしたか」

　魔道師の鋭い責め句を聞いて、思わずひるむ。身に覚えがあるのはあたしの方だった。能力者が回りにいなかったのでいじめたりはしなかった──しようと思ったってできなかった。でも、悪口にはよく羅ら列れつしたものだ。とくに義母を罵るときは。

　でもでも、フェリシティは人を罵ったりしたことなかった。あの子を侮ぶ辱じよくすることは許さない。あたしは自分のことは棚に上げることにして、猛もう然ぜんと言い返した。

「優しいあの子がそんなことするわけないでしょ！　大体、スーリエにはほとんど能力者なんていなかったんだからっ」

「ほら、みなさい。それこそが迫害の証あかし。なぜスーリエには能力者がいなかったか？　おまえさんたちが閉しめ出したのですよ。ダザンの機嫌を窺うかがうため、生まれてきた純真な子供さえ殺したのです。鬼おに子こと称して。墓地に行ったことありますか。小さな無縁仏の墓は見たことありますか、獣けものに食い殺された跡のある骨が、墓も作ってもらえず吹きさらしになっている姿は。虐殺は歴史の一部ではない、今現在も続いているのです。スーリエなど滅んで当然です」
















　淡たん々たんと、激する様よう子すもなく魔道師は言い立てた。それがいっそう不ぶ気き味みで、嵐の前の静けさというか、彼の背負う怒りが無言で迫ってくるようで、あたしはその恐怖を跳はね返そうと声を荒くした。

「フェ、フェリシティとは関係ないでしょう！　そんなのお偉方の責任じゃないっ」

「国民がなにもしないからお偉方がやりたい放題なのです。大体、人質の予定だったおまえさんが逃げ出したりしなかったら、スーリエは助かったのですよ。我々の警告に応じたものとして、放っておくつもりでした。おまえさんの妹はおまえさん自身が殺したも同然じゃあないですか」

「詭き弁べんだわ、詭弁よ、あんただけは絶対許さない、絶対殺してやる！　偽善者ぶるならフェリシティを返して、フェリシティを生き返らせてごらんなさいよ！　そしたら手でも足でも貸してやるわ！」

　あたしは魔道師の声を搔かき消すように怒ど鳴なり散らした。涙がぼろぼろとこぼれているのにようやく気づく。

　分かっていたわ、分かっていたわよ。あたしが逃げたりしなければ、大人しく人質になっていたら、スーリエは助かっていた。フェリシティは死なずにすんだ。でも、しかたないじゃない。そんなこと知らなかったんだから。理由さえ知っていたら、あたしだってどうにかしたわよ。フェリシティの命には代えられないもの。

　でも、フェリシティは死んでしまった。もう帰らない。

「生き返らせることはできる」

　ぽつりと魔道師が呟つぶやいた。あたしは顔を上げる。魔道師の目の下の隈がいっそうどす黒く見えた。あたかも天てん啓けいのごとく言葉が頭の中で響く。生き返らせる、ですって？

「わたしにはできない。だが、一度死んだ者を転生させる技わざがあると聞きます」

「だ──誰ならできるというの？」

　尋ねるあたしの喉のどの奥が、がらがらと鳴った。胸が張り裂けそうなほどドキドキしている。期待に汗がにじんだ。頭の奥で、こいつを信じちゃいけない、こんな奴の言うこと聞いちゃいけない、そう警告が鳴り響いていたけど、もっと強大な力が警告をねじ伏せた。

「フェリム・フェシアだ」

「噓うそだわ」

　間かん髪はつを入れずあたしは言い返す。そんなに都つ合ごうのいい話があるわけない。あたしに強ごう引いんに手を貸させるつもりなのだ。でも、魔道師は上目遣づかいに言葉を続けた。

「太陽神国には数々の人知を越えた技術があったといいます。ディエーンヌの城で見たでしょう。あれもその一つ。そして『転生』は、太陽神国の最高秘術でした。今、それを知る者はフェリム・フェシア、いや、第一の側そつ近きんであり、フェシアの息子と結婚したエルヴィラだけです。これでも手を貸してはくれませんか」

　魔道師のあばた顔に汗が吹き出している。彼はちらちらアンジェラの方を窺っていた。けど、彼女は素そ知しらぬふりをして、口を挟はさもうとはしない。太陽神国の失われた技術のことなのに、いいのかしら。

　あたしはしばらく考えた。どう考えても怪あやしかった。手なんか貸してはいけない。こいつに踊らされるだけよ。分かりきったことじゃない。

「……あんたに手を貸すんじゃないわ。フェリシティを生き返らせる方法を聞くだけよ」

　頭とは裏腹に、あたしの口は勝手なことを言った。勝手？　いいえ、違うわ。フェリシティのためなら、どんなことだってしてやる。どんなに可能性が低くても、望みが薄くても、あの子のためならなんだってしてやるわ。踊らされてもかまわない。

「カリル」

　アンジェラがはじめて口を挟んだ。

「太陽神国の技術は知られていないことが多い。過剰に期待はするな」

「分かっています」

　あたしは頷うなずいた。分かっています。だめだったら魔道師を殺すまでです。




　沼地の魔道師に導かれて、あたしたちは神殿の上へ上へと向かった。螺ら旋せん階段を上り、ドームの最上階へと出る。そこは円形のホールで、白い床一面に黒い石で奇妙な文様が描かれていた。なにもなく、だだっ広い。円えん天てん井じようが高いところに見える。部屋の中央にはお馴な染じみの六ろく芒ぼう形けいの魔法陣があり、その周りに老ろう婆ばと若い娘、そして老婆に抱かれるむつきの取れていない赤ん坊がいた。じっとこちらを見ている。

　あたしの目は少女に吸い寄せられた。なぜなら、彼女はディエーンヌ城で会ったジュノー王子と同じ顔をしていたからだ。

　腰まで流れる黄金の絹の髪、薔ば薇ら色の頰ほお、華きや奢しやな体、新緑の瞳ひとみ。まるで双ふた子ごのように似ている。ただ、こちらの方が目元がすっきりして、理知的なところがある。あたしと目が合うと、彼女はふいっと視線を逸そらした。

「紹介しましょう。こちらから、エルヴィラの王女ダナエ・ミクマーラ・エマ、セド・セダンの皇こう太たい后ごうムルタージ・カーン、カナルダの小王子シルグ・マナンです」

「揃そろいに揃ったというところね。あたしの従い兄と弟こは？」

　あたしは皮肉たっぷりに尋ねた。魔道師はなにも答えず、そそくさと魔法陣の中に入る。慈悲深きマラスターンの国王陛へい下かとご嫡ちやく子しは「力なし」だったみたいだ。エンドローフは相変わらず遠くで控えているし、アンジェラも遠巻きに見ているだけだ。止める気はないらしいから大だい丈じよう夫ぶなんだろうけど、少し不安だ。なにをやろうっていうのかしら。

「こちらへ」

　猿みたいな手で魔道師が招き、あたしはその三人の輪に入った。見ると、上品そうな老婆の焦点が合っていない。正体が抜けてしまっているようだ。赤ん坊がむずかるときだけ目に光がともり、器用にあやすけど、次第にもとに戻ってしまう。この高齢で人質になるなんて大変よね。ショックでぼけちゃったのかも。なにも分からない赤ん坊の方がいいかしら。いえ、刷すりこみをされたジュノー王子を考えてごらんなさいよ。ああはなりたくない。

　王女の方はどうなっているのだろう。

「こちらが新しいマラスターンの方なんですの」

　ぴしりと険けんのある声。あたしは驚いてダナエ王女を見た。彼女は敵視というか、蔑べつ視しというか、とにかく好意的ではない視線であたしを睨にらみつけ、きびきびした調子で魔道師に言い立てた。

「マラスターンは最低ですわ。質は悪いし、量もない。純血を守る意志もない。この者で駄目だったら、いよいよエストレディータですわね」

「そうならぬためにも、頑がん張ばっておくれ」

　おどおどと魔道師は言う。彼女に頭が上がらないらしい。別に、アンジェラに対するような畏い敬けいのためではなく、単に苦にが手てなタイプといったところだろう。気の強い娘に気の弱い父親、そんな感じもする。王女はつんと澄すますと、

「おまえなどに言われなくとも分かっておりますわ。さあ、おいでなさい。わたくしがリードさせていただきます。あなたはそこに立って、念じるだけでよいのです」

　魔法陣の一点を指さす白しら魚うおの手を、あたしはぽかんと眺ながめた。あたしより一つ年上のこの王女さまが、弟と同じように魔道師と手を組んでいるのか、それとも反発しあっているのか、見当もつかなかった。王女はむっと口を曲げて、あたしの手を乱暴に摑つかむと所定の位置に立たせた。あたし、嫌われているのかしら。

　さらに彼女は赤ん坊を老婆から取り上げ、同じように魔法陣の一角に置く。あたしたちは正方形を描くように立ち、魔道師はちょこんとダナエのうしろに立った。

　彼女の手が上がる。

「我はエルヴィラの裔すえにして、かの王国の正当な継承者である！　いにしえの教えに従い、ここに四王国の正当な継承者が一堂に会した。おお、偉大なる太祖よ、あなた方の教えを今再び乞こう、我らに道を示したまえ！　我の声届かば、ここに御おん身みを顕あらわしたまえ！」

　朗ろう々ろうと、ホール中に響きわたる声で王女は唱となえる。途と端たん、彼女の立つ方角からびりびりと刺すような震えが伝わってきた。

「ひゃっ」

　思わず悲ひ鳴めいを上げる。それはあたしの左手を介して全身を駆け抜け、そして右手を伝って外へ飛び出した。今のはなに!?

　とっさに目を凝こらすと、白い蛇へびのようなものが宙を飛んでいるのが視みえた。それは赤ん坊を包み、そして老婆に絡みつく。力の蛇は老婆を通って、再びダナエにするりと入り込み、自分の尻尾しつぽに食らいついた。びりびりっと一段と激しいしびれが伝わってくる。

　その瞬間、赤ん坊から金色の光がほとばしった。

　あたしは驚きよう愕がくした。力だ。第三の力がオーラとなって放出されているんだわ。ダナエの体からも老婆の体からも光が噴き上がる。空気がばりばりと震えた。肌が焼けて、針で刺されているように痛い。

「あいたたっ」

　思わず声が洩れる。一人で騒いでいたらダナエがもの凄すごい形ぎよう相そうで睨にらんだので、あたしは必死に痛みをこらえた。でも、あたしから光は出てこない。質が悪いってこのことかしら。どうせ純粋な王族じゃないもの、この召しよう喚かんは失敗だ。

　ふと、遠とお巻まきにこちらを眺ながめていたアンジェラと目が合う。彼女は面おも白しろそうにこの放出を見ていたけど、あたしと視線が合うとにっこりと笑って、天てん井じようを指さした。なんだろうと仰あおいだ途と端たん、その動作と一いつ緒しよに脳天の奥から熱いものが湧わき出し、体が金色に燃えあがった。うそお！

　金の炎ほのおがあたしを包む。光が出たのはいいけど、なんて熱いんだろう。自分の体が放出しているのに、熱い。光が熱い──違う、体が興奮して熱いんだ。

　一体となった光は魔法陣の中央で渦うずを巻き始めた。竜巻のようにそれは成長し、あたしたちから力を吸い取っていく。足が萎なえていく。

　ふいに放出が止やんだ。あたしは脱力してその場にへたりこみ、老婆も尻しり餠もちをつく。赤ん坊もぐったりしていた。ダナエだけが、苦しそうに顔を歪ゆがめていたけど、背筋を伸ばして昂こう然ぜんと顔を上げ、光の渦を凝ぎよう視しする。

「……我……を……喚よぶのは……誰……」

　光が口をきいた!?　ぼわあん、と脳のう髄ずいを揺さぶるその声を耳にしたあたしは、息をするのも忘れて光を見つめた。竜巻は次第に人型を成し、人の口に当たる部分がぽっかりと空く。

「成功だ」

　今にも小踊りしそうな、喜びに満ちた声で魔道師が言う。大きな目がさらに垂たれ下がり、口元がしまりなくなって、醜い顔がよけい醜くなった。でも、今はそれに気を取られている場合ではなかった。

　光を媒体にして出現したその人が本当に四王国の太祖の一人だとしたら、四人のうちの誰だろう。声は男とも女とも分からないトーンだ。

「我らが子孫よ……我はそなたの声に応こたえた……神託を受けよ……なにを我に問う」

「フェリム・フェシアの復活の方法を！」

　ダナエが叫さけぶ。光が一瞬輪郭を失い、再び体をまとめた。

「我に問う……我らの唯ゆい一いつ無む二にの主の復活の方法を……彼は封ふう印いんされている……彼の側そばには我らが長ちよう姉しエルヴィラが眠っている……長姉に問うがよい……」

「エルヴィラはどこに眠っているのです」

「それはほかの三人が知っている……彼女の結けつ界かいに赴おもむき鍵かぎを使え……」

「ほかの三人を目覚めさせるにはどうすればいいのです」

「それぞれの鍵を使え……」

「その鍵はどこに」

「我らが子孫よ……そなたたちの元にあるはずだ……」

　ダナエが押し黙った。魔道師も厄やつ介かいそうに頭を振っている。彼らはどこにあるか知らないんだわ。エルヴィラの復活の鍵はエストレディータが持っている。問題はほかの鍵はどこにあるかだ。子孫に伝えられているというなら、人狩りでカナルダを滅ほろぼしたくらいなんだから、カナの復活の鍵ぐらい魔道師が持っていてもいいはずなのに。

　そこまで考え、あたしはそのことに気がついた。

「ダザンだわ」

　あたしは呟つぶやく。ダナエがまた恐ろしい目つきであたしを睨にらんだ。でも、ほかに考えられない。ダザンはエルヴィラの復活の鍵のことを知っていた。そして、四王国はダザンと手を組もうとしていた。なら、奴らが鍵を集めていないとは考えられない。厄介な。

　でも、ダザンにあるとしても、なんのために集めているのかしら。まさか、フェリム・フェシアの復活を企たくらんでいるわけではないだろう。自みずからの首を絞しめるようなことだ。

「我を喚ぶ者よ……そなたたちなら鍵を扱うことができるであろう……神託を告げる」

　今までとはまったく異なった、頰ほおをぶつように凛りんと張った声に、あたしたちは再び光を見た。それは炎のように揺らめき、いっそう強い光を放った。あまりの目映まばゆさに手で光を遮さえぎる。炎は厳おごそかに言葉を続けた。

「神託を告げる。彼の眠りが妨げられるとき、それは四王国の滅びのとき。彼に触ふれるな。彼に触れたとき、それはそなたたちの滅びのとき。彼に触れるな」

「ひいいいいーっ！」

　突然、老婆が金切り声を上げた。ぎょっとして振り向く。老婆は白目を剝むいて、苦しそうに喉のどを搔かきむしると、口から泡を吹いてその場に卒そつ倒とうした。その顔は苦く悶もんに満ちて、なにか恐ろしいものを見たかのように引きつっていた。ぴくぴくと指先が痙けい攣れんしている。まだ息はある。

「力の出しすぎで幻覚を見たようです。エンドローフ、下の部屋にお連れしなさい」

　様よう子すを見た魔道師が命令すると、エンドローフは音も立てずに老婆を抱き上げ、階段を降りていった。そして、再び魔法陣を見たときには、光は消滅していた。しばらく沈黙が流れる。

　あたしは大きく息を吐くと、

「……ダザンに行くしかないわね」

「おまえさんが行ってくれますか」

　あたしの呟つぶやきに魔道師が少し心外そうに、それでも喜き々きと言う。笑うとよけい不気味な顔になるので、あたしは視線を逸そらして魔道師を怒ど鳴なりつけた。

「あんたのために行くんじゃないわよっ、フェリシティを生き返らせるため！　マリカを復活させたら、いの一番にあんたを殺してもらうわ！」

「わたくしも行きます。もうこのようなところには一刻もいたくありませんわ」

　あたしに追つい随ずいしたのは、意外なことにダナエ王女だった。彼女は手を腰に当てがい、

「召喚が成功したのです、わたくしの務めは終わりましたわ。さあ、早くこの忌いま々いましく汚けがらわしいところからわたくしを出しなさい」

　と、高たか飛び車しやな態度で魔道師に言い放つ。読めたわ。この王女、やけに積極的に召喚儀式を執とり行ったと思っていたけど、魔道師と手を組んだわけではなかったんだ。魔道師はちゃんと憎んでいる。だから、ここから早く出たい。それにはさっさと役目を終わらせてしまえばいい。憎んでいることと手を貸すことが反発していないだけなのだ。

　しかしながら、魔道師は首を振って拒否した。

「ダナエ、おまえにはもう少し残ってもらうよ」

「なぜですの!?　もうわたくしの役目は終わりましてよ。大体、人質ならおまえが飼い慣らした愚おろかな弟がいるではありませんかっ」

　目を吊つり上げてダナエは言い返す。そのパワーにたじたじとしながら、魔道師は、

「ジュノーは人質にならんとおまえも言ったじゃないかい。ダザンは裏切り者には厳しいと。フェリム・フェシアが復活するまで、ここにいてもらうよ。逃がしはせん」

　あのきんきらした声で言われると迫力もなにもあったものではないが、でも、ダナエは唇くちびるを嚙みしめ、黙りこんでしまった。おそらく彼女は、魔道師がときおり見せる言いようもない威圧感の正体を知っているのだ。あたしの方がムッとして、王女に、

「大だい丈じよう夫ぶよ、そのうちエストレディータが迎えに来るわ。そのときはこんな奴、あたしが殺しているから。もう少し待っててね」

　そう言ってあげた。ところが、彼女はかっと顔を紅こう潮ちようさせると、足を踏みならして、

「あんな女！　あんな女に助けられるくらいなら、ここで一生監禁されていた方がマシですわ！　あんな一族の面つら汚よごしなどに近寄りたくもありません！」

　癇かん癪しやく玉だまを破裂させた勢いに、あたしは呆あつ気けにとられた。彼女は美しい顔を忌々しげに歪め、長い据をひるがえしてさっさと行ってしまう。彼女の姿が階段の下に隠れてしまってから、遅まきながらあたしの腹の中がふつふつと怒りに満ちてきた。

　な、なんなのよ、あの子。プライドばかり高くて、自己中心的な高飛車王女じゃないのっ。あんなのを命を賭かけて迎えにいく価値があるの？　エストに言ってやる、絶対言ってやるっ。王女はここが気に入っているから迎えに来るなと叫んでいたって！

　姉は高飛車女、弟は井の中の蛙かわず、エルヴィラ王国の行ゆく末はどうなるものやら。

　でも──あたしは怒りを静めて考えた。太祖の眠りを妨げたとき、四王国は滅びると言っていた。マラスターンとカナルダはもう滅んだも同然だからいいとして、あとの二王国はどうなってしまうのだろう。王家が滅んでしまうとか。

　いいえ、王家なんか滅んでもいいわ。フェリシティが生き返るというなら、なにを犠牲にするのも厭いとわない。あたしは顔を上げると、魔道師に向かって、

「あたしはダザンに行くわ。もし結界が解けたら、あんたも殴なぐりこみに来るんでしょ」

「それは無論」

「じゃあ、一時休戦よ。鍵を取り戻すまでは」

　つっけんどんに言い渡してから、あたしはエストのことを考えた。彼女はどうするだろう。あたしと別れて沼地に来るだろうか。どっちにしろコリンは連れていけない。バトリーは……

「カリル、帰るぞ」

　突然声をかけられ、あたしは飛び上がった。焦あせって振り返ると、アンジェラ皇女がすぐ側に佇たたずんでいる。それまで隠れていたかのように、まったく気け配はいがなかったのだ。

　彼女は魔道師に顔を向けると、

「アイダント・モア、私の言ったことを忘れるな」

「はい」

　魔道師は深々と頭を下げた。腰を屈かがめただけなのに、頭のてっぺんが床に着いてしまいそうだった。アンジェラがさっさと帰りだしたので、慌あわててそのあとをついていく。

　長い螺ら旋せん階段をさっそうと、それなのに音も立てず彼女は下りていく。ともすれば置いていかれてしまうので、あたしは小走りになって下りた。自分の脚の長さを疑ってしまうほど速いわ、この皇女さまは。

「どうだ、カリル。アイダント・モアは」

「げ、幻げん滅めつです。あんな醜ぶ男おとことは思いませんでした」

　あたしは息を切らせながら答える。アンジェラが声を立てて笑った。

「実力と容姿は密接な関係があるからな。そんな怪け訝げんな顔をするな、強いから醜いというわけではない。あれはそうならざるを得ない力の使い方をしてきたのだ。おまえでは一生かかっても殺せん相手だ。奴はアミュールに匹ひつ敵てきするほどの霊力者だぞ」

「殺すのを手伝ってくれるんじゃなかったんですか？」

「なにをばかなことを。助けてやると言ったのだ、殺したければ自分の手でやれ」

　憮ぶ然ぜんと皇女殿下は言う。あ、やっぱり、そううまい話は転がってないか。

「ダザンに行くのか」

「はい」

「ダザンはカリミアとは国交のない国だ。中に入ってしまえば私も手出しができなくなる。というより、カリミア人は入国を禁じられているのだ。ダザンにいるかぎり助けには行かないからな、自力でやるしかないぞ。肝きもに銘めいじておけ」

　その言葉を聞いてあたしは絶句した。カリミア皇女の保護下にあることを頼りにしていたから、ダザンに行こうと思ったのに。こんなに断言したらもうあとには引き下がれないじゃない。

「前ぜん途と多た難なんだわ……」

　あたしはため息をついた。それを聞いてアンジェラがまた笑う。彼女から見ればよくよくあたしはおかしい人間なのね。これで何回笑われたことやら。

「あ、そうだ。アンジェラさま、沼地の魔道師が言っていた『生き返りの秘術』、あれも魔物生成と同じ太陽神国の失われた技術なんですけど、いいんですか？」

「水神エルヴィラを復活させることを認めたのは正当な王位継承者だ。私が口出しするいわれはない。秘術のことは太陽神国の生き残りであるエルヴィラが判断するであろう」

　そっけなくアンジェラは答える。そうか、首尾よくエルヴィラを目覚めさせたとしても、秘術を教えてもらえるとはかぎらないんだわ。あたしは再びため息をついた。前途多難というより、お先真っ暗って感じ。

　悄しよう然ぜんとしながら階段を降りきると、エンドローフが待ち受けていた。彼はあたしたちが通り過ぎるまでひざまずいて待ち、それからあとを追ってくる。アンジェラは彼を見ることもなく、

「帰りは自分で飛んで帰る。おまえに用はない」

「申し開きがすんでおりません」

「言ってみろ」

「ファクルシを殺したく思っております」

　低い、腹に響く声で言われ、あたしは思わず振り返った。年とし相そう応おうに端正な顔はやはり無表情で、殺したい相手に対する怒りも、義ぎ俠きよう心しんも、なんとか面目を保ちたいという焦燥感さえなかった。伊だ達てや酔すい狂きようで言っているのではない、冷たい眼まな差ざし。あたしはぞくっとした。こんな男に真顔で殺したいなんて言われたら、気の弱い奴ならそれだけで死んでしまうかもしれない。アンジェラもまた、冷然と、

「理由はなんだ。言ってみろ」

「魔道士はこれ以上は必要ありません」

「そうか」

　短いやり取りのあと、エンドローフは一礼して消えた。アンジェラはそのまま前を見て歩いていく。あたしはおろおろしたが、彼女についていくしかなかった。

　神殿を出た。崖がけの向こうから白い雲が押し寄せてくるのが見える。雲海とはよく言ったものだ。あたしは、肌寒いというのに光だけは強い太陽に目を細めながら、

「皇女殿下」

　先を行くアンジェラを呼び止める。彼女は足を止め、振り返った。

「あなたは何者なんです」

「カリミアの皇太子だ。それ以外の何者でもない」

　アンジェラは端的に答えた。そうじゃなくて──あたしは違うことが聞きたかった。けど、なにを聞きたいのか言葉ではまとまらなかった。大きく息をつく。

「カリル」

　名を呼ばれ、あたしは顔を上げた。その表情。

　あたしを見る、アンジェラ皇女の表情。あたしは一生忘れないだろう。

「私の一族は視みる一族なのだ」

「……え？」

　あたしの心を見透かしたように彼女は言った。

　聞き返す間があればこそ、次に瞬まばたきしたときには、壮大な大自然の中から一転して、暗く冷たい石の壁をあたしは見ていた。

「姉ちゃん！」

　コリンの声。振り向くと、魔法使いの少年はおろか、エストもバトリーもいる。

　あたしはディエーンヌ城に帰ってきたのだ。







　あとがき連続青春小説　第九回




　九冊目の本が出ることになり、「プロ意識を持ちなさい」と説教されている小林さんですが、これで四年連続一月に出版されることになりました。予定より二か月ずれてまで揃そろえたのはなぜでしょう。

　一。小林さんが怠たい惰だでずるずる延のびた。


　二。編集さんが怠惰でずっと原稿を読まなかった。

　三。角川スニーカー文庫の仕事が忙いそがしかった。

　四。白山羊さんが現れた。

　五。黒山羊さんも現れた。

　六。書き直しをさせられた。

　七。パソコンが壊れた。なぜなら今回も３８６ＧＥ５という「品切れごめん機器」を買ってしまったから（セイコーエプソン、なんか私に恨うらみでも!?）。

　八。あとがきを書くのが嫌いやだった。

　九。一月を愛していた。だってみんなと発売日が一緒になるんだもん。



　さて、答えはどれでしょう。ありがたいことにワープロ専用機と化したパソコンは三年間一度も壊れたことがありません。となると、あとは簡単、答えは六でしたー。

「あのねえ、小林さん。書き直してほしいんだけど」「……」「読みにくいんだよね。びっちり書いてあるでしょ。会話の部分より地の部分が多いし。俺でさえ読みにくいんだから、最近の若い子には読めないよ」「……はあ」。

　ああ、なんて間抜けな話なんでしょう。ヤングアダルト分野の作家でありながら、地の部分が多いから書き直しだなんて（しかも天下の一人称なのに）！

　というわけで小林さんは書き直しをしたのですが、それにかかった時間は一冊につき十日もかかっていないので、本当の答えは四かもしれません（だって下巻の途中で上巻の書き直しを命じられても、こっちは止まらないのよーっ）。


つづく　　



　第十回、こうごきたい。

「大地をわたる声を聞け」は上下二冊の本です。書き直し時間を除のぞくと、平成六年の六月から九月にかけて書いていました（五月までなにしてたって？　それはナイショ）。

　この話は「君が夢、河を上りて」の兄弟本に当たりますが、世界が連続している（それもちょっと怪あやしい）だけで内容は独立しています。どうしても併あわせて読んでくれというわけではありません（裏話が分かるくらいだ）。

　併せて読む場合も、「君が夢」を先に読まなくてはいけないということはありません。時間的には「大地」の方がかなり昔という設定になっているからです。どのくらい昔かは自分で考えてください。舞台もかなりずれているのであしからず。

　舞台といえば、この話を書いている間ずっとアジアの写真集を眺ながめていました。中東から中国にかけて、シルクロード沿ぞいとでもいいますか。自分自身は三月にインドに行ってきました。知人にそれを言うと、「らしいよ」との返事。なにが「らしい」のでしょう（しかし初めての海外旅行で、しかも卒業旅行にインド……自分でもなんだかね）。

　というわけで、それらで勉強して、地理・風土をきっちり書こうと試みた結果が、地だらけの文になってしまったのでした。

　いやあ、人間迂う闊かつに勉強なんかできないということですねっ。

（完全に愚痴になっている。だからあとがき書きたくなかったのにー）。




　平成六年十二月十四日


小林めぐみ　　












大だい地ちをわたる声こえを聞きけ（上）








小こ林ばやしめぐみ
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